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はじめに

私たちの 21世紀 COEプログラム「環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」では、真に

環境に調和したエネルギーシステムを構築することにより、持続可能な社会の基盤づくりを

目指した研究を推進するとともに、エネルギー・環境問題を解決する能力を身に付け、かつ

国際的リーダーシップのとれる人材を養成することを目的としています。

21世紀はさらにエネルギーの需要が急増し、地球温暖化や酸性雨などの地球環境問題が一

層、深刻化し、人類の生存をも脅かす恐れがあります。このような問題に対峙していくため

には、産学官の努力とともに、国民一人一人の自覚と協力が不可欠です。このような観点か

ら私たちの COEでは、前拠点リーダーである笠原先生の音頭の下に、 21世紀のエネルギー・

環境問題をテーマに、 47都道府県で市民講座を開催して参りました。

この講座では、各回で講演内容に沿ったテーマを設け、基本的に京都大学からの講師 2名

と地元講師による講演に加えて、講演後に総合討論を実施し、お集まりいただいた市民の方

とともに各地域の特徴・課題等を踏まえた議論を展開しました。また、テーマの設定、地元

講師の紹介、市民への広報、等については、自治体のエネルギー・環境対応部局の方に多大

なご支援をいただき、それぞれ特徴のある市民講座となりました。さらに、広報活動には、

新聞掲載や近隣の教育機関への案内のほか、自治体関連の NPO法人、など各種市民団体に

もご協力いただき、全体で 3000名近い参加を得ることができました。ささやかではありま

すが、この活動を通して、エネルギー・環境問題を市民の皆様にできる限り易しく説明し、

理解していただき、それにより少しでも多くの人が自分達自身の問題として捉え、エネルギ

ーの削減・ 環境の保全に取り組んでいただくことに貢献できたと考えています。

平成 15年 10月に京都から開始したこの市民講座も、本年 9月には全国 47都道府県での

開催が一巡いたしました。これを機に、これまで私たちが取り組んできた市民講座を総括し、

今後の発展に繋げるためのシンポジウムを企画いたしました。

本報告書は、これまでの市民講座の内容と成果をまとめたものであり、今後の大学、国、

自治体および民間レベルでの活動、産官学公民の連携の一助となることを期待しております。

最後になりましたが、このような活動を無事終えることができましたのも、関係各位の温

かいご支援の賜物であり、改めてご協力いただいた方々に感謝いたします。

京都大学 21世紀 COEプログラム

「環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」

拠点リーダー 吉川逼

-1-



市民講座開催内容

日程 場所 会場 参加者人数 題目 講師名 演題 関係担当部署

京大エネ科教授 笠原-条E夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第1回
平成15年

京都府 京都市国際交流会館 122名 「エネルギーと環境を考える」 京都市環境局 上原任 地球温暖化防止に向けた京都市の政策10/25(土）

京大エネ理工教授 吉川潔 理想的エネルギーとしての核融合

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

第2回 11/2(日） 奈良県 奈良県文化会館（奈良市） 71名 「エネルギーと環境を考える」 京大エネ理工教授 吉川潔 理想的エネルギーとしての核融合

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第3回 11/29(土） 大阪府 大阪国際交流センター 54名 「エネルギーと環境を考える」
NPO法人大阪環境

宇田吉明
大阪市＇なにわエコライフ＇への取り組み～市民参加に

カウンセう一協会副理事長 よる地域温暖化防止活動～

京大エネ科教授 塩路昌宏 くるまとエネルギー・環境

京大エネ理工教授 吉川邊 「光合成型エネルギーシステム」の構築を目指して

第4回 12/7(日） 兵庫県
よみうり神戸ホール

80名 「これからのエネルギーを考える」 京大エネ理工教授 小西哲之 核融合エネルギー入門
（神戸市）

兵庫県健康生活部環境局
長谷川明

地球温暖化防止に向けた兵庫県のグリーンエネルギー
大気課長 の推進について

-3-

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

第5回 12/23 (祝） 滋賀県 大津市民会館 85名 「湖国を取り巻く環境とエネルギー」
滋賀県環境生活協同紺合

藤井絢子 琵琶湖からのメッセージ一菜の花プロジェクトの展開一
理事長

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第6回
平成16年

東京都
東京年金基金センター

84名 「環境に調和するエネルギーJ 京大エネ科教授 伊藤靖彦 燃料電池を考えるー今まで、そしてこれから一1/24(士） 「セブンシティ」

京大エネ理工教授 小西哲之 核融合エネルギー入門

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第7回 1/25(日） 神奈川県
横浜情報文化センター

37名 「エネルギーのフロンナイアJ フ自ォ然ーエラネムル(ギREーPP推)理進事市長民 都筑建 市民が進める自然エネルギーの普及（横浜市）

京大宙空電波教授 松本紘 太陽系を食べるー宇宙太陽発電所SPS-

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第8回 2/21 (土） 徳島県 ウェルシナィ徳島（徳島市） 100名 「環境にやさしいこれからのエネルギー」 京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発電の未来 徳島県企画総務部秘書課

徳島県知事 飯泉嘉門 「環境首都とくしま」の実現

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発電の未来

第9回 2/22(日） 香川県
香川県県民ホール

141名 「生活を守るこれからのエネルギー」 京大エネ科教授 塩路昌宏 水素が拓く将来のエネルギー社会（嵩松市）

四国電力陳取締役会長 近藤耕三 エネルギーの窓から

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第10回 3/20(土） 岡山県
岡山県総合文化センター

35名 「エネルギー・環境問題の改善のために」
岡山大学大学院

田 中 勝 廃棄物処理とエネルギー・資源の保全（岡山市） 自然科学研究科教授

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くパイオエネルギー



日程 場所 会場 参加者人数 題目 講師名 演題 関係担当部署

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

第11回 3/21 (日） 広島県 広島国際会議場（広島市） 85名 「新たなエネルギー・環境問題への挑戦」 京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くパイオエネルギー 広島県環境局環境政策室

広島工業大学名誉教授 中山勝矢 立ちはだかるエネルギーと環境

京大エネ科教授 石原慶一 廃棄物とエネルギー

第12回 4/3(土） 三重県
三重県総合文化ヤンター

69名 持続可能なエネルギーを目指して」 特鳴貪定I[非エ営ヌ利・ピ活ー動・法オ人ー 呻エ 堀 恒 世 「もったいない」古くて新しい自然エネルギー（津市）

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

第13回 4/4(日） 愛知県 霞気文化会館（名古屋市） 54名 「エネルギーと環境の未来」 l（tl財仝）ム200這5麟年虞日士本紐国際匿鴻覧会 掠 周 二 愛・地球鴻と環境

京大エネ科教授 塩路昌宏 くるまとエネルギー・環境

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第14回 4/17(土） 和歌山県
和歌山県民文化会館

23名 「私たちのエネルギー・環境問題」 和歌山環境ネットワーク代表 重栖隆 環境の世紀を生きる 和歌山県環境生活部環境政策局
（和歌山市）

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第15回 5/15(土） 岐阜県
県民ホール未来会館

100名 「エネルギーと環境を考える」 環境カウンセラー 小林由紀子 省エネルギーと環境学習 岐阜県環境福祉環境局
（岐阜市）

京大エネ理工教授 吉川潔 理想的エネルギーとしての核融合

|41 

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第16回 5/16(日） 冨山県 富山県民会館（宮山市） 41名 「身近なエネルギー・夢のあるエネルギーJ 1冨浬山逹異県生活環境部環境政策 油本幸夫 冨山県地球温暖化対策推進計画について 宮山県生活環境部環境政策課

京大エネ理工教授 小西哲之 核融合エネルギー入門

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

第17回 6/12(土） 長野県
長野県県民文化会館

31名 「エネルギーと環境を考える」
長野県生活環境部

木 瞥 茂 長野県の地球温暖化対策 長野県企画局地球環境課（長野市） 地球環境課課長

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発霞の未来

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

第18回 6/13(日） 新潟県 新潟県民会館（新潟市） 21名 「環境に謁和したエネルギーの利用と開発」 長岡技術科学大学機械系
上 村 靖 司 言がエネルギーに変わる'? 新潟県県民生活・環境部

講師

生存圏研究所教授 松本紘 太陽系を食べるー宇宙太陽発電所SPS-

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

宮城県環境生活部技術副参
第19回 7/10(土） 宮城県 エル・パーク仙台 32名 「環境に優しいエネルギーを目指して」 事兼資源循環推進課 加賀谷秀樹 宮城県のリサイクルエネルギーについて 宮城県環境生活部環境政策課

技術補佐（総括担当）

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

第20回 7/19(月） 北海道 かでる27 (札幌市） 30名 「身近なエネルギー・環境を考える」
札幌市立西岡北小学校

星野誠一 西北小省エネ大作戦 北海道環境生活部環境室環境政策課
教頭

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー



日程 場所 会場 参加者人数 題目 講師名 演題 関係担当部署

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第21回 7/24(土） 青森県
八戸市公民館

32名 「われわれの身近なエネルギーと環境問題」
八戸市環境部環境政策課

高橋克雄 地球温暖化問題と私たちとの関わり 青森県環境生活部環境政笑課
（八戸市公会堂ホール） 課長

京大エネ科教授 塩路昌宏 エネルギー資源とその有効利用

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

秋田県生涯学習センター
秋田県産業経済労働部資源

第22回 8/28(土） 秋田県
分館・ジョイナス（秋田市）

35名 「生活を守るこれからのエネルギー」 エネルギー課調整・エネル 山脇康平 秋田県の新エネルギービジョン 秋田県生活環境文化部

ギー班主幹（兼）妬長

京大エネ科教授 塩路昌宏 水素が拓く将来のエネルギ一社会

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

第23回 8/29 (日） 岩手県 プラザおでって（盛岡市） 26名 「環境にやさしいこれからのエネルギー」 喜巻町長 中村哲雄
「ミルクとワインとクリーンエネルギーの町くずまきの挑

岩手県環境生活部環境生活企画室
戟～日本一の新エネルギ一生産基地を目指して~J

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発電の未来

京大エネ科教授 笠原三紀夫 環境に優しいエネルギー利用

山形市中央公民館
自然エネルギーを考える会 鈴木ふじ子 ありがたいもったいないー雪国の太陽光発霞一

第24回 9/25(土） 山形県
（山形市）

31名 「エネルギーのより有効な利用をめざして」
立川町環境課新エネルギー

山形県文化環境部環境企画課

推淮専門員
安部金彦 風力発電所と11!J民節電所のある町”立川町＇

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戟
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京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第25回 9/26(日） 福島県 コブッセ福島（福島市） 90名 「環境に優しいエネルギー利用をめざして」 特際定的非研窃営樽利壇活動代法完人1!1!超茎学 鈴木浩 循環型社会とまちづくりーコンパクトシナィをめざして一 福島県生活環境部

京大エネ科教授 塩路昌宏 エネルギー資源とその有効利用

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第26回 10/17(日） 高知県
高知市文化プラザ

29名 「環境に優しいエネルギー利用をめざして」 梼原町長 中越武義 住民と共に進める、環境づくりを目指して～ 高知県文化環境部循環型社会推進課
かるぽーと（高知市）

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戟

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第27回 10/31 (日） 宮崎県 県民文化ホール（宮崎市） 50名 r環境にやさしいエネルギー利用」 財泊令団法部人再宮崎県環境科学 下津義博 環境への負荷を軽くするエネルギーの地産地消 宮崎県環境森林部環境森林課

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第28回 11/13(土） 長崎県
長崎市市民会館文化

46名 「エネルギーと環境の明るい未来を求めて」 l長漬崎坐総如合善科埠学大学 人間環 坂井正康 地球保全のための、これからのエネルギー 長崎県県民生活環境部環境政策課
ホール（長崎市）

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー
市民活動プラザ

第29回 11/14(日） 佐賀県 （アイスクエアビル） 35名 「持続可能なエネルギーを求めて」
佐賀大学海洋エネルキー研

門出政則 エネルギー循環と環境問題 佐賀県くらし環境本部環境課
究センター長

（佐賀市）
京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題
大分県消費生活・男女共同

第30回 11/28(日） 大分県 参画プラザアイネス 19名 「環境に優しいエネルギー利用をめざして」 九鰍州撃電云力所株所式昆会社八T原地 熊谷岩雄 地熱エネルギーとバイオナリー発電 大分県生活環境部生活環境企画課
（大分市）

京大エネ理工教授 小西哲之 核融合エネルギー入門



日程 場所 会場 参加者人数 題目 講師名 演題 関係担当部署

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第31回 12/12(日） 熊本県
くまもと県民交流館パレア

41名
「エネルギーと環境ーバイオエネルギーの活 熊，，，本玉辻約大学埠大学院自然科学研 木田達次 1資ギー源左循生環産型しまよちうづ！くりのためにハイオマスから新エネル 熊本県環境生活部環境政策課

（熊本市） 用ー」

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 塩路昌宏 水素が拓く将来のエネルギ一社会

第32回
平成17年

沖縄県
おきでんふれあいホール

54名 「エネルギーと環境ー自然エネルギーの利用J 琉球大学工学部教授 永井貰
洋上風力による環境課和型エネルギーの開発ー沖縄・

沖縄県文化環境部環境政策課
1 /8 (土） （那覇市） 日本の可能性一

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

第33回 1/15(土） 福岡県
福岡国際会議場中会議室

37人 ［環境に優しいエネルギーを求めて」 九州工業大学工学部教授 西道弘 地球環境と風カエネルギー 福岡県環境部環境政策課
（噂多区）

京大エネ科教授 石原慶一 廃棄物とエネルギー

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

第34回 1 /16 (日） 山口県 周南市市民交流センター 34人 ［環境に優しい循環型社会を求めて」 山口大学教授 中村安弘 いま望まれる新エネルギー導入と省エネルギー行動 周南市役所環境政策課

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戟

京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題

第35回 2/19(土） 鹿児島県
かごしま県民交流センター

35名 「環境に優しい21エネルギ一世紀に向けて」 I笞鹿課児島ギ幹県環養境環生墳活計画部環推境造政係 鎮寺裕人 鹿児島県地球温暖化対策推進計画（安）について 鹿児島県環境生活部環境政策課
（鹿児島市）

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発この未来
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京大エネ科教授 笠原三紀夫 我々の身近なエネルギーと環境問題
茨城県立囮書館

第36回 3/6(日） 茨城県 視聴覚ホール 111名 [21世紀のエネルギーと環境を考える」 筑波大学機能工学系 内山洋司 世界を含めたエネルギー事惰と原子力について 茨城県生活環境部環境政策課

（水戸市）
京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ理工教授 吉川温 太陽光発電の未来

第37回 3/19(土） 千葉県 千葉県教育会館（千葉市） 45名 「身近なエネルギーと環境を考える」 N千P董O法直人ttl環遍境今カ!!I!ウ%ン昆セフー 土田茂通 加速させよう！家庭の省エネ推進 千葉県環境生活部環境政策課

京大エネ科教授 石原慶一 廃棄物とエネルギー

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

第38回 4/23(土） 島根県 島根県民会館（松江市） 48名 ［エネルギーと環境、脱温暖化を考える」 島根大学助教授 上園昌武 脱温暖化に向けた地域づくり 島根県環境生活部環境政策課

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦

第39回 4/24 (日） 鳥取県
鳥取県立県民文化会館

56名 ［循環型エネルギーの利用と普及を求めて」 鳥取大学 助教授 田川公太朗
鳥取県における地域エネルギ 利用とその普及に向け

鳥取県生活環境部環境政策課
（鳥取市） T 

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第40回 5/14 (土） 埼玉県 大宮ソニックシティ市民ホール 148名 ［地球温暖化と私たちの暮らし」 川口市民環境会議代表 浅羽理恵 地域から進める地球温暖化対策 埼玉県環境部温暖化対策課

京大エネ科教授 塩路昌宏 これからの自動車・くるま社会

京大エネ科教授 手塚哲央 生活者から見たエネルギー

第41回 5/15(日） 静岡県
静岡コンベンションアーッセ

43名 ［地球温暖化と私たちの暮らし」
静岡県地球温暖化防止活動

水谷洋一
静岡県発＇地球温暖化防止ー静岡県地球温暖化防止

静岡県環境森林部環境政策室
ンターグプンシップ（静岡市） 推進ヤンター事務局長 活動推進センター事業の紹介一

京大エネ科教授 塩路昌宏 これからの自動亜・くるま社会



日程 場所 会場 参加者人数 題目 講師名 演題 関係担当部署

京大エネ理工教授 吉川温 太陽光発電の未来

第42回 5/28(土） 山梨県 甲府市総合市民会館 40名 「環境に優しいエネルギー利用を目指して」 京大エネ科教授 塩路昌宏 エネルギー資源とその有効利用 山梨県企画部県民室県民生活課

NPO法人えがおつなげて代
曽根原久司 パイオマスの地域産業化骰略|完

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発｀の未来

第43回 6/4 〔土） 石川県
石川県立生涯学習センター

50名 「環境に優しいエネルギーとその利用」 京大エネ科教授 塩路昌宏 エネルギー資源とその有効利用 石川県環境安全部環境政策課
（金沢市）

北陸大学教育能力開発セン
三国千秋

地域で環境政策を推進するには一NGOから見た、自然

ター教授 エネルギー・省エネ、交通政策ー

京大エネ科教授 塩路昌宏 水素が拓く将来のエネルギ一社会

第44回 6/11 〔土） 福井県
財団法人若狭湾エネル

135名 「生活を守るこれからのエネルギー」 京大エネ科教授 吉川榮和 共生社会のリスクコミュニケーション 福井県福祉環境部環境政策課
ギー研究センター（敦賀市）

（ヤ財‘）’々若—狭日湾斤阜エネルギー研究 新宮秀夫 人間生活とエネルギー

京大エネ理工教授 吉川逼 太陽光発電の未来

第45回 6/25(土） 栃木県
栃木県教育会館

29名 ［地球温暖化と私たちの暮らし」 京大エネ科教授 塩路昌宏 これからの自動車・くるま社会 栃木県生活環境部環境政策課
（宇都宮市）

とちの環県民会議交通部
金子聞司 とちぎの自動車と公共交通

今早

京大エネ理工教授 吉川邊 太陽光発電の未来

第46回 6/26(日） 群馬県
群馬県庁ビジターセンター

60名 「環境に優しいエネルギーとその利用」 京大エネ科教授 塩路昌宏 これからの自動車・くるま社会 群馬県環境・森林局環境政策課
（前橋市）
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群絡協馬議県環会境会ア長ドハイザー連 鈴木克彬 ゴミの発生抑制とその仕紺みづくりに必要性

京大エネ科教授 坂志朗 21世紀を切り拓くバイオエネルギー

第47回 9/4(日） 愛媛県 コムズ（松山市） 36名 環境に優しい循環型社会に向けて ダンパイキニ株ー式間会祭社部環境機器力 王祥生 バイオディーゼルの現状と未来 松山市環境部環境事業推進課

京大エネ科教授 石原慶一 循環型社会への挑戦



京都大学21世紀COEプログラム「環境覇和型エネルギーの研究教育拠点形成」

全国開催市民講座当日配布プログラム一覧

京都大学21世紀COE璽1回市民講塵

『エネルギーと環境を考える』
02003年10月25日（土）午槙1時30分-511$

〇児見四讐巴翠包急誼~S-752-3010
プログラム

13: 30-13: 35 1. 挨拶
京鄭大学大学院エネルギー輯学研究科長笠原三玩~

13 : 35-14 : 15 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
賣II!大学大学院エネルギー科学研究科敦授笠原三紀夫

14 : 15~15: 00 3. 鳩疇温曜化防止に向けた京鬱市の政讀
京1B市遭虜局長上原任

15 : 00~15 : 15一休懸一

15 : 15~16 : 00 4理想的エネルギーとしての核融合
責1B大学エネルギー1星工学研究所敦授古/II潔

京都大学21世紀COE璽2回市民講塵

『エネルギーと環境を考える』
.2003~11 月 2 日（日）午綾1時30分-s峙

。奈良県文化会館
〒630-8213 膏員市畳大鰭町6-2 TEL (町42)23-1921 FAX (0742)22-8003 

プログラム

13: 30-13: 35 1. 換拶
車郡大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13 : 35-14・152. 綸璃環墳に霞しいエネルギー利用
章鄭大学大学院エネルギー酬学研究闊霰授笠原三紀夫

14 : 15-15 : 00 3. 瑾想的エネルギーとしての槙融合
車翻大学エネルギーI.I工学研究所歌授吉川潔

15: 00-15: 15一休懸一

15 : 15-16 : 00 4. 循環型社会への撓戦
京翻大学大学院エネルギー科学研究科霰授石原慶一

16 : DD-17 : DD 5. 総合討綸 16 : 00-17 : 00 5. 総合討綸

。ピ亭
i-

。ピ函

i-第1回〔京都〕 第2回〔奈良〕

京都大学21置紀COE篇3回市民謂塵

『エネルギーと環境を考える』
02003年11月29日（土）午後1時30分-5時

〇想月日巴吝畏名~え一
- -- -- -― ---—・・ー プログラム ーー一

13: 30-13: 35 1. 換拶
京郡大学大学院エネルギー輯学研究科長笠原三翫虫；

厩売新聞大阪本社編集局次長鶴輯学部長古鳥一彦

13 : 35-14 : 15 2. 我々の舅近なエネルギーと環墳問題
頁部大学大学院エネルギー科学研究麟教授笠原三紀夫

14 : 15-15: 00 3. 大阪市“なにわエコライフ”への取り輯み
～市民参1JIIによる地球温●化防止活動～

NPO法人大阪竃墳カウンセラー協会 ll壇事長宇田吉明

15 : 00-15 : 15 -―休憩一

15: 15-16: 00 4. くるまとエネルギー・環境
京11!大学大学院エネルギー馘学研究科霰檀塩路昌宏

16 : 00-17 : 00 5. 総合討綸

~ 

京響大学21t!t紀COE篇4回市民謂塵

『これからのエネルギーを考える』
.2003年12月7日（日）午縁1時30分-5峙

。よみうり神戸ホール
T650匹 3神戸市中央区東OJ通1-2-1● 饒売神戸ビル111

- --—ープログラム—- ---- ~---

13: 30-13: 35 1. 換拶
京都大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13: 35-14: 15 2. 光合成型エネルギージ芍とムの構纂を目指して
京部大学エネルギー1皇工学研究所敦授吉/II這

14 : 15-15 : 00 3. 核融合工ネ}~入門
京郡大学エネルギー瑾工学研究所霰攪小西哲之

15 : 00-15 : 15一休憩ー

15 : 15-18 : 00 4. 蜻翠温曙化防止に向けた

兵庫嘱のグリ—ンエネルギー措進について
兵庫嘱健塵生活部.11111局大気繹長長谷川明

16 : 00-17 : 00 5. 総合討綸

。ピ睦

第3回〔大阪） 第4回〔神戸〕
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京都大学21世紀COE篇5回市民講塵

瀾国を取り巻く爾墳とエネルギー』
.2003年12月 23 日（火）午級1 時30分-~

〇さ竺42呵岳き見閻14-1TEL (077)525-1234 F● X (077)52ふ1函

プログラム

13: 30-13: 35 1. 挟拶
東鄭大学大学院エネルギー輯学研究科長笠原三紀夫

13: 35-14 : 15 2. 地疎環墳に優しいエネルギー利用
章翻大学大学院エネルギー科学研究騎霰授笠廉三紀夫

14 : 15-15: 00 3. 琵琶湖からのメッセージ—即わロジェ外燻＂」
滋貫曝蠣填生活tll同組合壇●長薦井掏子

15 : 00-15・15ー休懸ー

15: 15-16: 00 4.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
東郡大学大学院エネルギー馘学研究科霰授坂志閉

京都大学21世紀COE璽6回市民講塵

『環壊に調利するエネルギー』
02004ふ 24日（土）午鶴1時30分-5時

〇田巴印逹令センターセブンシティ

プログラム

13: 30-13 : 35 1. 挨拶
京郡大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13: 35-14 : 15 2. 生活者から見たエネルギー
直鄭大学大学院エネルギー科学研究科霰授手壕哲央

14 : 15-15 : 00 3. 燃料電池を考える一今までそしてこれから一
京翻大学大学院エネルギー科学研究科教授伊璽靖彦

15: 00-15: 15一休懸一

15 : 15-16・00 4. 糠融合エネルギー入門
東鄭大学エネルギー違工学研究所霰攪小西哲之

16 : 00-17 : 00 5. 総合討鰭 18 : 00-11 : 00 5. 総合討鰭

°ピ亭

i-
。ピ酷

第5回〔滋賀〕 第6回〔東京〕

京都大学21世紀COE篇7回市民講塵

『エネルギーのフロンティア』
ET≫2004ふ 25日（日）午後1時30分-5時

。横浜情報文化センター
023,..021 鑽浜市中区日＊大遍11●蜻l
TEL(045) .. 4-:f737 F● X (045) .. 4-3788 

＿ ―- ―- プログラム

13: 30-13 : 35 1. 捜拶
京都大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13 : 35-14 : 15 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京都大学大学院エネルギー科学研究科教授笠原三紀夫

14 : 15-15: 00 3. 市民が遍める自然エネルギーの普及
自然エネルギー撞道市民フォーラム (REPP)壇事長響筑窪

15 : 00-15 : 15 —休憩一

15 : 15-16 : 00 4. 太陽系を食べるー守太鴫発電所SPS-
京都大学畜空電汲料学研究センター教授松本綸

16 : 00-17 : 00 5. 総合討綸

京都大学21tit紀COE鯖8回市民謂塵

「爾壊にやさしいこれからのエネルギー」

c平成16年2月21日（土）午後1時30分~5時

。ウェルシティ徳島（極鳥厚生年金会戴 1Fラルジェ
〒770-0808賃［島蠣鶴鳥市爾前JIIJIJ>-1-22

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 我々の鼻近なエネルギーと環境問題
京部大学大学院エネルギー科学研究狐霰慢笠原三紀夫

14:15-15:00 3. 太陽光発電の末来
京翻大学エネルギー1里工学研究所敦授古JI(濯

15:00-15:15 一休憩ー

15:15-16:00 4. 「環境首響とくしま」の実現
纏島県知事飯泉瓢門

16:00-17:00 5. 総合討論

。ピ晒
。ピ皐

i-第7回（横浜〕 第8回〔徳島〕
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京都大学21世紀COE篇9回市民韻塵

『生活を守るこれからのエネルギー』

c平成16年2Jl22日（日）午後1時30分~5時

〇香川県県民ホール多目的会11室「玉蕩」（北館5階）
〒780-0030讐Jlllll●松市玉霞町9-10TEL 067-823-3131 FAX 067-<lZ臼 124

ーー・ープログラムー—---------

13:30-13:40 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:40-14:20 2. 太陽光発電の未来
京記大学エネルギー涅工学研究所教授吉JI!遍

14:20-15:00 3. 水膏が拓く将来のエネルギ一社会
京郎大学大学院エネルギー科学研究科霰捜塩路昌宏

15:00-15:15 ~ 憩一

15:15-16:00 4. エネルギーの窓から
四国経済連合会会長四国電力株式会社歌締役会長近藤謂三

16:00-17:00 5. 総合討鰭i

。
ピ
晒

第9回〔香川〕

京都大学21世紀COE璽10回市民膿塵

『エネルギー・環墳問題の改善のために』

c平成16ふ 20日（土）午後1時30分~5時

。岡山県総合文化センター纂会室（ホール）
"'"'・ 町•岡山市天神町8-54 TEL006-2況 1磁 6

＿―-ープログラムー・

13:30-13:35 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京都大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京都大学大学院エネルギー科学研究科霰授笠原三紀夫

14:15-15:00 3. 廃繋物処理とエネルギー•責漏の保全
岡山大学大学院自然科学研究科敬授田中 欝

15:00-15:15 一休憩

15:15-16:00 4. 21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京都大学大学院エネルギー科学研究科霰授坂 志朗

16:00-17:00 5. 総合討饂

（共催：閾山市エコ技術研究会）

~ 第10回〔岡山〕

京都大学21世紀COE算11回市民講座

『新たなエネルギー・環境問題への攘戦』

c平成16ふ 21日（日）午後1時30分~5時

。広島国際会艤場小会騒室（ラン）地下2階
”匹"'"広島市中区中島町1●5号（平和記念公園内）
TEL: 005-242・TTTT I代） / FA:1.082-242""10 

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概要
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 循環型社会への挑戦
京紀大学大学院エネルギー科学研究科霰攪石原慶一

14:15-15:00 3. 21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科教授坂 志朗

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 立ちはだかるエネルギーと環境
広鳥エ婁大学名警霰授中山欝矢

16:00-17:00 5. 総合討輪

~ 第11回〔広島〕

京都大学21世紀COE篤12回市民請塵

『持絹可能なエネルギーをめざして』

c平成16年4月3日（土）午後1時30分~5時

。三重県総合文化センター大研修室
三重覺渾市一身田上渾郷田1234 TEL,('"紛ー233--1111....、一血a喜鮎剛廿'""'"'""

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
東部大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 魔繋物とエネルギー
京郡大学大学院エネルギー科学研究科敦授 石原慶一

14:15-15:00 3. 「もったいない」古くて新しい自然エネルギー
特定非言利活動法人●創エヌ・ピー・オ一連事長 温恒世

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京都大学大学院エネルギー科学研究科教授坂 志朗

16:00-17:00 5. 総合討輪

~ 第12回〔三重〕
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京都大学21世紀COE鱒13回市民講塵

『エネルギーと珊境の未来』

c平成16年4月4日（日）午後1時30分~5時

。電気文化会館ィペントホール
名古■市中区東>-2-5 TR: (052)-204-1133 

ぼp1NfflW.-~co. .,,.. 遍"'--'・・四

プログラム

13:30-13:35 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京鄭大学大学院エネルギー科学研究詞長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 循覇型社会への桃載
京鰤大学大学院エネルギー科学研究輯敦授石原慶一

14:15-15:00 3. 賣鍮璃博と環墳
（尉）2005年日本国際博覧会協会会場萱傭本部長椋 周二

15:00-15:15 心憩一

15:15-16:00 4. くるまとエネルギー・環墳
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科教授塩路昌宏

16:00-17:00 5. 総合討鰭

~ 
第13回〔名古屋〕

京都大学21世紀COE鯖15回市民講塵

『エネルギーと環墳を考える』

c平成16年ふ15日（土）午後1時30分~5時

〇県民文化ホール未来会館ハイピジョンホール
=匹-0841饉皐曝饉皐市學園11)3-,42

ブログラム

13:30-13:35 1 . 挨拶および 21tit紀COEプログラム概妻
責鄭大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 我々の身近なエネルギーと環墳問題
軍組大学大学院エネルギー酬学研究酬長笠原三紀夫

14:15-15:00 3. 省エネルギーと環墳学習
環墳カウンセラー小林由紀子

15:00-15:15 一休懸一

15:15-16:00 4. 理想エネルギーとしての植融合
京駆大学エネルギーJJ工学研究所教授吉)If 潔

16:00-17:00 5. 総合討論

（旺皐曝擾援）

~ 第15回〔岐阜〕

京響大学21世紀COE璽14回市民講塵

『私たちのエネルギー・環境問題』

c平成16年4月17日（土）午後1時30分~5時

。和歌山県民文化会館叩殷会II室
和山市小松慶遍1-1 lRC(073)-4311-1331 ·~, .... _..., 嶋ロ.............

プログラム—--

13:30-13:35 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京郎大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 生活者から見たエネルギー
車那大学大学院エネルギー科学研究科敦授 手塚哲央

14:15-15:00 3. 環境の世紀を生きる
和瓢山環墳ネットワーク 代褒械楢 霞

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. われわれの身近なエネルギーと環境問題
京都大学大学院エネルギー科学研究科霰檀笠原三紀夫

16:00-17:00 5. 総合討鰭

~ 
第14回〔和歌山〕

京響大学21世紀COE篇16回市民講塵

『身近なエネルギー•夢のあるエネルギー』

-12 -

c平成16.. 5,'!16日（日）午後1時30分~5時

。富山県民会館特設会II室
〒9宣Hl008富山市斬笥幽_,.

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および 21営紀COEプログラム楓妻
京都大学大学院エネルギー科学研究料長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 生活者から見たエネルギー
頁翻大学大学院エネルギー狐学研究酬霰授 手壕哲央

14:15-15:00 3. 富山県鳩翠温曝化対讀帷道計画について
冨山嘱生活II凛鄭遭墳政籟謙長 油本幸夫

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4攘融合エネルギー入門
京翻大学エネルギー壇工学研究所教授小西哲之

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 第16回〔富山〕



京都大学21世紀COE算17回市民講塵
後援：長野県

『エネルギーと環墳を考える」
c平成1年も12日（土）午後1時30分~5時

。長野県県民文化会館小ホール
〒"'"四長野市否星1-1-3
TEL' 一(代）FJU:-.1574 

プログラム

13:30-13:35 1 . 換拶および 21世紀COEプログラム概要
京鄭大学大学院エネルギー科学研究輯長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 環境に優しいエネルギー利用
京駆大学大学院エネルギー酬学研究科長 笠原三紀夫

14:15-15:00 3. 長野嘱の過球温暖化対籟
長野曝生活環漬部地環l1墳膿璽長 木曽茂

15:00-15:15 一休憩一—

15:15-16:00 4. 太陽光発電の未来
京駆大学エネルギーI塁T学研究所霰授古JII遍

16:00-17:00 5. 総合討論

~ 第17回〔長野〕

京響大学2111t紀COE篇19回市民講塵
共催：読売新聞 後援：宮城県、仙台市

環境に優しいエネルギーを目指して」
c平成16年7月10日（土）午後2時~5時30分

〇エル・パーク仙台ギャがリ＿ホール
〒--仙台市冑●区一●町4T目11-1 141ピル5.6胄
TEL:OZ!-268細

ブログラム

14:00-14:05 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概要
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

14:05-14:45 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京鄭大学大学院エネルギー科学研究輯敬攪 笠原三紀夫

14:45-15:30 3. 宮城県のリサイクルエネルギーについて
官櫨璽遭遣生活●技術＂鬱事兼賣濠爾遭 II遭鼻技術纏佐 加賣谷秀樹

15:30-15:45 ---1木憩一

15:45-16:30 4. 21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京駆大学大学院エネルギー科学研究科敦授坂志朗

16:30-17:30 5. 総合討鰭

~ 第19回〔仙台〕

京響大学21世紀COE璽18回市民講塵

環燒に胃柵したエネルギーの利用と肩覺』

c平成16年釦13日（日）午後1時30分~5時

。新潟県民会館 4ヽホール
〒妬1ぷ 32斬潟市一量霞遍町3-13

＿＿―- プログラム ー

13:30-13:35 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
東翻大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 循環型社会への撓載
京翻大学大学院エネルギー科学研究科教授 石原慶一

14:15-15:00 3置がエネルギーに変わる！？
長岡技術瓢学大学欄械累 lllflli 上村靖司

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 太陽素を貪ぺる一字宙太陽発電所SPS-
京鄭大学宙空霞波科学研究センター教授 松本絋

16:00-17:00 s. 総合討饂

~ 第18回〔新潟〕

京都大学21世紀COE算公距l市民韻塵
共催：北海道読売新聞

『身近なエネルギー・躙墳を考える』

-13 -

c平成16年7月19日（月・祝）午後2時~5時30分

〇（財）道民活動振興センターかでる2-7820研欅室
'T080--0002札蟻市中央区北2棗酉7T目
祖：011-匹 --4111I内）冥108/FAX:011-'D

プログラム

14:00-14:05 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
亘翻大学大学院エネルギー科学研究科長笠原三紀夫

14:05-14:45 2. 環境に11しいエネルギー利用
京部大学大学院エネルギー科学研究科散授 笠原三紀夫

14:45-15:30 3. 西北小省エネ大作載
札麟市立西岡北小学校教醸 星野誠一

15:30-15:45 一休憩

15:45-16:30 4. 21世紀を切り拓くバイオエネルギー
東部大学大学院エネルギー科学研究科敦授坂志朗

16:30-17:30 5. 総合討鰭

I申し込み】下土ヘハガキかファク入・"ールで・零20回市民這慶（北渭道）蓼如Jの己と
住用氏名．年11、鴫璽●明記しお申し込みください．

口昴大學大学麟エネルギー輯學碩賣騎21位紀COE事疇鼻

〒606-8501豆鰤市左兎区吉田本町 FAT.075-753-町45

"ールcoe-skOo匹,.,,.切ot四 .ac.ip
豪7月15日（＊）必看（ただし余格があれば当日受付もal 定員14'人

【問い合わサI:;,椰大学大学綻エネルギー馴与濯賓騎21世紀COe事餞局(ff/5-753-33(11)

墨亮斬閾大瓢本社CO暉民講慶事畏局(06-6881-7050)

~ 第20回（札幌〕



京都大学21世紀COE1121回市民講塵
共催：読売新聞後援：青森県、八戸市

『われわれの身近なエネルギーと爾燒問題
c平成16年7Jl24日（土）午後1時40分~5時

〇八戸市公民館（公会堂隣り）2隋会議室
'f001-0075冑轟蠣／＼戸市内丸一丁目1-1 TEL:0178--"5—1511 

プログラム

13:40-13:45 1 . 挨拶および 21世 紀COEプログラム概要
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科教授 塩躇昌宏

13:45-14:30 2. 生活者から見たエネルギー
京郎大学大学院エネルギー科学研究科霰授手壕哲央

14:30-15:15 3. 繰球温曜化問題と私たちとの関わり
青轟県八戸市環墳部環墳政舞鰈鰈長 高蠣克雄

15:15-15:30 一休憩ー

15:30-16:15 4. エネルギー賣源とその有効利用
京配大学大学院エネルギー科学研究馘敦攪 塩躇昌宏

16:15-17:00 5. 総合討綸および懸談会
コ-fィ;-ク NP咀人胄貴璽覆墳バートナー切プセンター代貴唇畢有谷昭男

~ 第21回（青森〕

京都大学21世紀COE鯖23回市民講塵
後援：岩手県

環境に優しいこれからのエネルギー』
c平成16≪8Jl29日（日）午後1時40分~5時

〇ブラザおでって 3Fた）レ
'f<ID-0871塵鋼市中ノ柵通一丁目1-10TEL:Otl>--<04-J:m 

プログラム

13:40-13:45 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京配大学大学院エネルギー科学研究科長 笠頂三斎E夫

13:45-14:30 2. 環境に優しいエネルギー利用
京都大学大学院了ネルギー科学研究料霰授 笠原三紀夫

14:30-15:15 3. ミルクとワインとクリーンエネルギー0訂くずまきの捐罵
～日本一の奮エネルギー生塵墓鳩を目憎して～

岩手県葛善町長 中 村 哲 罐

15:15-15:30 -----1JI; 憩一

15:30-16:15 4. 太陽光発電の未来
京鄭大学エネルギーl塁工学研究所教授 吉川遍

16:15-17:00 5. 総合討綸および懇談会

~ 
第23回〔岩手〕
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京都大学21世紀COE璽22回市民講塵
後援：秋田県

『生酒を守るこれからのエネルギー』
c平成16年8JJ28年）午後1時40分~5時

〇竺繋巴t'!.t召認巴唸1イナス

プログラム

13:40-13:45 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概要
京都大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三翫ヮ夫

13:45-14:30 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京都大学大学院エネルギー科学研究科霰慢 笠原三翫!;Ii;

14:30-15:15 3. 秋田嘱の新エネルギービジョン
炭贖屋璽縫資H 畠賣量エネルギー1冒璽・ヰルギーl(主爵(I)!(晨山脇麟平

15:15-15:30 一休憩一

15:30-16:15 4. 水膏が拓く将来のエネルギ一社会
京郡大学大学院エネルギー科学研究科教授 塩蒻昌宏

16:15-17:00 5. 総合討綸および懇談会

~ 第22回〔秋田〕

京都大学21世紀COE讀賣新聞社共催篇24回市民講座
後援：山形県

『生活を守るこれからのエネルギー』
c平成,s,.9Ji25日(±)午後1時30分~5時

〇山形市中央公民館4F大会謹室
千凶~0042 山影言七 BIJ1-2-3' TEL 023-623-2150(代） FAX'02~63~9804 

ープログラム

13:30-13:35 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京都大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三紀夫

13:35-14:20 2. 環境に優しいエネルギー利用
京部大学大学院エネルギー科学研究科敦授 笠原三紀夫

14:20-14:45 3. ありがたいもったいない―雪園の太陽光覺電ー
自然エネルギーを考える会鈴木ふじ子

14:45-15:10 4風力発電所と町民節電所のある町“立川町＂
立川町環墳課新エネルギー推遵専門員 阿部金彦

>/>: : 休：郡憩誓:究科牧攪 石原慶一

第24回〔山形〕



京都大学21世紀COE篇2ヨ国鴨足講塵
後援：福島県共饂讀賣新聞社・特定非営利活動法人超学際的研究機構

『I燒に優しいエネルギー利用をめざして』
c平成16年9月26日（日）午後1時30分~5時

〇之芸益Kし!!!~ホール

プログラムー~

13:30-13:35 1. 挨拶および 21憧紀COEプログラム概妻
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科長 笠願三紀夫

13:35-14:20 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
頁鄭大学大学院エネルギー科学研究璃敦授 笠願三紀夫

14:20-15:00 3. 循環型社会とまちづくりー工9バクトシティむbざして―
四昌印麟M諄鰤濯uatu1111w浄削匹It:-ター覆9鈴木溶

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. エネルギー賣源とその有効利用
京翻大学大学院エネルギー科学研究裏敦授 塩蒻昌宏

16:00-17:00 5. 総合討鰭

~ 第25回〔福島〕

京都大学21世紀COE算27回市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：宮崎県

『環境にやさしいエネルギー利用』

c平成16<;10月31日（日）午後1時40分~5時

◎宮崎県県民文化ホール
〒880-0053 官●露富嶋市神富 2丁目4書4彎
TEL 0085-24-2<171 FAX 0085-24-2109 

プログラム

13:40-13:45 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京郡大学大学院エネルギー科学碩究科長 笠原三紀夫

13:45-14:30 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京翻大学大学院エネルギー科学研究科敦授 笠原三紀夫

14:30-15:15 3. 環境への負筒を軽くするエネルギーの地歴地消
官嶋曝讀凛書11会委員、働官嶋県環填科学饂会部長 下渾葦博

15:15-15:30 一休憩一

15:30-16:15 4.21tlt紀を切り拓くバイオエネルギー
京鄭大学大学院エネルギー輯学研究料霰授 板志朗

16:15-17:00 5. 総合討綸

~ 
第27回〔宮崎〕

京都大学21世紀COE1126回市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：高知県

沸艮が中心となるエ~14ーと爾燒闘劃
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c平成1s.. 10月17日（日）午擾1時40分~5時

〇高知市文化プラザかるぼーと 11F大講義室
~, ぶ屯つ富Ill市九反田 2-1 TELO!IB !1113知 1

プログラム

13:40-13:45 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
京都大学大学院エネルギー輯学研究洞長 笠原三紀夫

13:45-14:30 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
頁翻大学大学院エネルギー科学研究科教授 笠原三斎~

14:30-15:15 3. 住民と共に道める、環境づくりを目指して～
纏原町長中鑢武曇

15:15-15:30 一休憩

15:30-16:15 4. 循環型社会への挑戦
京翻大学大学院エネルギー酬学研究科歌授 石原慶一

16:15-17:00 5. 総合討綸

~ 第26回〔高知〕

京都大学21世紀COE算28回市民講塵
共催：讀賣新聞社後援：長崎票

『エネルギーと環壊の明るい未景を京めてl
c平成16<,;11月13日（土）午後1時30分~5時

◎長崎市民会館
〒850---0874 長織市量の町5-1 TEL:095-1125-1400 FAJC:095--820-2605 

プログラム

13:30-13:35 1 . 換拶および 21世紀COEプログラム概璽
寅鄭大学大学院エネルギー鼠学研究料長 笠順三紀．夫

13:35-14:20 2. 我々の身近なエネルギーと環墳問題
頁部大学大学院エネルギー科学研究科霰授 笠厘三箪~

14:20-15:00 3. 蜻疎保全のための、これからのエネルギー
長嶋総合瓢学大学人陽遣墳学部敦授緬井正慶

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京郡大学大学院エネルギー科学研究科敦授 塩志朗

16:00-17:00 5. 総合討論

~ 
第28回〔長崎〕



京都大学21世紀COE鯛29回市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：佐買票•佐買市

『持続可能なエネルギーを求めて』
c平成1s.. 11月14日（日）午擾1時30分~5時

〇芭巴叱9左印了:-r;t竺品公2

ブログラム

13:30-13:35 1 . 捜拶および21世紀COEプログラム概要
京部大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三紀夫

13:35-14:20 2. 生活者から見たエネルギー
京郎大学大学院エネルギー科学研究科教授 手蠣哲央

14:20-15:00 3. エネルギー循環と環境問題
佐賣大学渾洋エネルギー研究センター長 門出政剛

15:00-15:15 心憩一

15:15-16:00 4.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京郎大学大学院エネルギー馘学研究輯霰授 塩宰朗

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 第29回〔佐賀〕

京都大学21世紀COE鯖31回市民講座
共催：讀賣新聞社 後援：熊本県

「エネルギーと累燒ーバイオヰルギ一の醤用ー」

c平成16年12月12日（日）午後1時40分~5時

〇＜まもと県民交流館パレア 9F会11室1
〒●●..... 罵本市手口U18-il;トリア罵本ビル TEL0斡 355-4300

プログラム

13:40-13:45 1 . 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
車都大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三紀夫

13:45-14:30 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
車郡大学大学院エネルギー狐学研究輯教檀 笠原三紀夫

14:30-15:15 3. 耀聞訟巖必J~和噸ヰル臼撞め！
懸本大学大学院自愚科学研究科敦授木：田建次

15:15-15:30 休憩

15:30-16:15 4.21tlt紀を切り拓くパイオエネルギー
京鄭大学大学院エネルギー馘学研究科敦授坂 志朗

16:15-17:00 5. 総合討綸

~ 第31回〔熊本〕
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京都大学21世紀COE篇30回市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：大分県 り

環謝にやさしいエネルギー利用をめざして』

c平成1s.. 11月28日（日）午後1時40分~5時

◎大分県消費生活•男女共同参画プラザアイネス,..,.. 
""四大分市重虹11111号 TEL097-534-< .. 4 F贔X097-534-<1684 

プログラム

13:40-13:45 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概要
京郎大学大学院エネルギー科学研究料長 笠原：：：翫~

13:45-14:30 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京翻大学大学院エネルギー科学研究科敦授 笠腫三斎~

14:30-15:15 3. 地鼠エネルギーとバイナ')7."発電
九州電力株式会社J¥丁原地熱発電所所長 欝谷縫雄

15:15-15:30 休憩

15:30-16:15 4. 植融合エネルギー入門
寅都大学エネルギー理工学研究所霰授 小西哲之

16:15-17:00 5. 総合討論

~ 第30回〔大分〕

京都大学21世紀COE篇32回市民講塵
共催讀賣新聞社 後援：おきなわアジェンダ21喋民会議

『エネルギーと爾讀 自慧Iネルギーの利用』
。成17年1月8s(土）午後1時30分~5時

〇竺図令， ,~'! 孟匹訊那瓢ピル2階）

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および 21世紀COEプログラム概妻
寅郡大学大学院エネルギー闘学研究科長 笠厘三紀夫

13:35-14:20 2. 水壽が拓く将来のエネルギー社会
頁翻大學大学院エネルギー科学研究科霰授 塩路昌宏

14:20-15:00 3. 洋上風力による環境調和型エネルギ一の開発
沖縄・日本の可鑢性

硫玖大学工学郎敦授永井賣

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4.21世紀を切り拓くパイオエネルギー
東郭大学大学院エネルギー科学研究科綬授 坂志朗

16:00-17:00 5. 総合討論

~ 
第32回〔沖縄〕



京都大学21世紀COE鯖33lel市民謂塵
共催：讀賣新聞社 後援：福岡県

『漏境に優しいエネルギーを求めて』

c平成17ふ 15日(±)午後日⑩炉碩.taコンペンションセンター濯岡国際会艤場 411中m宣

〒812心"疇夢区，，誠貫12-1 TEL 002-262--4111 FAX 002-262-4701 

プログラム ―-

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京翻大学大学院エネルギー瓢学研究科長 笠原三紀夫

13:35-14:20 2.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科教授 塩志朗

14:20-15:05 3綸璃環墳と風カエネルギ＿
九州工婁大学工学部欄械知詑工学輯敦授 西道弘

15:05-15:15~ 憩

15:15-16:00 4. 魔霙物とエネルギー
京郡大学大学院エネルギー科学研究科教授 石原慶一

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 第33回〔福岡〕

京都大学21世紀COE篇34回市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：山口県・周南市

環境に優しい循躙盟社会を求めて』

c平成17ふ16日（日）午後1時30分~5時

〇疇市市民交流センター 3F匹室
〒？』,...,ヽ 山口・扇剛巾御聾逼2丁目2S書鳩
m Ol3'・33 7701 FAX溝 3』-313ヽ砧

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京部大学大学院エネルギー科学研究科敦授 厖志朗

13:35-14:2。2.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京都大学大学院エネルギー科学研究科敦攪 娠志朗

14:20-15:05 3. いま望まれる覇エネルギー導入と省エネルギー行動
山口大学工学部霰授 中村安弘

15:05-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 循環型社会への桃戦
京鄭大学大学院エネルギー科学研究科敦授 石原慶一

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 第34回〔山口〕

京都大学21世紀COE鯖351!!1市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：鹿児島県

環墳に優しい21エネルギー世旧に向けて」
c平成17年2月19日（土）午後1時30分~5時

〇位しま県民交流センター 4F第3大研修室
〒89>-0816 慶児島市山下•JtHO
m 099--22~6600 "''08>-221-66的

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
車郎大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三紀夫

13:35-14:15 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京郎大学大学院エネルギー科学研究輯教授 笠原三紀夫

14:15-15:00 3. 麗児島県地球温霞化対讀帷道計画（雲）について
廣児島県環墳生活部環墳政籟11主絆饂寺裕人

15:00-15:15 --j木懸一

15:15-16:00 4. 太陽光発電の未来
京郎大学エネルギー遅工学研究所霰授 吉川遭

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 
第35回〔鹿児島〕

京都大学21世紀COE算36回市民講塵
共催：茨城県立図書館・讀賣新聞社 後援：茨城県

『21世紀のエネルギーと躙墳を考える』
c平成17ふ 6日（日）午後1時-4時30分

。茨城県立図書館視聰覚ホール
水戸市三の丸1+38(口•斤舎曇蜻内） TEL 02i-221-5569 

プログラム

13:00-13:05 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概要
頁鄭大学大学院エネルギー科学研究科長 笠原三紀夫

13:05-13:45 2. 我々の身近なエネルギーと環境問題
京翻大学大学院エネルギー馘学研究科敬授 笠原

13:45-14:30 3. 世界を含めたエネルギー事情と原子力について
筑波大学大学院システム情韓T学研究科穀慢 内山洋司

14:30-14:45 一休憩一

14:45-15:30 4.21也紀を切り拓くパイオエネルギー
京翻大学大学院エネルギー科学研究馘敦攪 坂志朗

15:30-16:30 5. 総合討議

。ピ瞬

i-第36回〔茨城〕
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京都大学21世紀COE篇371国巾民韻塵
共催：讀賣新聞社 後援：千葉県

『身近なエネルギーと躙墳を考える』
c平成1ふ 19日（土）午後1時30分~5時

〇千葉県教育会館新戴501号室
千置市中央区中央•1>10 TEL 04~227-6141 

プログラム

13:30-13:35 1 . 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京鄭大学エネルギー壇工学研究所敦授 吉川遍

13:35-14:15 2. 太陽光発電の未来
京翻大学エネルギー理工学研究所敦授 吉川遭

14:1s-1s:oo 3狐運させよう！家庭の省エネ措道
NPO法人遺墳カウンセラー千菫嘱協騒会9皇事長 土田茂通

15:00-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 魔繋物とエネルギー
車郎大学大学院エネルギー科学研究璃敦檀 石原慶一

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 第37回〔千葉〕

京都大学21世紀COE鯖39lel市民講塵
共催：讀賣新聞社 後援：鳥取県

『循爾塁エネルギーの利用と曾及を稟めて」
c平成17年4月24日（日）午後1時30分-5時

〇鳥取県立県民文化会館
〒9訳 017鳥...皇"市膚憧"バ11-5 m 8゚5721-87〇O ば ,085721-町⑯

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
車郎大学エネルギーIII学研究所教授言川逼

13:35-14:2。2. 循環型社会への携載
京郎大学大学院エネルギー輯学研究科教授石原慶一

14:20-15:05 3. 鳥取員における遁鑢エネルギー利用とその着及に向ナて
鳥111l大学地蠣学郎地蠣環墳学科助霰授 田JI[公太朗

15:05-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4.21世紀を切り拓くパイオエネルギー
京罰大学大学院エネルギー科学研究科敦授 版志朗

16:00-17:00 5. 総合討議

~ 
第39回〔鳥取〕
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京都大学21世紀COE篇38回市民鯛塵
共催：讀賣新聞社 後援：島根県

『エネルギーと爾填鼠温霞化を考える』
R平成17年4月23日（土）午後1時30分~5時

◎島根県民会館
T6,0-098J●●鋼松江巾麟111158 m 09522H506 FAX 0952・24・0109 

プログラム —— - -

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京翻大学エネルギー涅工学研究所教授吉Ill遍

13:35-14:20 2. 循環型社会への挑輯
頁翻大学大学院エネルギー科学研究科敦授石＇順慶一

14:20-15:05 3. 脱温曜化に向けた逓域づくり
鳥桟大学法文学瓢肋敦授上置l昌武

15:05-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
頁鄭大学大学院エネルギー酬学研究科霰授 塩~ 志朗

16:00-11:00 5. 総合討論

~ 第38回〔島根〕

京都大学21世紀COE錆“准韮9民講塵
共饂：埠玉県•特定非宮利活動法人環境ネットワーク矯玉・讀賣類聞社後援さいたま市

直球温暖化と私たちの暮らし』
c平成17年ふ14日（土）午後1時~4時30分

◎大宮ソニック市民ホール
'330-9660 さいた•市大官区檀和1-H ・／ニックシテ4ごルIF
TEL0< .. 47-4111 

ープログラム—

13:00-13:05 1, 挨拶
蜻玉蠣環墳郎温曝化対lli諜長寺田 賣

NPO法人環凛ネットワーク珊玉代覆理事上田隆一

13:05-13:15 2. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京111大学大学院エネルギー科学研究科綬It :Ill路昌宏

13:15-14:00 3. 生活者から見たエネルギー
責翻大学大学院エネルギー科学研究科霰授手壕＇哲央

14:00-14:45 4. 絢域から違める綸球温曝化対讀
川口市民環潰会11代豪 浅羽頂渾

14:45-15:00 一休憩一

15:00-15:45 5. これからの自動車・くるま社会
京111大学大学院エネルギー科学研究輯敦慢 塩路昌宏

,Sa~~,Sa,o 6, 総合討論g
第40回〔埼玉〕



京都大学21世紀COE罵41回市民順塵
共催：静岡県地球温曜化防止活動措進センター 後援：静岡県

『地球温暖化と私たちの暮らし』

R平成17ふ 15日（日）午援1時30分~5時

-~ 彩ジタテ祓砿―ホール• 422-<005闘躙市駿河区清田70-4 m0542035710(<1 

ー プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京郡大学大学院エネルギー科学研究科霰授 塩路昌宏

13:35-14:20 2. 生活者から見たエネルギー
京翻大学大学院エネルギー科学研究科教授手壕哲央

14:20-15:05 3. 静岡嘱発！地縁温暖化防止
一鶴111属綸疇濯●化防止濯馳11遭センター事婁の紹介一

静岡嘱地翠瀑曜化防止活動撞遵センクー事務局長水谷洋一

15:05-15:15 心憩一

15:15-16:00 4. これからの自動車・くるま社会
京郭大学大学院エネルギー科学研究科教授 塩躇昌宏

16:00-17:00 5. 総合討鰭

~ 第41回〔静岡〕

京都大学21世紀COE算42回市民講座
共催ー特定非営利活動法人えがお•つなげて 後援ー山梨県

環墳に優しいエネルギー利用を目指してl
c平成17ふ 28日（土）午後1時~4時30分

〇甲府市総合市民会館大会謹室
〒心0-0867山"''"甲,.市膏沼3-&-44 T口.055231 1951 

プログラム

13:00-13:05 1 . 挨拶および21憧紀COEプログラム概要
京郡大学エネルギー浬工学研究所教授 吉JII 遭

13:05-13:50 2. 太陽売発電の未来
京翻大学エネルギー違工学研究所教授 言川 遷

13:50-14:35 3. エネルギー賣源とその有効利用
京翻大学大学院エネルギー科学研究科敦授塩路昌宏

14:35-14:45 休憩

14:45-15:30 4. バイオマスの培域産票化載略
NPO法人えがお・つなげて代豪I.I事曽槙原久司

15:30-16:30 5. 総合討綸

~ 第42回〔山梨〕

京都大学21世紀COE算43回市民講塵
共饂一金沢まちづくり市民研究機構Iグループ、地球の友・金沢 後援―石川県

瀑壊に優しいエネルギーとその利用』

c平成17年6月4日（土）午後1時~4時30分

〇石川県立生涯学習センター（旧社会敬青センター）
22号室
〒920--0962石Ill戴貪沢市広坂2-1ー1石Ill嘱広坂丘舎1号館
TEL "16-22>-9571 TEL "'6-223-<1586 

プログラム

13:00-13:05 1. 攘拶および21世紀COEプログラム概璽
京鄭大学エネルギー理工学研究所粒授 吉川 遍

13:05-13:5。2.太陽光発電の未来
直部大学エネルギー遅工学研究所霰攪 吉Ill 遍
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京都大学21世紀COE璽44回市民講座
共催ー（財）若挟渭エネルギー研究センター 後援ー福井県

環境に優しいエネルギーとその利用』
c平成11.. 6月11日（土）午後1時15分~5時

〇福井県若狭渭エネルギー研究センター
〒'14-0192 醜賞市長谷4号52書綸1 TH 0770-2'-2'00 <AX rmo-24-2'0, 

プログラム―----

13:15-13:20 1 . 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京都大学大学院エネルギー科学研究科敦授塩路昌意

13:20-14:00 2. 水奮が拓く将来のエネルギー社会
豆部大学大学院エネルギー科学研究科敦授塩路昌宏

14:00-14:40 3. 共生社会のリスクコミュニケーション
京都大学大学院エネルギー科学研究輯教授吉川榮和

14:40-14:50 一休憩一

14:50-15:30 4. 人閏生活とエネルギー
（財）若蒙渾エネルギー研究センター所長新宮覺夫

15:30-16:30 5. 施設公開（バネル農示、ビデオ公開、見学）

16:30-17:00 6. 総合討論
終了撮、センター出莞（パスチャーター）

。
ピ
酷

第43回〔石川〕 第44回〔福井〕
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京都大学21世紀COE算451目市民講座

共催ーとちの環県民会騒 後援一栃木県

『地球温暖化簡止と私たちの暮らし』
c平成17年6心5丘）午後1時~4時30分

。栃木県教育会館大会艤室
-321Hl066 奮木票宇都宮,f,O,C,1-1-6 7EL028-<21-7177 FAX02>-621-0761 

・・---・--・ —ー プログラム

13:00-13:05 1 . 挨拶および21世紀COEプログラム概妻
京翻大学エネルギー1里工学研究所霰授 吉川 遍

13:05-13:50 2. 太陽光発電の未来
京郡大学エネルギーI塁工学研究所霰授 吉JI( 遍

13:50-14:35 3. これからの自動車・くるま社会
京郎大学大学院エネルギー科学研究科霰慢塩躇昌宏

14:35-14:45 一休憩一

14:45-15:30 4. とちぎの自動車と公共交遍
とちの遭曝民会11交通部会長 會子聞司

15:30-16:30 5. 総合討饂

~ 第45回〔栃木〕

京都大学21世紀COE算47回市民講座
共催ー読賣新聞社 後援一松山市

環境に優しい循爾型社会に向けて』

c平成17年9月4a(日）午後1時30分~5時

◎コムズ大会請室
~m--000, 霊蝙躙松山巾三書町6T目4●嶋ぷ） t<t1>JIWWW.coms.0<. 炉
TEL 0 .. -043勺 77/FAX0● 9--943--0460 

プログラム

13:30-13:35 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概要
京郎大学エネルギー涅工学研究所霰授言JII遍

13:35-14:20 2.21世紀を切り拓くバイオエネルギー
京部大学大学院エネルギー科学研究科霰授塩

14:20-15:05 3. バイオディーゼルの現状と未来
ダイキ株式会社環瑣鴨器カンパニー開発部全祥在

15:05-15:15 一休憩一

15:15-16:00 4. 循環型社会への挑載
京都大学大学院エネルギー科学研究科教授石原慶一

16:00-17:00 5. 総合討綸

~ 
第47回〔愛嫌〕
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京都大学21世紀COE鯖46回市民頴塵
擾援ー詳馬県・詳属県地球温覆化防止活動帷進センター・巽馬県履燒アドバイザー連絡協11会

『覇境に優しいエネルギーとその利用』

c平成17年6心6日（日）午後1時~4時30分

〇群馬県庁 2Fピジターセンター
'371-8570 iO橋市大手●11-1争1 '旦027226 2817(■fi環壇政箋讀

プログラム

13:00-13:05 1. 挨拶および21世紀COEプログラム概要
京郡大学エネルギー1里工学研究所教授 吉Jll 遍

13:05-13:5。2. 太陽売発電の未来
京翻大学エネルギー違工学研究所教授 吉JI[ 遍

13:50-14:35 3. これからの自動車・くるま社会
京翻大学大学眈エネルギー科学研究科霰慢塩路昌宏

14:35-14:45 一休憩ー

14:45-15:30 4. ゴミの発生抑制とその仕編みづくりの必妻性
群馬嘱環墳アドパイザー運絡tllll会代褒 鯰木克彬

15:30-16:30 5. 総合討綸

~ 第46回〔群馬〕



10月26日（日曜日 ）

の
か
、
技
術
開
発
だ
け
で
な
く
、
意
義
だ
っ
た
」
と
話
し
、
私
立

快
遣
さ
を
追
い
求
め
た
人
間
が
洛
南
高
三
年
男
子

(18)は
「自

意
識
改
革
す
べ
き
時
だ
。

『
産
分
も
京
大
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

官
学
民
』
で
迦
携
し
な
け
れ
ば
境
の
問
題
を
研
究
し
た
い
」
と

な
ら
な
い
」
な
ど
と
強
調
。
市
張
り
切
っ
て
い
た
。

民
と
の
や

P
と
り
は
予
定
時
間

市
民

一
人
ひ
と
り
が
生
活
を
を
考
え
よ
う
と
二
十
五
日
、
京
第

一
回
講
座
1
1
写
真
1
1
に
は
、
を
過
ぎ
て
も
続
い
た
。

-
L

見
直
す
こ
と
が
必
翠
ー
。

身
都
市
で
開
か
れ
た
「
京
都
大
学
市
民
ら
約
百
二
十
人
が
参
加
。

大
阪
府
枚
方
市
の
会
社
貝
木

奉
近
な
エ
ネ
ル
ギ
L
と
環
境
問
題
祉
紀
C
O
E市
民
講
座
」
の
多
く
の
質
問
や
意
見
が
壇
上
に
下
隆
さ
ん

(49)は
「
地
球
レ
ベ

-

l

寄
せ
ら
れ
、
地
球
環
境
問
題
に
ル
の
環
境
悪
担
酋
に
見
え
に

忍
崖
．．
 

ャ
対
す
る
閲
心
の
高
さ
を
う
か
が
く
い
。
大
学
が
研
究
成
果
を
ア

ゃ
わ
せ
た
。

ピ
ー
ル
し
、
市
民
が
受
け
止
め

ゞ

笠
原
三
紀
夫
・
京
大
教
授
ら
て
考
え
る
講
座
は
、
と
て
も
有

＂

三
人
の
講
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
環
境
問
題
の
変
遷
と

、
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
し

な
が
ら
も
、
共
通
し
て
「
問
題

解
決
に
は
市
民
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
」
と
訴
え
た
。

講
演
後
の
質
疑
で
は
参
加
者

が
次
々
に
手
を
挙
げ
、
核
融
合

に
よ
る
発
電
の
実
用
化
の
め
ど

か
ら
、
市
民
参
加
の
あ
り
方
ま

』
で
幅
広
く
質
問
。
笠
原
教
授
は

u

「
伺
が
人
間
に
と
っ
て
幸
福
な

言渭定 r, ← ;; ~- 恥 第 1回

京大COE
市 民講座

窟
官
学
民
連
携
を
」

環
境
問
題
‘
意
識
改
革
説
く

第2回

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
テ
ー
対
策
に
取
り
組
め
ぱ
、
結
果
的

マ
に

「京
都
大
学
21世
紀
C
0
に
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
る

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
市
民
講
座
」
の
と
身
近
な
例
で
摺
摘
。
「
エ
ネ

第
二
回
講
座
が
二
日
、
奈
良
市
ル
ギ
ー
消
費
の
無
駄
を
な
く
す

の
奈
良
瞑
文
化
会
館
で
開
か
こ
と
が
基
本
」
と
訴
え
た
。

れ
、
笠
原
＿
―-
紀
夫
・
京
大
エ
ネ
吉
川
潔
・
京
大
敦
授
は
核
融

ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
教
授
ら
が
合
に
つ
い
て
講
演
。
石
瞑
虔
一

環
境
に
儘
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
和
同
教
授
は
「
循
環
型
社
会
」

用
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

の
必
翠
性
を
強
調
し
た
。
参
加

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
者
約
七
十
人
を
交
え
た
的
論
会

の
研
究
教
育
挺
点
形
成
」
グ
ル
で
は
、
活
発
に
意
見
交
換
。
大

ー
プ
（
代
表
1
1
笠
原
教
授
）
と
阪
府
豊
中
市
の
主
婦
小
沢
み
ち

読
売
新
聞
社
が
共
催
。
笠
原
教
子
さ
ん

(55)が
「
ラ
イ
フ
ス
タ

授
は
、
全
国
の
宿
泊
施
設
で
使
イ
ル
を
変
え
る
に
は
、
小
さ
い

い
拾
て
歯
プ
ラ
シ
を
や
め
、
液
時
か
ら
教
え
て
い
く
必
要
が
あ

体
せ
っ
け
ん
に
換
え
る
な
ど
の
る
と
感
じ
た
」
と
詰
し
た
。

身近な環境対策紹介

奈良京大COE市民講座

口
~ ~· ,,_如

エネルギーと環境について讀
濱や討騎会があった市民讀座
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第 3回

京大COEJ゚0りうム箭民講座 I

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
暉
そ
う
」
。

二
千
九
日
、
天
王
寺
区
の
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
京
都
大
学
21世
紀

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
三
回
市
民
講
座

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
考
え
る
」
。
講

師
の
三
人
は
、
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
グ

ラ
フ
や
図
を
多
用
し
な
が
ら
、
環
境
問
題

の
現
状
や
対
策
、
新
た
な
技
術
開
発
な
ど

に
つ
い
て
丁
寧
に
語
り
か
け
た
。
参
加
者

か
ら
は
質
問
や
意
見
も
相
次
ぎ
、
最
後
ま

で
活
発
な
環
境
論
議
が
続
い
た
。

紹，”>名名、
l

，．＇
軍“仁
t.J-
.』

.ff,nm
m
r,9

．
．
只

~

．
．
．
．
．
．
J
．

．．
:
1
9
1
‘
、
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
,
9
:
,

；

,

；

•• 

,；,； 

塩路昌宏教授 宇田吉明さん 笠原三紀夫教授

講師3人熱弁2時間半

環境問題分かリ位す〈
笠
原
三
紀
夫
・
京
都
大
教
授
「
な
に
わ
エ
コ
ラ
イ
フ
」
へ
の

は
、
湿
室
効
果
ガ
ス
の
地
球
淵
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
約

暖
化
へ
の
影
誓
な
ど
を
デ
ー
タ
五
百
七
十
世
帯
が
半
年
で
削
減

で
示
し
た
う
え
、

「大
学
の
研
し
た
電
気
量
は
、
二
酸
化
炭

究
室
で
も
エ
ア
コ
ン
や
電
気
を
素
に
換
算
す
る
と
「
千
二
百
六

消
し
て
昼
食
に
出
る
人
は
少
な
十
四
本
の
木
が
吸
収
す
る
分

い
」
な
ど
身
近
な
例
を
引
き
、
と
同
じ
置
だ
っ
た
」
と
説
明
。

「
第
一
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
さ
ら
に
、
「
風
呂
の
湯
を
ペ

を
な
く
す
と
い
う
考
え
方
が
大
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
湯
た
ん

i

切
。
そ
の
う
え
で
、
新
エ
ネ
ル
ぼ
に
す
る
」
な
ど
市
民
か
ら
寄

i

ギ
ー
開
発
を
進
め
る
べ
き
だ
」

せ
ら
れ
た
省
エ
ネ
の
知
恵
を

i

と
強
調
し
た
。

披
露
し
た
。

一

N
P
O
法
人
「
大
阪
環
境
続
い
て
、
塩
路
昌
宏
・
京
都

＂

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
」
の
宇
田
大
教
授
が
ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ
ィ

・

吉
明
さ
ん
は
、
省
エ
ネ
運
動
ー
ゼ
ル
車
の
エ
ン
ジ
ン
構
造
か
[

9999
99
99、
.
,
;
；
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
9
9
9
/
9
ヽ
9
9
9
,
‘
,
‘
クク／
44999‘

ら
利
点
、
欠
点
な
ど
を
講
義
し
、
一

-
「
貯
蔵
や
運
搬
面
な
ど
で
優
れ

歪
水
素
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
i

ー
社
会
に
大
き
な
役
割
を
果
た

“z‘クヽ

'ヽ‘‘‘,‘ク‘4'4‘‘‘ヽ
'/49ヽ
'‘9/99,‘

大阪国際

交流センター

ず
」
な
ど
顧
説
。
電
気
や
燃

料
電
池
、
水
素
カ
ー
な
ど
の
次

世
代
自
動
車
は
、
走
行
距
離
や

自
的
で
使
い
分
け
る
こ
と
が
重

要
と
指
摘
し
た
。

参
加
者
の
中
学
理
科
教
諭
、

高
野
裕
恵
さ
ん

(48)
は

「
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
ど
ん
な
環

境
負
荷
を
起
こ
し
た
か
を
、

生
徒
に
伝
え
る
方
法
を
考
え

て
い
る
が
、
講
演
の
グ
ラ
フ

は
見
や
す
く
、
科
学
技
術
が
、

環
境
破
壊
ば
か
り
で
な
く
改
茜

に
も
買
献
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
」

と
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

こ
。

t
 

府
循
環
型
社
会
推
進
室
の
奥

田
毅
さ
ん

(49)は
「
府
も
環
境

家
計
簿
を
配
布
す
る
取
り
組
み

を
今
年
か
ら
始
め
た
。
地
方
自

冶
体
と
し
て
出
来
る
地
球
湿
暖

化
防
止
の
活
動
に
は
、
家
庭
の

協
力
が
不
可
欠
。
市
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
い
か
に

大
切
か
を
実
感
し
た
」
と
詰
し

て
い
た
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
テ
ー
供
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」

マ
に
し
た
「
京
都
大
学
21世
紀
な
ど
と
説
明
。
長
谷
川
明
・
瞑

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
市
民
講
大
気
課
長
は
、
地
球
湿
暖
化
防

座
」
の
第
四
回
講
座
が
七
日
、
止
に
向
け
た
嗅
の
取
り
組
み
を

神
戸
市
中
央
区
の
よ
み
う
り
神
紹
介
し
た
。

戸
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
約
八
十
京
都
、
大
阪
の
講
座
に
続
い

人
の
参
加
者
を
前
に
、
吉
川
逼
て
参
加
し
た
と
い
う
大
阪
府
枚

向
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研

究
所
教
授
ら
が
、
化
石
燃
料
に

代
わ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
教
育
拠
点
形
成
」
グ
ル

ー
プ
（
代
表
1
1
笠
原
＿
―
-
紀
夫

・

エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
教

授
）
と
読
売
新
聞
社
が
共
催
。

吉
川
教
授
は
「
環
境
に
調
和
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
太
陽

光
を
利
用
し
た
『
光
合
成
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
』
の
構
築

が
不
可
欠
」
と
指
摘
し
た
。

小
西
哲
之
・
同
研
究
所
教
授

は
「
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に

つ
い
て
、

「
水
を
燃
料
に
し
て

二
酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
に
伺
千

万
年
も
人
類
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

第4回

方
市
の
会
社
貝
宮
川
雅
春
さ
ん

(51)は
、
「
買
い
物
の
包
装
を

断
り
、
携
帯
電
話
は
発
儒
の
時

し
か
雫
源
を
入
れ
な
い
。
市
民

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
原
点
で

あ
る
こ
と
を
、
こ
う
い
う
講
座

が
気
付
か
せ
て
く
れ
る
」
と
話

芸
claomE
温
暖
化
防
止
策
も
紹
介

エ
ネ
ル
ギ
ー
太
陽
光
利
用
を

胃

参
加
者
の
質
問
に
答
え
る

吉
川
敦
授
（
左
端
）
ら

(23) . 碍~:&詈誓融· 三云→
口白

,= 
戸—
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成
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
考
え
の
研
究
教
育
拠
点
形
成
」
グ
ル
「
二
十
一
世
紀
を
切
り
ひ
ら

平戸
る
「
京
都
大
学

21世
紀
C
O
E
ー
プ
（
代
表
1
1
笠
原
教
授
）
と
く
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ

3
プ
ロ
グ
ラ
ム
市
民
講
座
」

の

第

読

売

新

聞

社

の

共

催

。

い

て

話
し
た
坂
志
朗
・
同
科
教

c
五
回
講
座
が
二
十
三
日
、
大
津
笠
原
教
授
は

「
環
境
に
嚢
し
授
は
「
湿
暖
化
防
止
の
た
め
に

゜
2
市
島
の
関
、
市
民
会
館
で
開
か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
と
題
し
、
は
税
の
優
遇
措
置
な
ど
で
バ
イ

れ
た
。
笠
原
三
紀
夫
・
京
大
大
「
旬
で
は
な
い
野
菜
を
食
べ
る
オ
燃
料
の
利
用
を
広
げ
て
い
く

匝
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
た
め
に
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
（
露
べ
き
だ
」
と
強
調
。
票
環
境
生
活

教
授
ら
三
人
が
「
湖
国
を
取
り
地
栽
培
の
）
五
倍
以
上
の
エ
ネ
協
同
組
合
の
藤
井
絢
子
理
事
長

5
 巻

く
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
」
な
ど
は
、
回
収
し
た
廃
油
や
菜
種
油

第

テ
ー
マ
に
講
演
。
参
加
し
た
約
と
例
を
挙
げ
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
「
菜
の
花
プ

匿
一
八
十
人
が
、
環
境
問
題
に
取
り
の
無
駄
遣
い
に
つ
い
て
、
み
な
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
。
「
地
域

組
む
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
さ
ん
が
閲
心
を
持
た
な
け
れ
ば
で
使
わ
れ
る
金
が
増
え
、
活
性

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら
な
い
」
と
撰
摘
し
た
。
化
に
も
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

奉芹

~ 

眉晉ー3

参加者の質問に答える講師陣（大津市民会館で）
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回
＿
7
 9

ェ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
裏

・

分
か
り
や
す
く
納
介

i

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
考
（
エ
ネ
ル
ギ
這
墨
因
学
）
ら
専

え
る
」
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
京
門
家
三
人
の
講
暉
に
、
市
民
ら

都

大

界

隠

c
O
E市
民
腐
約
四
十
人
が
詈
入
っ
た
。

座
『
エ
禾
ル
ギ
ー

の
フ
ロ
ン
テ
笠
原
教
授
竺
省

•新
エ
ネ

ィ
ア

□

（
主
催

・
京
都
大
学
ル
ギ
ー
の
闘
雙
霞
環
型
社
会

21世
紀

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
成
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
の
見
直
し
が
必
要
」
と
指
摘
。

研
究
教
育
拠
点
形
成
」
、
読
売
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
市
民

新
聞
社
）
が
二
十
五
日
、
横
浜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
都
筑
建
理
事

市
中
区
日
本
大
通
の
横
浜
情
瑕
畏
は
「
住
国
が
主
導
し
て
企
業

文

化

セ

ン

タ

ー

で

開

か

梵

。

や

自

治

体

宝

兵

璽

腐

京
都
大
が
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ
な
ど
の
ク
リ
J
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

）
学
や
墨
境
学
の
先
端
研
究
を
の
闘
発
を
文
襄
」
と
詰
し
、

わ
か
旦
ず
く
紹
介
し
、
環
塙
松
本
紘

・
京
盃
襲
（
宇
宙
霞

醤
へ
の
羅
翠
深
め
て
も
ら
波
工
学
）
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
小

う
の
奮
い
で
、
今
回
が
七
回
国
の
日
本
は
、
宇
宙
太
陽
発
霞

巨
°
笠
瞑
三
紀
夫

・
京
大
教
授
所
の
技
術
開
葬

KJ早
怠

に

臀

第6回

京大が
市民講座

組
む
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

'-

横
浜
市
泉
区
か
ら
来
た
男
性

会
社
良

(40)は
「
舞
し
い
話
を

釈
且
や
す
く
説
明
し
て
も
ら

っ
て
点
っ
勺
エ
ネ
ル
ギ
ー

嬰
発
に
興
味
が
わ
い
て
き
た
」

と
詰
し
て
い
た
。

寧 一 華斤 記 第 8回

徳島でCOE市民講座

lヽ

面
境
に
調
和
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
大

学
れ
限
紀
C
O
E市
民
講
座
が
一
月
二
十
四
日
、
宋
京
都
内
で

開
か
れ
た
。
京
都
大
学
れ
世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
読
売
新
聞
社
の
共
佃
で
今
回
が
六
回
目
。
東
日
本
で
は

初
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学

研
究
科
の
笠
原
三
紀
夫
科
長
が
「
社
会
と
連
携
し
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
技
術
開
発
と
と
も
に
、
哀
に
環
境
調
和
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
稿
築
を
提
言
し
て
い
き
た
い
」
と
、
C

O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
を
説
明
。
続
い
て
、
同
科
の
手
塚

哲
央
、
伊
藤
靖
彦
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
所
の
小
西
哲
之

•
各
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
、
現
状
と
将
来
の

見
通
し
を
述
べ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
墳
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
京
都
大
学
21世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
市
民
講

座
」
の
第
八
回
講
座
が
二
十
一
臼
、
徳
島
市
南
前
川
町
三
の
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
徳
島
（
徳
患
厚

生
年
金
会
館
）
で
開
か
れ
、
同
大
教
授
と
飯
泉
知
事
が
講
演
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
市
民

ら
は
、
環
境
に
儘
し
く
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
状
況
や
、
票
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
に
闇
き
人
り
、
閲
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
な
)

し
た
。

無

駄

な

消

費

見

直

し

指

摘

続
い
て
吉
川
町

0

・
エ
ネ
ル

ギ
ー
理
H
学
研
究
所
教
授
が
、

「
環
境
調
和
製
エ
ネ
ル
ギ
ー
七
年
に
行
わ
れ
た
地
球
盪
暖
化
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
解
説
。

の
研
究
教
育
拠
点
形
成

(
C
O
防
止
京
都
会
議

(
C
o
p
3
)
ク
リ
ー
ン
で
半
永
久
的
な
反

E
)
」
グ
ル
ー
プ
（
代
表
11
笠
で
、
関
係
者
が
宿
泊
し
た
ホ
テ
面
、
電
力
に
変
換
す
る
際
の
効

原
三
紀
夫

・
同
大
大
学
院
エ
ネ
ル
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
宿
泊
率
の
低
さ
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト

ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
長
）
と
読
客
の
40％
が
部
屋
の
電
気
を
つ
も
説
明
し
、
「
基
幹
と
し
て
は

売
新
間
社
の
共
催
で
、
全
田
を
け
た
ま
ま
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
ま
だ
使
え
な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ

巡
回
し
て
い
る
。
て
い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
ー
と
し
て
は
一
醤
活
用
の
可
能

ま
ず
笠
原
教
授
が

「
我
々
の
笑
い
を
誘
い
、
「
無
駄
を
な
く
性
が
高
い
J

と
強
調
し
た。

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
見
直
さ
飯
泉
知
事
は
、
票
の
行
動
計

題
」
に
つ
い
て
謂
演
。
一
九
九
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
指
摘
画
の
中
の
「
『
環
境
首
都
と
く

7-ナ

ぽ

』
の
覇
」
に
つ
い
て
紹

'

な

低
燃
費
で
酎
久
性
も
よ
い

）

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

(
L
E
D
)

i
で

傾
島
の
信
号
を
、
「
二
酸
化
炭
素
の

咋

H
l
l
緋
出
量
削
減
に
も
つ
な
が
る
」

:

V
テ
な
ど
と
し
て
、
鴻
設
を
来
年
度

｀
｀
予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
な

，
 

；

明

し

な

が

ら

、

「

八

十

一味レ
l[LlJ“
>
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奈
々
さ
ん
(21)は
、
「
化
石
資
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

源
が
ど
れ
く
ら
い
持
つ
の
か
想
と
話
し
て
い
た
。

像
が
つ
か
ず
不
安
だ
っ
た
け
れ
市
民
講
座
は
二
十
二
日
午
後

ど
、
太
陽
な
ど
の
新
し
い
エ
ネ
一
時
半
か
ら
、
高
松
市
で
も
行

ル
ギ
ー
が
と
て
も
可
能
性
を
秘
わ
れ
る
。



（第三積郵1更物印 可） 2004年（平成16年） 2月23日（月濯日） 言

_.-,to! 祀唸.-.:,-...... :, ...... 

昂先端の研究内容について間く市民ら
（高松市の票民ホール多自的会議室で）

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
教
育
挺
点
形
成

(
C
o

E
)
」
グ
ル
ー
プ
（
代
表
11
笠

原
三
紀
夫
・
京
大
大
学
院
エ
ネ

ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
長
）
と
読

売
新
聞
社
が
共
催
し
た
。

吉
川
教
授
は
、
二
0
六
0
年

に
は
、
人
口
増
な
ど
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
が
今
の
約
三
倍
に
な

る
と
し
た
上
で
、
宇
宙
空
間
で

の
発
霞
な
ど
半
永
久
的
な
太
陽

光
の
和
用
を
提
唱
。
水
素
の
将

来
性
に
つ
い
て
述
べ
た
塩
路
昌

宏
・
京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー

科
学
研
究
科
教
授
は
、
燃
糾
霞

池
車
を
中
心
に
実
用
化
が
進
む

一
方
、
貯
蔵
や
運
搬
の
コ
ス
ト

が
高
い
課
題
を
揖
摘
。
近
藤
耕

京大教授ら 3人講演

将来性、コストは
参加者も真剣質疑

？・

環
境
調
和
型
H
ネ
ル
ギ
11
市
民
講
座

環
境
に
調
和
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
「
京
都
大
学

21世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
市
民
講
座
」
の
第
九
回
講
座
が
二
十
二

日
、
嵩
松
市
の
票
民
ホ
ー
ル
多
自
的
会
議
室
で
開
か
れ
、
吉
川
逼
・
京
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
所
教
授
ら
三
人
が
講
演

し
た
。
参
加
し
た
市
民
は
、
水
素
や
太
陽
光
と
い
う
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
望
や
課
題
な
ど
を
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

高 松

三
•
四
経
連
会
長
（
四
国
電
力

会
長
）
は
、
歴
史
の
II

貯
金
II

で
あ
る
石
油
な
ど
を
食
い
つ
ぶ

す
の
で
は
な
く
、
持
続
的
に
利

用
で
き
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
訴
え
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
転
換
に
か
か
る
費
用
の
高

さ
に
関
す
る
質
問
が
多
く
、
吉

川
教
授
は

「世
界
的
に
見
る
と

（太
陽
光
は
）
普
及
期
に
入

り
、
大
量
生
産
で
コ
ス
ト
が

下
が
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
。

塩
路
教
授
ら
も
「
燃
料
冨
池

の
効
率
を
上
げ
る
た
め
（
各

同
国
が
）
重
点
投
資
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

国
分
寺
町
の
帰
省
先
か
ら
参

加
し
た
大
学
三
年
浮
田
新
九
郎

さ
ん

(20)は
「
実
用
化
に
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

宇
宙
に
広
が
る
太
陽
電
池
の
開

発
は
夢
が
あ
る
」
と
い
い
、
多

度
津
町
栄
町
、
高
校
一
一
一
年
岡

田
さ
ゆ
り
さ
ん

(17
)は
「私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近

な
問
題
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

第10回

．
 

9
_
 

9
1
1
 屎

塙
商
欝
策
の
・

．
 

最
先
沿
研
究
紹
介

．

岡
山
で
京
大
C
O
E這
座

笛
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
磁
効
束
．

ガ
ス
の
削
減
な
ど
泊
先
端
の
研

況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
京
都
―

大
学

21也
紀

C
,orx; 市
国
頑

虎
」
の
知
上
国
諜
沌
が
、

i-
卜

日
、
岡
山
市
天
神
町
の
甲
籾
・
竺

文
化
セ
ン
タ
ー
C
曲
か
れ
た
c

細
屯
細
和
製
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
教
貸
拠
点
形
成
召
．
0

g
]
グ
ル
ー
ゾ
往
表
11
笠

原
．
＿
髪
・
点
大
大
学

E
エ
ネ

ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
数
授

L
に

我
売
新
曲
社
の
其
演
で
奎
宕
―

薗
し
て
い
否
今
起
は
、
応
]

竪
磁
ぢ
臼
エ
ネ
や
バ
イ
オ
エ
＿

ネ
ル
ギ
ー
を
お
門
に
ざ
屏
究

虚
人
が
謂
演
し
た
3

|

．

,

．ー

.j
l
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第11回

第12回

区
の
姿
詈
竪
藷
場
で
開
か
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
を
ガ
ソ
雀
エ
ネ
効
染
を
強
国
し
た
。

れ
、
市
良
ら
約
八
十
人
が
、
化
リ
ン
に
混
ぜ
て
使
う
よ
う
摂
聴
講
し
た
広
感
市
安
佐
北
図

石
燃
料
に
代
わ
る
と
期
待
さ
れ
唱
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得
深
JI
四
、
寄
門
学
咬
講
師
一
弾

戻
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
な
は
右
油
鞘
入
に
頼
る
日
本
に
は
早
雙
J

ん
(39)は
函
究
が
予

ぢ
恣
介
に
閉
き
人
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス
。
図
喝
和
副
面
で
支
想
以
上
に
準
ん
で
育
、
鷲
い

同

大

学

の

空

唇

星

・

エ

唇

喜

訴

え

な

勺

早

く

普

裔

」

廂

翌

し

ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
教
授
が
同
科
の
右
京
竺
数
授
ぱ
て
い
た
。

｛
塁
を
悪
化
さ
せ
な
い
芸
＝
「
ご
み
処
分
湯
の
余
裕
ぱ
臀

の
確
立
に
は
市
民
の
協
力
が
必
十
二
巴
と
、
レ
ン
タ
ル
中
心

翌
あ
い
言
。
同
科
の
坂
の
書
に
し
て
、
さ
み
の
減
量

京
大
教
授
ら
｀
い
彗
託
一
口
汀
パ
鱈
い
り

ヱ

ネ

ル

ギ

ー

講

座

21世
巴

8
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
プ
一
を
走
ら
せ
て
い
る
プ
ラ
ジ
ル
を
喜
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

塁
ヌ
哭
参
加
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
読
翌
召
社
共
例
に
、
森
林
国
の
日
本
は
枯
れ
「
材
料
戸
内
で
な
く
、
製
造
に

盟
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
ー
催
〉
が
二
十
一
日
、
広
墨
市
中
枝
な
ど
膜
林
醗
棄
物
を
原
料
に
要
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
減
を
と

環
境
と
調
和
し
た

エ

ネ

ル

ギ

ー

考

え

る

津
で
京
大
市
民
は
座

「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

環
境
に
調
和
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
「
京
都
大
学
21世
紀

C
O
E市
民
講
座
」
（
京
大
21-

世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
、
読
で
走
る
車
や
、
食
用
油
な
ど
か

売
新
聞
社
共
佃
）
が
三
日
、
津
ら
作
っ
た
燃
料
を
f
)
み
収
集
車

市
の
三
重
瞬
総
合
文
化
セ
ン
タ
な
ど
に
使
っ
て
い
名
京
都
市
の

ー
で
開
か
れ
、
石
原
慮
一
・
京
取
り
組
み
を
紹
介
。
三
重
瞑
の

大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
「
夢
創

N
P
o
」
の
堀
匡
世

究
科
教
授
ら
三
人
が
講
演
し
理
事
艮
は
、
鈴
鹿
山
系
の
西
風

た
。
石
原
教
授
は
、
「
f
)
み
処
を
活
用
し
た
風
力
発
電
の
実
践

分
場
の
容
鑽
は
十
二
年
程
度
し
例
を
親
告
し
た
。

か
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、
き
ょ
う
四
日
午
後
一
時
半
か

柄
環
叩
社
会
を
自
指
そ
う
」
と
ら
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、
同
科
の
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
名
古

坂
志
朗
教
授
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
犀
・
伏
見
の
電
気
文
化
会
館
で

一
か
ら
作
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
開
催
さ
れ
る
。
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Zl6年） 4月 11日 （日曜日） 言立 豆一 奉斤 印 第13回

気が口座大来
文四グ-学← 一
化日ラ,....._21を工
会‘ム京世テネ
皐魯説百紀 lJレ
開屋売世 C

マギ

戸和閑
に 1
しと

‘区 o市
た環
ー 1 境

醤臥世易醤畠羹

い傾市環環備会
活け民境境本協

悶玉芯闊に贋房

塁醤詈巌言竺叫
応座がりて愛園
答に熱組講 • — 
がふ心む演地 ・
繰さに様し球会

＇：りわ耳々た博湯
必広しをな° と贅

ないす滅験配に の雷巴覧 ギほげ

ぶ玉詮塁畠荏号塁贋と‘が 1か同-
-やどは介 0 t. こ応でエ塩 -, ≫ 韮 自 こ‘‘ •

科‘市尻
学京民た

扁娯レ、五ほ茅盆葦農売誓饂 覧嬰冒 ゜

誓望巨五彗直が丁暑罰 設然み 麟ヽ
贔醒□畠這悶恒醤竺 ＇ら は体減 臣柔克

託`汀五汀汀： 解感態 パこ翌庫つ付て団 o lをボ協る '- {本 OJ Jt eレ烹勺
市てくお体レシポラカこの たジは

閾屡〗 □ 望 ~r 臼隻嘉璽 しエ献 パ`
且翌け博 の滅 を化アれ介が

X滅知

に後連ら流す活た°検 リ こJ* も象品

蕊咋畠慶苫翌翌四合 m~ サツイ ‘百喜畠 翌名芦悶ご

戸畠念汀戸愛品至昌 イ アン 防-,~ 噂門醤畠鷹らい胃
アスつ分椋らは知案コし だ自いプらープのし力の博

テて別さ rるさ万しツて
姜ムのすんニ

か然← 口れ修口自 tこをたは

ぜを発るは干；含悶屠了ら‘ ク l 卜 立品彦る盟多誓砂ぞ玉
見電施→ 一別十湯性をか
学な設会にさーでも設を

ひ ょ行ム活さるも来

雷 ~'c;: ~ 塁箭仕蒻しさ兌望塁 ｝レ も化 且甘鱈艮累鰭虞夏
しる横こ、のさごが来° は回 境万て二受て自万-教子
たエ々みごれみ求場← れ に博いュけ紹然博と育ど

勺ほ差震鸞ぶ闘醤需戻学勺盆廿森多慶已名ぶ石乏盆戻磨闊闊需椋隔多欝房ーど

名：贔謡合喜塁涵瀾史 胄王長［信息位戸瓜鳳塁富貫~:函戸嘉乳孟房息喜
たい講閏万加は 大と てすて
-い座け博え→ 唸学といるはア と

‘れる再‘明と 3 サマげっる尻、大を

と勉だ‘担 ‘京子＾も る計 95 ぅ屋 i 闊占 -".f て旦 1~ 委且ぞ勺象歪贔戸尋
話強つ非当質大 愛に
しのた常者疑側

教 -画％ァ戸つでやパ合使喜‘のル l l '-と` なすた

て機° にの応の雰醤信 品予歴化点屹言棗げ娑含↑ご欝差~::_ ::_ 名言雫翌゜
い会学意誠答専地岡し ベ事を、コもよなオしよけし姿生再巽 うサでい

一盆~.;;::・.,___煩11霧蒙~i.i防

会
場
整
備
本
部
長
が
説
明
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（第三栢郎便物紀可）

屯COE市民請座で講演する小林さん

岐
阜
市
で
十
五
日
に
開
か
れ
た
第
十
五
回

「京
都
大
学
21世
紀
C
O
E市
民
講
座
」
（
京
都

大
学
21世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
、
読
売
新
聞
社
共
催
、
県
後
援
）
で
講
師
の
一
人
を
諮
め
た

蹟
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
小
林
由
紀
子
さ
ん
（
岐
阜
市
芋
島
）
は
、
「
聴
衆
の
瞬
さ
ん
に
熱
心
に
聞

い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

い
も
の
に
感
じ
て
し
ま
う
が
、

一

身
近
な
も
の
と
し
て
意
識
す
る
一

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」
と
一

語
っ
た
。

川
辺
町
、
票
職
貝
田
原
充
さ

ん
(48)は
「
小
林
さ
ん
の
講
演

は
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
姿

勢
が
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
さ

か
ら
入
る
と
こ
ろ
が
い
い
」
と

話
し
て
い
た
。

「伺
事
も
楽
し
く
な
け
れ
ば
続
ま
た
、
瑞
穂
市
古
橋
、
主
婦

か
な
い
°
環
境
問
題
も
楽
し
く
吉
川
美
智
子
さ
ん
(58)は
「
自

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
分
も
普
段
か
ら
西
原
で
f
)
み
拾

う
と
考
え
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
を
し
て
い
る
が
、
環
境
保
護

い

た

。

の

た

め

に

は

、

雀

エ

ネ

や

リ

サ

回5

小
林
さ
ん
は
、

京
大
21世
紀
て
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
習
は
、
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
可
児
市
緑
、
可
児
市
職
員
角
イ
ク
ル
な
ど
市
民
一
人
ひ
と
り

第

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
を
絡
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
約
五
十
分
は
な
い
」
な
ど
と
話
し
た
。
南
玲
子
さ
ん
(25)は
「
環
境
問
の
行
動
が
大
切
な
と
思
っ
た
」

め
る
笠
原
＿―-
紀
夫
敦
授
に
続
い
間
、
講
演
。
「
環
境
問
題
の
学
講
演
を
終
え
た
小
林
さ
ん
は
題
を
地
球
規
模
だ
と
思
う
と
還
と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

岐阜で京大
COE市民講座

参
加
者
「
大
切
な
行
動
理
解
」

講
演
の
小
林
さ
ん
「
手
応
え
」

f

「
省
エ
ネ
・
環
境
問
題
」
楽
し
く
学
ぶ

第16回

mv
 

一

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
聞
き
入
っ
た
。

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
手
塚
教
授
は
、
「
生
活
者
か

う
「
京
都
大
学
21世
紀
C
O
E
ら
見
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
顆
し

市
民
講
座
」
（
京
大

21世
紀

C
て
講
演
し
、
「
省
エ
ネ
の
取
り

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
読
売
新
聞
組
み
は
、
効
果
が
す
ぐ
自
に
見

社
主
催
）
が
十
六
日
、
富
山
市
え
な
い
。
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル

新
総
曲
輪
の
県
民
会
餡
で
開
か
ギ
ー
消
費
で
、
よ
り
満
足
度
の

れ
た
。

高
い
生
活
を
送
る
よ
う
に
ラ
イ

一

同
講
座
で
は
、
手
塚
哲
央
・
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く
こ

京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
と
が
必
要
」
と
呼
び
か
け
た
。

研
究
科
教
授
、
油
本
幸
夫
・
瞑
ま
た
、
油
本
課
長
は
、
票
が

環
境
政
策
課
長
、
小
西
哲
之
•
取
り
組
む
地
球
湿
暖
化
対
策
に

京
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
つ
い
て
説
明
し
、
小
西
教
授
は
、

所
教
授
の
三
人
が
、

「身
近
な
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
夢
の
あ
る
エ
ネ
待
さ
れ
る
プ
ラ
ズ
マ
の
仕
組
み

ル
ギ
ー
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
を
、
動
画
な
ど
を
使
っ
て
わ
か

学
生
な
ど
約
四
十
人
が
熱
心
に
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

息麗尊騎噂鳳樋爆
富山市で京大市民議座

・・,,1'i:,._. ぷ
讀i演後に参加者と討論する 3人の講演者
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質疑応答を行う右から笠原氏、木萱氏、吉川氏

長野

京
大

C
O
E講
座
で

3
氏
が
講
演

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
考
境
課
課
表
の
木
曽
茂
氏
、
京
大
巨
指
し
、
文
部
科
学
省
が
二
0

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
京
都
エ
ネ
ル
ギ
ー
鯉
工
学
研
究
所
数

0
二
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
。

大
学

21
世
紀
C
O
E
市
民
講
授
の
吉
川
逼
氏
の
三
人
が
、

座
」
が
十
二
日
、
長
野
市
若
里
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

の
県
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
今
回
で
十
七
回
自
。

C
O
E

回7
た
。
京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
プ
・
エ
ク
セ

ー第
科
学
研
究
科
教
授
の
笠
原
三
紀
レ
ン
ス
）
は
、
世
界
最
高
水
準

夫
氏
、
呉
生
活
環
境
部
地
球
環
の
中
核
的
研
究
撚
点
づ
く
り
を

分
野
こ
と
に
将
来
性
の
あ
る
大
演
し
、
「
課
題
解
決
の
た
め
に
な
ど
を
説
明
し
た
。
吉
川
氏
は
、

学
の
研
究
計
画
に
対
し
、
予
算
生
活
レ
ベ
ル
を
落
と
す
の
で
は
太
陽
光
発
電
の
末
来
に
つ
い
て

を
重
点
配
分
す
る
。
京
都
大
学
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
「
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
わ

の
「
環
樟
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
く
す
こ
と
が
必
要
」
と
呼
び
っ
て
今
後
最
も
期
待
さ
れ
る
」

の
研
究
敦
育
拠
点
形
成
」
は
二
か
け
た
。
木
嘗
氏
は
県
の
地
球
と
語
り
、
そ
の
仕
組
み
な
ど
を

0
0
二
年
度
に
採
用
さ
れ
た
。
濫
暖
化
対
策
に
つ
い
て
講
涸
解
説
し
た
。

笠
原
氏
は
環
境
に
儀
し
い
工
し
、
太
陽
光
・
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
講
演
後
は
質
疑
応
答
の
ほ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
講
ー
利
用
に
つ
い
て
の
票
の
展
望
か
、
講
演
者
と
聴
講
者
の
意
見

交
換
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
市
民
講
座
は
、
京
都
大

学
21世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム

「
環
境
輝
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
教
育
挺
点
形
成
」
と
読
売

新
聞
社
の
主
催
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
説

回

明
す
る
京
大
の
笠
原
敦
援

20

日
々
の
省
資
源
で

，温
暖
化
を
防
ご
ウ
．

第
一

ー・・・'‘

京
大
が
市
民
疇
座

・9

E
プ
ロ
を
フ
合
を
進
め
て

【

中

央

区

】

京

都

大

な

ど

い

る

。

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

社

会

主

催

の

環

境

問

題

に

関

す

る

を

市

民

に

呼

び

か

け

る

た

め

市
民
講
座
「
身
近
な
エ
ネ
ル

．

に
、
同
講
座
を
全
国
各
地
で

開
催
し
て
い
る
。

ギ
ー
・
環
境
を
考
え
る
」
が

十
九
日
、
中
央
区
の
か
で
る

＂＇
同
大
は
太
陽
光
発
霞
な
ピ

，

」叫
潅
江
ネ
ル
キ
刈
社
会
一
誼
座
で
は
笠
原
三
紀
夫
教

2
.
7で
開
か
れ
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

5
窮
握
室
裟
｝
・[21撰
紀

80授
が
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

`

｀

を
説
明
し
た
綾
、
エ
茄
ギ

9,、

91.E
.

.＇
，9

,

'
 

..
、.
9

ー
消
墨
と
地
球
の
醤
気

湿
の
関
係
な
ど
を
グ
ラ
フ
で

紹
介
。
ホ
テ
ル
で
連
泊
す
る

塙
合
に
シ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
を

連
続
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

取
り
組
む
べ
き
璃
境
対
策
活

動
な
ど
も
例
示
し
た
。
笠
原

教
授
は
、
「
少
し
で
も
多
く

の
人
が
瑣
境
問
題
を
身
近
に

と
を
る
全
に
と
が
大
事
」
と
一

鴫

懇
{20.

.
 
,＇" 
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第22回

し
て
講
演
。
京
都
市
の
ホ
テ
ル

で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
時
に
エ
ア
コ
ン
の
電

源
を
切
ら
な
か
っ
た
人
は
約
七

割
、
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

ら
な
か
っ
た
人
も
約
一
割
い
た

な
ど
と
発
表
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
「
省
電
力
商
品
の
開
発
な

ど
技
術
対
策
の
一
方
で
、
個
人

が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す

こ
と
も
大
切
」
と
訴
え
た
。

山
脇
主
幹
は
、
康
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説

明
。
瞑
内
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

化
石
燃
料
依
存
率
（
二
0
0
ニ

年
度
）
は
約
九
割
。
こ
れ
を
雪

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
二
0
年
に

は
七
割
程
度
に
下
げ
る
自
標
を

示
し
た
。

C
O
E
（
中
核
的
研
究
拠
点
）

ル
ギ
ー
」
。
京
大
大
学
院
エ
ネ
は
、
世
界
最
高
水
準
の
中
核
的

ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
の
笠
原
三
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
、
文
部

紀
夫
教
授
と
塩
路
昌
宏
教
授
、
科
学
省
が
0
二
年
度
か
ら
始
め

瞑
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
山
脇
た
事
業
。
同
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

康
平
主
幹
が
講
演
し
た
。
は
、
躙
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
読
売
新
聞
社
主
催
）
が
二
十
八
二
回
目
。
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
笠
原
教
授
は
、
「
身
近
な
工
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
提
言
し

空
え
る
「
京
都
大
学
21世
紀
C

日
、
秋
田
市
内
で
開
か
れ
た
。
生
活
を
守
る
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
嘩
」
と
嘩
て
い
く
こ
と
が
自
的
。

U
E市
民
講
座
」
（
京
都
大
学
同
講
座
は
都
道
府
犀
f
)
と
に

Li
世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
、
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
で
二
十

秋
田
で
京
大

21世
紀

C
O
E講
座

E
E
'
，
-n-‘-m!‘te,
．
t
¢
ょ
9
・
コ
ト
を

¢,gitm,.
；ヽ"̀‘,'＿＿＿
-
1―
.
9

省
エ
ネ
ヘ
生
活
見
直
し
て

汀"[戸彗一

一
が
必
駆
だ
j

と
呼
び
掛
け
た
8

｛
ま
Ly
高
橋
諌
畏
ぱ
八
戸

一

市
で
の
俎
球
盪
暖
化
対
策
、
寅

珈
禰
＇
襴
簗
品
け

2

i

た
臀
組
登
苔
粘
語
令
塩
一

，＝

b

ハ

座

回第
t

蕗
苔
ほ
喜
翌
塁

菟
手
の
嘉
剋
襄
堕

i

ー

マ

・

ー

学

ぶ

一•四

[
b
3

研
究
科
の
塩
路
畠
―
し
ぢ
講
演
後
に
ば
、
講
演
者

i

一
》
、
翠
契
商
教
授
、
八
戸
二
二
人
丘
器
蒋
の
覧
交
警
―

一一っう

一

5

]

冒
政
策
課
の
醤
克
雄
諌
一
行
わ
れ
た

一o
r
i
-
e
i

―
―
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。

9
'
~
I
I
l

ー

ュ

至

ゑ

翌

平

人

が

熱

心

に

関

i

2
 

．
一
叉
っ
た
。
＇
．

四

一

畑

手

塚

靱

授

ぱ

．

一

生

活

者

か

ら

一

．

れ

茫

委

ル

ギ

ー

」

と

題

し

て

―

閉

5

巨
‘

i

}

一
乏
フ
ス
タ
イ
ル
一

ま

＿

｛

奥

慕

な

も

、

奇

効

率

―

＂
が
｝
ギ
ー
の
利
用
を
重
一

回

~
~
 

，品

9

,
9
.
 

戎
~
：
＇
ぃ
；
‘
-
’
'
，
な
，
9
，9
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て
で
開
か
れ
、
同
大
大
学
院
の

頑
祠
笠
原
三
紀
夫
、
吉
川
這
の
両
教

交
川
授
と
、
中
村
哲
雄
・
稟
巻
町
長

が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

を
吉

見
、

意
長
い
で
講
演
し
た
。

同
大
の
二
十
一
世
紀
C
O
E

て
町

い
村

つ
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
環
境
調
和
型
エ

こT
良
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
教
育
拠
点
形

ギ
教
成
」
と
読
売
新
聞
社
が
主
催
し

ル
原

ネ
笠
た
。

コ
）
笠
原
教
授
は
「
環
境
に
優
し

ン
ら

＿
か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
と
題
し

翌
て
地
球
湿
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ

の
国
際
的
取
り
組
み
な
ど
を
。
ハ

京
都
大
学
の
市
民
講
座
「
躙
ル
ギ
ー
」
が
1

一
十
九
日
、
盛
岡
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
紹
介
。

境
に
優
し
い
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
市
中
ノ
橋
通
の
プ
ラ
ザ
お
で
っ
吉
川
教
授
は
太
陽
光
発
電
の
有

用
性
を
強
調
し
、
「
岩
手
で
も

文
化
や
風
土
に
合
っ
た
循
環
型

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

も
っ
と
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
」

と
期
持
を
込
め
た
。

中
村
町
長
は
、
町
内
の
袖
山
、

上
外
川
高
原
で
の
風
力
発
電

や
、
家
声
の
排
せ
つ
物
な
ど
か

ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
発

電
す
る
町
の
取
り
組
み
を

P

R
o
「
町
民
の
躙
境
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ふ

る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

来
場
者
か
ら
は
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
活
発
な
質

問
や
、
「
風
力
発
軍
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要

望
が
あ
が
っ
た
。

第23回
一―- . 

エネルギーと贋隠考謁
盛岡で京大COE講座

i
 

第24回
ー， ~

="" ヽ戸

.. 苓犀,:が<:桑•·•.:"・ ~-· .,, ・・ ． ．．．． ．＇，Sん..,. ・ふ奴4沿. ,.~

自然エネルギーの利用につい
ての講演に聴き入る参加者
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冷荘グ
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京究 ししたの ・'--世の

! ~ 叶ふ況嬰悶悶；；贋竺言：酔胃 図` l
! )' - ' よ ・一 0 . -

恥 ；消 ．． 

贔翠竺嘉貪叉妄辛笠勾塁塁覧嬰点 ，も費
r .• ロ~[di ,~~'E天萎 1 原 I '大所
設ン九 :ヽL._.. ヽ が―

消教_t_鷹畠学自 ；かを，
麒マ八と無ェも

＇ の 1年指い

、界唇 の境g院゜＇`， 豆考
｀活でか適をル上び世 ;・バ 、

＇ た伸、＂＂三梨蔽柔凰：i 釘え

: II 直 if*i~i會ド闘:-:.!:1るI 
. ,f: と •し百

．身なと
， のが巨＝ ．` 回ら三

i 慕盆'
i : らを＝＝ 
し晨倍＇

へな巨
, -の)圭:'.'己f.~ 

，． つ 荷 吾
て`を＝
い軽亘
こ く 巨
つす巨
どる亘

＂冒組巨
~-み亘

を圭
や三

＝ 

宮
崎
市
で
京
大

C
O
E市
民
諧
座

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
七
か
所
自
。
笠
原
三
紀
夫
・
京

を
考
え
る
「
京
都
大
21世
紀
C
都
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学

回

0
E市
民
講
座
ー
環
境
に
や
さ
研
究
科
敦
授
、
坂
志
朗
・
同
教

27
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
が
三
授
丘
票
環
境
科
学
協
会
の
下
津

第
十
一
日
、
宮
崎
市
神
宮
の
県
民
義
博
部
長
の
三
人
が
講
演
し

文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
市
た
。

民
ら
約
五
十
人
が
熱
心
に
耳
を
笠
原
教
授
は
、
世
界
の
エ
ネ

傾

け

て

い

た

。

ル

ギ

ー

消

費

が

伸

び

て

い

る

こ

C
O
Eは
中
核
的
研
究
拠
点
と
な
ど
を
示
し
た
上
で
、
「
国
民

の
意
味
。
市
民
講
座
は
京
都
大
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

•
2
1世紀
C
O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
無
駄
を
な
く
す
こ

-
「
環
境
輝
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
が
第
こ
と
指
摘
。
下
津
部
長

研
究
教
育
拠
点
形
成
」
と
読
売
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
訪
れ
て

新
聞
社
が
主
催
。
各
都
道
府
県
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
樟
林
や

で
行
わ
れ
、
宮
崎
開
催
は
二
十
水
力
発
霞
設
置
の
活
動
親
告
を

｀
ら
、
「
車
を
欝
な
い
な
一
岡
を
雙
す
設
り
組
み
を
や

ど
身
の
回
り
か
ら
環
境
へ
の
負
っ
て
い
こ
う

J-U訴
え
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
考
え
る
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第28回

第29回

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
読
売
新
聞
社
が
科
学
研
究
科
の
坂
志
朗
教
授

主
催
し
て
闘
催
し
て
お
り
、
今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
地
球
保
全
の

回
で
二
十
ハ
度
目
と
な
っ
た
b

た
め
の
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル

京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
ギ
ー
」
「
囚
世
紀
を
切
り
拓
く

学
研
究
科
の
笠
原
三
紀
夫
叡
授
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
テ
ー

は
「
我
々
の
羮
近
な
エ
ネ
ル
ギ
マ
で
話

K
動
檀
物
か
ら
生
ま

ー
と
躙
境
問
疇
」
と
疇
し
て
講
れ
る
再
生
可
餡
な
有
機
性
賣
瀬

演
。
石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃
の
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
、
そ

料
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
育
効
性
や
、
欧
米
と
比
較
し

の
増
加
丘
塁
霜
醤
誘
関
連
て
て
日
本
で
の
取
り
組
み
が
遅
れ

脱
明
し
、
「
世
界
一
体
と
な
っ
た
て
い
る
こ
と
を
摺
摘
し
た
。

取
り
組
み
が
必
蒙
で
、
事
朦
を

＇
ば
取
り
返
し
が
つ
か

な
い
こ
と
に
な
る

K
訴
え
な
P

ま
y
塁
g
総
含
品
学
大
人

大
学
院
と
翠
ヨ
吏
尽

a天
の
間
躙
境
学
部
の
坂
井
正
康
叡

叡
授
た
苔
一
人
心
8
疇
渾
r
M
、
X

授、

0
天
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー

C
O
E（
セ

ン

タ

ー

・

オ

ブ

・

ー

ー

ー
1
-
＿

_1.,．

ェ
ク
セ
レ
ン
ス
）
は
、
世
界
最
高

9ェ
ネ
ル
ギ
ー
四
轡
て
水
雙
3
研
窃
g
点
形
成
を
目
指

考
さ
「
京
郵
大
学
乱
記
C
し
、
名
翌
笙
雀
が
二
0
0
ニ

i芍
三
日
、
長
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
。
市
民

崎
市
民
会
餡
で
開
か
れ
、
同
大
講
座
は
、
京
大
囚
世
紀
C
O
E

変
え
る
べ
き
、
と
説
い
た
。

坂
敦
授
は
、
生
物
由
来
の
有

槻
物
資
源
で
あ
る
「
バ
イ
オ
マ

ス
」
の
利
活
用
の
現
状
を
説
明
、
＿

廃
食
用
油
を
車
の
燃
料
と
す
る
i

試
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

門
出
セ
ン
タ
ー
長
は
、
海
洋
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
換

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
敦
育
拠
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、
坂
志
朗

・
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
」
と
指
摘
。
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ

考
え
る
「
京
都
大
学
囚
世
紀
C
点
形
成
」
と
、
読
売
新
聞
社
が
同
研
究
科
敦
授
が
「
二
十
一
世
環
境
対
策
に
は
技
術
開
発
だ
け
れ
る
「
海
洋
湿
度
差
発
霞
」
の

O
E市
民
講
座
」
が
十
四
日
、
主
催
。
昨
年
十
月
か
ら
全
国
の
紀
を
切
り
拓
く
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
た
。

佐
賀
市
のi
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
で
都
道
府
県
を
巡
回
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、
門
出
政
則

•
佐
諏大

開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
持
ギ
ー
問
題
な
ど
に
関
す
る
研
究
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
成
果
を
紹
介
し
て
お
り
、
佐
賀
ー
長
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
と

て
」
。
市
民
ら
約
四
十
人
が
、
は
二
十
九
番
自
の
開
催
と
な
っ
環
境
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ

湿
暖
化
の
現
状
と
バ
イ
オ
エ
ネ
た
。

C
O
Eは
「
中
核
的
研
究
れ
ぞ
れ
話
し
た
。

ル
ギ
ー
な
ど
最
新
の
取
り
組
み
挺
点
」
の
意
味
。
手
塚
教
授
は
、
日
本
の
エ
ネ

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
こ
の
日
は
、
手
塚
哲
央

・
同

ル
ギ
ー
供
給
の
主
役
は
、
一
九

講
座
は
、
京
都
大

21世
紀
C
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
六
0
ー
七
五
年
の
間
に
薪
炭
か

O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
「
環
境
調
和
究
科
敦
授
が
「
生
活
者
か
ら
見
ら
石
油
に
移
り
、
「
ラ
イ
フ
ス

佐

賀

で

40人
聴
講

パ
イ
オ
マ
ス
現
状
な
ど
紹
介

長崎＿ 
「環移包とコこネJレギー
世界で取 b組みを」

長
嶋
で
3
教
授
講
演

エ
ネ
ル
ギ
_
と
珊
壊
閏

疇
に
つ
い
て
の
攣
演
が

行
わ
れ
た
市
民
鯛
駆

(32) 
~
 (• 

長

嶋

,
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呂

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
日
本
の
大
気

汚
染
の
変
遷
を
説
明
す
る
笠
原
教
授

0回

G
 
大

京
大
の
教
授
ら
省
エ
ネ
強
調

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
そ
の
一
環
で
、
昨
年
＋
月
か
ら
強
調
し
た
。
参
加
し
た
市
民
ら

考
え
る
「
京
都
大
学
二
十
一
世
全
田
を
巡
回
し
て
い
る
。
大
分
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た

紀
C
O
E市
民
講
座
」
（
京
都
は
一
＿
平
番
自
の
開
憚
と
な
っ
が
、
「
次
世
代
の
た
め
に
も
、

大
学
二
十
一
世
紀
C
O
Eプ
ロ

た

。

敦

授

陣

が

科

学

の
楽
し
さ
を
子

グ
ラ
ム
、
読
売
新
聞
社
主
催
）
同
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
供
た
ち
に
伝
え
る
機
会
を
た
＜

が
二
十
八
臼
、
大
分
市
の
集
消
学
研
究
科
の
笠
原
三
紀
夫
教
授
さ
ん
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ら
三
人
が
講
演
し
、
エ
ネ
ル
ギ
た
要
望
も
飛
び
出
し
た
。

ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
で
開
か
れ
た
。
ー
消
費
の
増
加
に
伴
っ
て
生
じ

C
O
E
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
て
き
た
環
境
閉
題
な
ど
を
紹

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
は
、
世
界
介
。
同
敦
授
ら
は
「
今
世
紀
は

最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
転
染
の
時
代」

形
成
を
自
指
し
、
文
部
科
学
省
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
エ
ネ
ル

が
二
0
0
二
年
度
か
ら
実
施
し
ギ
ー
開
発
の
必
要
性
や
省
エ
ネ

て
い
る
事
業
。
今
回
の
講
座
は
を
促
進
す
る
政
策
が
不
可
欠
と

皇
主

分

冒
こ
コ

心
〗ー
古
人

丁て`
情

[

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
題
」

と
題
し
て
講
演
。
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
湿
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

た
j

品
毯
囲
冗
彬
関
係
を
指
摘

し
、
「
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ

座
れ
．

晶

ー

塁

を

見

直

す

な

共

美

し

が

E

い
地
球
を
保
つ
努
力
が
必
要
」

雰

と

語

っ

勺

五

贋

の

坂

志

朗

敦

授

と

熊

本

注

1

大
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の

!、

2
ネ
学
木
田
連
次
敦
授
は
、
石
油
な
ど

工
大
也
仁
燃
料
に
代
わ
る
新
エ
ネ
ル

や
都

境
京
ギ
ー
源
と
し
て
注
自
さ
れ
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
」を
テ
ー
マ
に
、

環

r
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
て
遅
れ
て

い
る
日
本
の
利
活
用
状
況
や
、

．̀

今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
話

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
閲
四
に
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
事
業
を
説
し
勺

つ
い
て
考
え
る

「京
都
大
学
明
し
た
後
、

「我
々
の
身
近

2
1世
紀
C
O
E

市
民
講
座
」
（京
~

都
大
学

21世
紀
C
O
Eプ
ロ
グ

ラ
ム、

読
売
新
聞
社
主
暉
）
が

十
二
日
、
熊
本
市
の
く
ま
も
と

瞑
民
交
流
館
パ
レ
ア
で
開
か

-れ、
同
大
大
学
院
と
熊
本
大

回

大
学
院
の
三
教
授
が
講
演
し

ー

こ。

3

t
 

同
訊
座
は
名
都
道
府
嗅
t
J

第

と
に
開
か
れ
て
お
り
、
三
十
一

回
目
。
京
大
大
学
院
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
研
究
科
の
笠
堕
―
―

紀
夫
敦
授
が
、
也
界
最
高
水

準
の
研
究
拠
点
形
成
を
自
指

す
C
O
E
（
セ
ン
タ
ー

・
オ
プ

．
 

森：‘ず

ロ

熊
本
市
で
京
大

C
O
E市
民
講
座

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
考
え
る
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第34回

環境に優し雫い社会を

,A一',,.,. .. 
迅国凜暖化などについての講演を聞く市民ら

珊
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
「
京
都
大

21世

紀
C
O
E市
民
講
座
」
が
十
六

日
、
周
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
環

境
に
偏
し
い
箔
環
型
社
会
を
求

め
て
」
で
、
市
民
ら
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。

京
都
大
学
刀
世
紀

C
O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
環
境
調
和
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
教
育
拠
点

形
成
」
と
読
売
新
聞
社
の
主

催。
C
O
E
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
プ

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
と
は
中
核

的
研
究
拠
点
の
意
味
で
、
世
界

周南で京大市民講座

最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
の

形
成
を
自
指
し
、
文
部
科
学
省

が
二
0
0
二
年
度
か
ら
実
施
。

今
回
の
講
座
は
そ
の
一
躙
で
、

二
0
0
三
年
十
月
か
ら
全
国
を

巡
回
し
て
お
り
、
周
南
市
は
―
―
―

十
四
番
自
の
開
催
。

京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

学
研
究
科
の
坂
志
朗
教
授
が

「
21世
紀
を
切
り
拓
く
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、
石
原
慶
一
教

授
が
「
緬
環
型
社
会
へ
の
挑

戦
」
、
山
口
大
工
学
部
感
性
デ

一
t
 

ザ
イ
ン
工
学
科
の
中
村
安
弘
教

8

授
が
「
い
ま
望
ま
れ
る
新
エ
ネ

一
吹

ル
ギ
ー
導
入
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

一

行
動
」
の
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
話

久

し
た
。地

球
湿
暖
化
へ
の
対
応
と
し

て
、
坂
教
授
は
、
化
石
燃
料
か

ら
樟
物
な
ど
を
基
に
し
た
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
の

必
要
性
を
指
摘
。
中
村
教
授

は
「
新
エ
ネ
技
術
、
省
エ
ネ
技

術
の
開
発
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
し
た
。

一
方
、
石
原
教
授

は
家
庭
f
J
み
の
問
題
を
通
し

て
、
資
涼
循
-

築
を
訴
え
た
。

第35回

会
場
か
ら
の
質
問
に

答
え
る
講
師
た
ち

京
都
大

C
O
E講
座

鹿
児
島
市
で
開
催

環
境
問
疇
活
発
な
意
見

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

考
え
る
「
京
都
大
学

21世
紀
C

O
E市
民
講
座
」

（京
都
大
学

21世
紀

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
環
境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
教
育
拠
点
形
成
」
、
読
売

新
聞
社
主
偕
）
が
十
九
日
、
鹿

児
島
市
の
か
f
J
し
ま
麒
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

講
座
は
各
都
道
府
康
順
に
開

か
れ
、
今
回
で
三
十
五
回
自
゜

三
人
の
講
師
の
う
ち
、
京
大
大

学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科

長
の
笠
原
一＿
＿
紀
夫
教
授

（
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
学
）
は
、
世
界
最

高
水
準
の
研
究
拠
点
形
成
を
自

指
し
、
文
科
省
に
掴
定
さ
れ
た

C
O
E
（セ
ン
タ
ー
・
オ
プ
・

ェ
ク
セ
レ
ン
ス
）
事
業
に
つ
い

て
説
明
。
大
気
汚
染
の
変
化
や

湿
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
湿

暖
化
の
現
状
を
紹
介
し
、

「ど

疵

の
よ
う
に
し
て
起
こ
り
、
私
た

ち
は
何
が
で
き
る
か
、
み
な
さ

ん
と
考
え
た
い
」
な
ど
と
語
り

か
け
た
。

ま
た
、
瞑
躙
境
政
策
課
の
鎮

寺
裕
人
主
幹
は
、
薩
摩
川
内
市

の
川
内
原
発
が
大
半
を
担
う
康

内
の
電
力
事
情
を
解
説
し
た
。

会
場
の
市
民
か
ら
も
「
霞
カ

消
費
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
二

十
四
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
問
題
で
は
な
い

か
」
と
い

っ
た
活
発
な
意
見
や

質
問
が
出
て
い
た
。
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輩
閲
が
出
さ
れ

癸

g屋
蘊

m

:

'竺
デ
ン
マ
ー

憑
醤
閉
堅
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考

g
「
京
都
令
21
一[

-
ク
盆
孟
麿

一
窟
簡
靡

世
紀
C
O
E飽
43回
市
民
四

っ
た
も
の
。
公

座
」
国
扁
社
恒
主
催
）

・＂'：
＇り
し

が
4
日

、

喪

市

底

の

歴

エ

克

；

9-共
＠
蜃
だ
心
ピ
頼
っ
因
ぃ

回3
 

4
 

第

坂
庁
舎
ー
贔
で
祁
翌
坪
約
が
必
寮
も
て
歴
煕
活
利
け
な
い
涼
名
答
え
て
い
芍

的
令
力
勁
心
し

9°
用
な
戸
あ
宰
硫
お
効
芥
し
だ
:

奥
エ
ネ
ル
ギ
ー
涸
H
学
研
北
陣
大
教
吉
鮨
力
関
発
セ
ン

容
の
吉

JI,11写
真
U
タ
ー
の
三
国
千
秋
藪
授
は
、
「
地

は
「
お
翌
指
房
未
来
を
域
で
翌
霰
宗
を
推
進
玄

e

し
る
極
し
、
「
太
累
蓄
効
は
」
と
題
し
f
環
覇
羅
を
考

闊
i
晃

畜

‘ン
ス
テ
●
え
ゑ
咬
囲
に
厚
ぇ
ゑ
笞
組

醤

環

製

生

の

桐

幹

と

な

急

謡

に

対

亥

蓬

房

る
」
と
訴
え
芍
塁
、
同
大
大
曇
」
品
涵
浣

学
醗
エ
ネ
ル
千
岳
紐
罪
講
麿
、

＂「
日
本
団
笞
然

の
島
路
雰
薮
爵
、
自
然
エ
エ
ネ
ル
ギ
ー
習
め
る
割
魯

ネ
ル
ギ
ー
に
立
沼
唇
忌
少
笠
倉
い
か
」
と
い
っ
た

第36回

第44回

ネで眼売世 つ
ル開立新紀い躙
ギか図聞 cて境 -
1れ書社〇考や
とた館な Eえ工 プ エヽ
環 ゜＾ ど 市 る ネ 、
境一I

水戸主民-,}レ l不
を 21
考世

市催講京ギ
三 叛座 都 l マル

忍尉渇二盃鳳にギ
ロェロ戸は市 l
柔奥 字゚干合臀,.民 と
ル ，t, •. 事市教 •,,

1 
疇 i情毘授同講環

眠 ．祝 ならが大
環 _} 'タ

，`"1 

rどが講 と ，

塁信¥'i魯遡醤f,'C 

座 t・ 境

は 教 ．
をの約大 i

‘授.'氾
餌エ 1の七.~ 氷戸

---, み+-:心!';す｛ヒ子 ー

11ii11~i!ii! L- f山をイ ，ま想醤を • ‘気

｀ "贋
問扇叫 、規分地中
教違象苫模智醤盆

のの 授荏排じ ..編や暖粒
． ．↓ .. '. . , .、 ', ・'・ 
き ， ス再地 策行

直月パ鰐五品自 房 ~贔,,-~ 板て

り｝叫[±llll
差積術危ぱ反原儒且なを技---,れ違--, 危はかが

みを険‘が が胃コニ五
答重芍な技原男出は伝バ全
ぇねし技術因事さな子イ 性
てる,.. ぷ 術を°数炉~ '.操 オは
いこ‘科と制正}ま'-の¢エ確
勺と学そ御しマ Q かょネ 保

が的つでく三霞 L- どルで
必なでき対 な にギき
要知なる応アらどよ 1る
五ぃ見い・← すルはのるでの

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

環
境
保
全
理
解
を

熟
臭
き
ょ
う
市
民
講
座

敦
賀
市
長
谷
の
県
若
狭
湾

＼
＇
月

｀
＼

ー

[
Nー
じ

＇，

い

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

新
宮
秀
夫
所
長
が
「
人
間
生

と
京
都
大
学
は
十
一
日
、

同

活
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し

セ
ン
タ
ー
で
市
民
講
座
を
開
講
演
す
る
。

く
。
一
般
の
来
場
を
呼
び
掛
講
演
後
同
研
究
セ
ン
タ
ー

け
て

い

る

。

の

施

設

公

開

も

あ

る

。

市
民
講
座
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
や
環
境
問
題
を
や
さ

し
く
解
説
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減
、
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
京
大
が
全
国
で
開
い
て

い
る
。午

後
一
時
十
五
分
開
謡
。

京
大
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

―

学
研
究
科
の
塩
路
昌
宏
教
授

が
「
水
素
が
拓
く
将
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
、
吉
川
栄

和
賢
が
「
共
生
社
会
の
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
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第47回

循
環
型
社
会
へ
転
換
訴
え

松
山
京
大
C
O
E購
座
終
了

地
球
湿
暖
化
な
ど
の
環
境
問
「
パ
イ
オ
燃
料
を
普
及
さ
せ
る

題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
た
め
に
税
優
遇
措
塵
の
導
入

市
民
に
広
く
考
え
て
も
ら
お
う
を
」
と
訴
え
た
。
環
境
積
器
メ

と
、
全
都
道
府
曝
で
定
期
的
に
ー
カ
ー
社
員
の
王
祥
生
さ
ん
は

催
し
て
き
た
「
京
都
大
学
21世
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
研

紀
C
O
E市
民
講
座
」
（
読
売
究
内
容
を
発
表
二
仁
原
屡
一
・

新
聞
社
共
催
）
の
最
終
講
座
（
第
同
研
究
科
教
授
は
循
環
型
社
会

47回
）
が

4
曰
、
松
山
市
で
開
へ
の
転
換
を
呼
び
か
け
た
。

か

れ

た

。

同

講

座

は

、

世

界

最

高

水

準

坂
志
朗
・
京
都
大
大
学
院
工
の
研
究
教
育
拠
点
づ
く
り
を
自

ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
教
授
は
摺
す
文
部
科
学
省
の
八
囚
世
紀

C
O
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
、
＞
に
採
釈

一
さ
れ
た
「
環
境
調
和
血
エ
ネ
ル

一
ギ
ー
の
研
究
教
育
拠
点
形
成
l

i

グ
ル
ー
↓
代
表
ー
，
吉
川
逼

・
京
都
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研

五
科
覧
）
が
企
画
し
、

2
0

0
3年
10月
に
ス
タ
ー
ト
戸

｀
座
合
わ
せ
て
2
6
8
4人
が佃

し
て
き
に

紀
C
O
E市
民
講
座

新
聞
社
共
伽
が
終
マ

之
部
科
学
省
の
ハ

21世
紀
C

O
Eフ
ロ
グ
ラ
ム
ー
に
採
沢
さ

g

」f
 

ー才

と、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
上
い
っ
た
葉
を
贈
り
た
い

固
の
幹
部
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
や
成
束
を
わ
か
り
や
す
く

i
9
9
,
、

9

9

深
刻
に
な
ろ
一
方
の
地

球
温
暖
化
や
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
間
梵
•
利
用
の
在
り
方

を
、
市
民
が
自
分
の
問
頓

）
 

れ
ほ
ど
息
長

く
取
り
組
ん
だ
”
マ
ラ
ゾ
ン
講

座
ば
他
に
例
が
な
い
と
思
う

ス
ク
ッ

も
呼
び
か
け
ろ
；
こ
ん
な
つ
い

っ
か
け
を
、
講＼

 

~< ー
の
研
究
教
育
拠
点
形
成
し
グ

ル
ー
プ
（
代
表
じ
吉
川
逼
．

平
和
授
―
が
社
会
的
活
動
の

E
上
し
て
企
画
ク
同
グ
ル
ー

N
P
o
 

,

9

,

：

'

し

9
9
9
9
,

＇

岬
派
だ
け
で
ば
な
く
、
家
庭
で

47回
の
参
加
者
ぱ
計
約
2
7

の
雀
エ
ネ
の
コ
ツ
な
ど
身
近
な

0
0
,、
に
の
ぼ
ろ
と
ん
な
反

企
画
も
時
折
盛
り
込
ん
な
響
が
あ
っ
に
い
か
ア
ン
ケ
ー

C
O
Eに
運
ば
れ
た
グ
ル
ー
ト
回
答
に
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
が
単
発
あ
る
い
は
短
期
間
の
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た

成
果
瑕
告
会
を
開
い
た
ケ
ー
ス

マ
う
ゾ
ン
講
座
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講義内容

および

講師紹介

く京都大学講師＞
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講演内容

＊ 
＊＊＊ ＊ ＊＊＊ 

＊
 

我々の身近なエネルギーと環境問題 ＊ ＊＊＊＊＊  

笠原三紀夫

＊
 

＊
 

＊
 

＊

＊

 

* 20世紀の経済の急成長や物質的な豊かさは，大量生産，大量消費，大量廃棄を前提 ＊ 

＊ としたものであり，それは資源の枯渇，エネルギーの大量消費とともに，地域の環境 ＊ 

＊ 汚染や地球規模の環境問題，また廃棄物処理 ・処分に係る諸問題の元凶であった。本 ＊ 

＊ 講義では、まず私たちが現在進めている 21世紀 COEプログラム「東アジアにおける ＊ 

＊ エアロゾIレの大気環境インパクト 」の概要，現在の活動等について述べ，次に，身近 ＊ 

＊ なエネルギー ・環境問題について考えてみる。

＊ すなわち，エネルギー問題と環境問題，とりわけ大気環境問題とはどのような関連 ＊ 

＊ があり，技術的 ・行政的に対応してきたか，わが国における大気環境はどのような状 ＊ 

＊ 況にあるか，地球環境問題はどのようにして起こり，現在の問題点は何か，エネルギ ＊ 

＊ ーや環境問題の保全，改善のために私たちは何ができるか ・何をすべきか，などにつ ＊ 

＊ いてエネルギー消費や環境に対するいくつかの事例を基に，市民の皆様と一緒に考え ＊ 

＊ てみたい。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介

かさはら みきお

笠 原三紀夫京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野 ：エネルギ一環境学、大気環境科学、エアロゾル学

現在の研究テーマと内容 ：

りク“
エアロゾル粒子（気相中に浮遊する微小な液体，固体粒子）に関する基礎的研究を

基盤として地域や地球規模での大気環境問題に関する実験的，理論的研究を行ってい

る。また、エネルギー消費を伴う人間活動と環境の調和を目指し，ライフサイクルの

観点からのエネルギーシステムの分析とその環境負荷評価を行っている。現在の主な

研究テーマは、

1. 酸性雨 ・酸性物質の地球規模での輸送 ・沈着の定量化と影響評価

2. エアロゾルの地球温暖化／冷却化機構の解明と定量的評価

3. エネルギー削減、環境負荷低減を目的として、エネルギーシステム、ライフスタ

イルの改善及び評価

現在の主な活動等：

エネルギー科学研究科長

文部科学省科研費特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」

領域代表者

21世紀 COEプログラム「環境調和型エネルギーの研究境域拠点形成」拠点リーダー
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21COE市民講座

講義内容

**  * * * * * * *理想的エネルギーとしての核融合＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
 吉川潔 ＊

 

＊

＊

 

＊
 

エネルギーは人類生存、文明発展に必要不可欠なものであるが、今日、これまで人 ＊ 
＊ 類が踏襲してきたエネルギー生産のやり方に待ったがかかっている。すなわち、化石 ＊ 

＊ 燃料資源の枯渇化、原子力発電でできる放射性廃棄物の処理、炭酸ガス発生による地 ＊ 

＊ 球温暖化などの問題のためである。人類とエネルギーとの関わりは文明生活の発展的 ＊ 

＊ 享受に伴って、まさにエネルギー生産量の拡大と、社会への負のインパクト受認量と ＊ 

＊ の芭藤であったと総括できよう。 その慈藤からきわめて長い期間解放されるために ＊ 

＊ は理想的なエネルギー源が必要であるが、それらに求められる要件としては、
＊
 

＊
 0人間・環境へのインパクトが少ない、 0エネルギー資源が数千年程度あり、すべ ＊ 

＊ ての国が等しく享受できる、 0高効率で電気に変換できる（高効率発電）、などが考 ＊ 
＊ 

えられる。 ＊
 

＊
 一体、そのようなエネルギーはこの世界に存在するのであろうか？ 本市民講座 ＊ 

＊ では、現実に存在するとすればどのようなもので、またどのようにしてエネルギーを ＊ 
＊ 

利用するのか？などについて紹介する。
＊
 

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介

＾ 
よしかわ

吉川 藷し京都大学エネルギー理工学研究所長・教授

専門分野：直接エネルギー変換、核融合中性子源、自由電子レーザー

現在の研究テーマと内容：

荷電粒子と電磁場との相互作用を裔度に、かつ高精緻に制御することにより、従来発現

できなかった新しい先端技術の研究を行っている。 これら 21世紀の先端科学技術はい

ずれも荷電粒子と電磁場との強い非線形な相互作用を用いる技術に基づいていので，その

飛躍的な研究発展のため、高度なシミュレーションコードの開発，それを用いた最適設計，

さらには実際の装置を用いた実証など，実験とシミュレーションの両面から研究を進めて

.,... 

しヽる。

現在の主な研究テーマは、

1. コンパクトで高い核融合反応が得られる静電慣性閉じ込め核融合の研究

2. 波長が連続的に可変で高出力、高効率な自由電子レーザーとその高性能化の鍵とな

る高周波電子銃等の研究

現在の主な活動等：

・ 京都大学エネルギー理工学研究所長

・ 文部科学省所轄ならびに全国附置研究所長会議会長

日本学術振興会「拠点校方式による日韓共同研究」日本側代表
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講義内容

＊＊ 

＊

＊

 

＊＊＊＊＊＊＊環境に優しいエネルギー利用＊＊＊＊＊

笠原三紀夫

＊＊ ＊＊ 

＊

＊

 

* 20世紀の経済の急成長や物質的な豊かさは，大量生産，大量消費，大量廃棄を前提 ＊ 

＊ としたものであり，それは資源の枯渇，エネルギーの大量消費とともに，地域の環境 ＊ 

＊ 汚染や地球規模の環境問題，また廃棄物処理・処分に係る諸問題の元凶であった。本 ＊ 

＊ 講義では、まず私たちが現在進めている 21世紀 COEプログラム「東アジアにおける ＊ 

＊ エアロゾルの大気環境インパクト」の概要，現在の活動等について述べ，次に，身近 ＊ 

＊ なエネルギー・環境問題について考えてみる 。

＊ すなわち，最初にエネルギー問題と環境問題，とりわけ大気環境問題とはどのよう ＊ 

＊ な関連があり，技術的・行政的に対応してきたかを概観し，次にエネルギーの生産・ ＊ 

＊ 利用に関わり，このままでよいのか， どのように改善すべきか，などをガソリン価格 ＊ 

＊ やエネルギー政策，ホテルでのエネルギー浪費等々，各種不思議な事例を提示し，エ ＊ 

＊ ネルギーや環境問題の保全，改善のために私たちは何ができるか，何をすべきかにつ ＊ 

＊ 
いて市民の皆様と 一緒に考えてみたい。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介
力さはら み き お

笠原三紀夫京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：エネルギ一環境学、大気環境科学、エアロゾル学

現在の研究テーマと内容：

エアロゾル粒子 （気相中に浮遊する微小な液体，固体粒子） に関する基礎的研究を

基盤として地域や地球規模での大気環境問題に関する実験的，理論的研究を行ってい

る。 また、エネルギー消費を伴う人間活動と環境の調和を目指し，ライフサイクルの

観点からのエネルギーシステムの分析とその環境負荷評価を行 っている 。現在の主な

研究テーマは、

1. 酸性雨・酸性物質の地球規模での輸送・沈着の定量化と影響評価

2. エアロゾルの地球温暖化／冷却化機構の解明と定量的評価

3. エネルギー削減、環境負荷低減を目的として、エネルギーシステム、ライフスタ

イルの改善及び評価

現在の主な活動等：

エネルギー科学研究科長

文部科学省科研費特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」

領域代表者

21世紀 COEプログラム「環境調和型エネルギーの研究境域拠点形成」拠点リーダー
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21COE市民講座

講義内容

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊循環型社会への挑戦＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊ 
*

＊

*

 

石原 慶一 ＊

＊

 

2 0 0 0年、循環型社会推進基本法が制定され、日本は循環型社会構築へ向けて種々の ＊ 
＊ 取り組みを始めた。これに伴い、容器包装リサイクル法、家電リサイクル法、食品リサイ ＊ 

＊ クル法、建設リサイクル法、最近では自動車リサイクル法などの法律が制定された。これ ＊ 

らの制定に従い、我々市民はものを棄てる時に分別をしたり、代金を支払ったりするよう

＊ になっている。それにもかかわらず、廃棄物の量は大きく削減されていないのが実情であ ＊ 

る。そして新たに今年、循環型社会への目標として 20 1 0年までに 20 0 0年に比べて、

資源生産性の 40%向上、循環型資源の 4%利用促進、最終処分量の 50%削減という目

標が定められた。本市民講座では循環型社会に関わる種々の問題を紹介し、これらの目標

＊ の意味についてわかりやすく解説する。そして、我々がこのままの消費生活を続けると将 ＊ 

来どのようになるかについて紹介する。最後に、理想的な循環型社会の一例を示し、その

とき我々の社会はどのようになるかについて考えてみる。

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介
いしはら けいいち

石原慶一京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：エネルギー社会工学、エネルギー・環境材料学

現在の研究テーマと内容：

資源生産性向上のための省エネルギー、省資源を目指した物質循環に関わる社会システ

ムの構築とそれに伴う基盤技術の開発。現在の主なテーマは

1 . 発展途上国における開発とエネルギー・環境問題について

2. 資源、エネルギーの有効利用に関する技術予測と指標化

3. 中等教育におけるエネルギー・環境教育の実施方法

4. 触媒反応を用いた環境浄化材料やエネルギー材料の開発
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講義内容

*** 
＊ 

＊ 

* * * ＊＊＊＊＊  くるまとエネルギー・環境 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
＊ 

塩路昌宏 ＊ 

くるまは，私たちの生活を便利で快適なものとするのに役立っています。通勤 • お出掛け ＊ 

＊
 

＊
 

＊ に利用されるマイカーやタクシーのほか，食料品や生活用品の輸送 ・宅配に活躍するトラッ ＊ 

ク，都市内・都市間移動のためのバス等，我が国だけで 8千万台を超える自動車がそれぞれ ＊ 

＊ 

の役割を担って使われています。しかし，一方ではこれらのくるまから排出される様々な有

害物質が深刻な大気汚染を引き起こし，大きな社会問題となっています。
＊ 

＊
 

＊ 

＊ 

＊
 

ここでは， くるまに関連する事項のうち，エネルギーと環境に関わる問題を取り上げ， と
＊
 

＊ くに心臓部であるエンジンの種類，特徴についてご説明するとともに，クリーン化と燃費改 ＊ 

＊ 善への取り組み，燃料の多様化とくるまへの適性，ハイプリッドカーや燃料電池車など次世 ＊ 

＊ 代クリーン自動車の開発状況，等の先端的な技術をご紹介します。これらから，大気環境と ＊ 

＊ 私たちの健康を守り，人とくるまの共存を図る方法についてお考えいただければと思います。 ＊ 

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介

しおじ まさひろ

塩路昌宏 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野： 熱流体工学，燃焼工学，内燃機関，動カシステム

現在の研究テーマと内容：

クリーンで安全な高効率エネルギー変換システムの確立とその環境に与える影響について

研究している。とくに， エンジンをはじめとする熱機関および各種燃焼装置を対象とし，効

率の向上と汚染物質低減を目指して基礎的・応用的研究を行っている。現在は主に以下の研

究テーマに取り組んでいる。

1. エンジン内燃焼過程および有害物質生成機構の解明

2. 代替ガス燃料（天然ガス，水素， LPG)エンジンの高効率化 ・実用性評価

3. 乱流燃焼過程におけるレーザ画像計測

4. エンジン燃焼過程の数値解析

5. ディーゼル排気浄化

現在の主な活動等：

環境省中央環境審議会専門委員（環境管理局大気環境部会自動車排出ガス専門委員

会），大阪市環境審議会専門委員，など

• 新たな排出ガス検査手法検討会委員長（国土交通省），次世代低公害車開発促進会議

委員（国土交通省），低公害車新環境格付け制度検討調査会委員（環境省），など

・ 日本学術会議エネルギー ・資源工学研究連絡委員会委員、日本機械学会評議員， 自動

車技術会評議員， 日本燃焼学会理事，可視化情報学会評議員など
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講義内容

＊ * * *『光合成型エネルギーシステム』の構築を目指して＊＊＊＊＊ 
＊

＊

 

吉川逼 ＊

＊

 

＊ 生命は光合成系を作り出す事で、持続可能な生態環境を作り上げてきた。即ち、太陽 ＊ 
＊ ェネルギーの化学的固定システムを構築する事によって、エネルギーのみならず、物質 ＊ 

の循環系を達成し、持続可能な地球を築いたといえる。

＊ しかし、現在、人類は化石資源を使い果たそうとしており、持続可能な環境調和型エ ＊ 

ネルギーシステムを実現するには『光合成型エネルギーシステム』の構築が不可欠であ ＊ 
＊ 

＊ 

＊
 

る。

その為には、太陽光を起源とする、クリーンなエネルギーサイクルの実現が欠かせな

い。太陽光発電は中でも最も期待される 一次エネルギー源であるが、高コスト、低変換

*

*

*

 

効率の故に既存の電源コストには太刀打ちできないのが現状である。しかし、理論的に

はより高効率な系が可能であり、近年、大学を中心に、新しい光電変換システムの研究

＊ が進んでいる。その為のプレークスルー技術として期待されているのがナノテクノロジ

＊ ーであり、新たな量子化機能素子だけでなく、化学的な太陽エネルギー固定技術にも展 ＊ 

＊ 開できるものと期待される。このようなエネルギーシステムは生命に倣う『光合成型エ ＊ 

＊ ネルギーシステム』と呼ぶ事が出来る。

*****************  
＊ 

********** *  

講師紹介

よしかわ すすむ

吉川 逼 京都大学エネルギー理工学研究所・教授

専門分野： ナノテクノロジー、機能性材料化学、コンビケム、

光電変換系物理化学

現在の研究テーマと内容：

『光合成型エネルギーシステム』の構築を目指して、多面的な太陽エネルギー利用技

術の開発を進めている。

次世代太陽電池：ナノ材料を用いた色素増感太陽電池、有機ショトキー型太陽電池

光触媒：水の光分解による水素製造、光触媒の環境浄化技術への応用

ナノ材料創製：自己紺織化プロセスを利用した金属や有機無機のナノチュープ、

ナノワイヤーの創製、 2次元ライプラリーHTSの開発

昭和 48年 4月 通産省工業技術院大阪工業技術研究所入所 生体分子工学研究に従事

平成 7年 有機機能材料部長などを経て、平成 11年 4月より現職。

環境調和型エネルギーシステムに関する研究教育の傍ら、タイとの科

学技術国際交流を推進中。産学官より広く研究協力者募集中。
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講義内容

‘‘ 

＊ * * * * * * * *「核融合エネルキー入門」＊

＊ 

＊ 

＊
 

＊＊ ＊＊  

小西哲之

＊＊＊ ＊＊ 
＊

＊

 

人間が健康に快適に生きていくために必要なエネルギーは、実はすべてがもとは太 ＊ 

＊ 陽から発している。今日の生活を支える石油や石炭は、生物が何 10億年もかかって ＊ 

＊ 太陽から取り込んで蓄積したもので、その一方大気中の 2酸化炭素を酸素に変え、今 ＊ 

＊ 日の環境を作り上げた。ところが人類はほんの数 10 0年で、この燃料資源を使い尽 ＊ 

＊ くし、出てくる 二酸化炭素は、地球の気候を 一変してしまう恐れが指摘されている。 ＊ 

* 2 1世紀の人類を支える新しいエネルギー、地上に太陽と同じエネルギーを生みだす ＊ 

＊ 一「核融合｀」は、水を燃料に、 二酸化炭素を出さずに何千万年も人類をエネルギーに供 ＊ 

＊ 給できる可能性を持っている。この「地上の太陽」を、そのしくみから将来の見通し ＊ 

＊ までを簡単に説明する。研究は今新しい段階として、世界が協力して初めて連続して ＊ 

＊ この核融合の火を燃やす計画を進めており、日本はその中心的な働きをしている。こ ＊ 

＊ の核融合を軸にエネルギーの問題を考えてみたい。 ＊
 

*************************** *  

講師紹介

ー「し さとし

小西哲之 京都大学エネルギー理工学研究所・教授

専門分野：核融合炉工学、エネルギーシステム設計、評価

現在の研究テーマと内容：

核融合エネルギーを生み出し、利用するためのシステムの設計と基礎的な研究、ま

たエネルギーの与える社会や環境への影響の評価を行っている。現在のテーマは、

・核融合炉の設計、特に核融合エネルギーを利用可能な熱、電気、水素などに変換す

るシステムの研究

・核融合システムを安全に、環境への影響を最小限にするための方法の研究

・エネルギー源が、社会や環境に及ぽす影響や経済的な価値の分析など。

東京出身。東京大学卒業後、日本原子力研究所を経て平成 15年から現職。研究、

教育の傍ら、高校などへの出前講義、国際学術誌の編集や解説書の執筆も行っている。
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講義内容

＊ 
***** 21世紀を切り拓くバイオエネルギー * * * * * ＊＊ 

＊ 坂志朗 ＊ 

＊ 

大量生産、大量消費、大量廃棄の消費は美徳と考えられた20世紀は終わり、子孫に＊ ＊  
負の遺産を残しつつある 20世紀の人類文明に対する反省から、 21世紀においては循環＊

型リサイクル社会の構築が求められている。その中で、 20世紀の負の遺産、地球の温
＊ 

暖化で代表されるエネルギー・環境問題を循環型社会によってどこまで克服できるの
＊ 

かが大きな課題である。この難題に対し本市民講座では、現在私達が進めている 21世＊

紀COEプログラムの重要課題の一つ「バイオマス資源のエネルギー利用」について述
＊ 

べ、ポスト石油化学に向けて世界のバイオエネルギー（バイオマス由来のエネルギー）
＊ 

の現状と今後の動向について紹介する。さらに、エネルギー・環境問題解決に向けて

私達に何ができるのか・ 何をすべきかを共に考えてみたい。

** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介
さか しろう

坂 志朗 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野： エネルギーエコシステム学、バイオマスエネルギー、

エコマテリアル

現在の研究テーマと内容：

木質系資源を中心とするバイオマスのエネルギー源および有用ケミカルスヘの変換に関

する基礎的研究を中心に、下記の研究テーマについて実験的、理論的研究を行っている。

特に、超臨界流体によるバイオマス燃料の創製は、化石燃料の代替として、また地球の温

暖化防止策として重要であり、今後の研究展開が期待される。

1) バイオマス資源のエネルギー及び有用ケミカルスヘの変換

・超臨界水によるリグノセルロースのグルコースヘの化学変換とバイオエタノール生産

・超臨界アルコールによる液体バイオ燃料の創製

・ 植物・動物油脂からの超臨界メタノールによるバイオデイーゼル燃料の創製

2)環境浄化能を有する光触媒型木質炭化物のトポ化学

3)木材の無機質複合化による諸機能発現のトポ化学

現在の主な活動等：

・21世紀COEプログラム「環境調和型エネルギーの研究境域拠点形成」バイオエネルギー

タスクリーダー

• 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) 技術委員

・近畿経済産業局創造技術研究開発費補助金等評価委員会委員

・京都市環境局バイオデイーゼル燃料化事業技術検討会委員（ほか多数）
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊生活者から見たエネルギー＊＊＊

＊
 

＊＊ ＊＊＊ 

手塚哲央

＊ 
＊
 

＊＊  

＊ エネルギーは我々の生活に不可欠なものである 。 しかし、日常生活では、エネルギーを ＊ 

＊ 使っていることを意識しない場合も少なくない。エネルギーが安価で無限にあり、使って ＊ 

＊ も害がなければそれでも問題はない。しかし、石池などの化石燃料が限りある資源でその ＊ 

＊ 利用が環境に悪影響を及ぼすとあっては、有効な使い方を考えなければならない。 ＊ 

枯渇性エネルギー資源の有効利用について考える場合、企業で消費する場合と我々の生

活で消費する場合とでは、その考え方が大きく異なる 。例えば、省エネルギーの可能性を ＊ 

考える場合に、産業活動ではコストが指標としてよく取り上げられるが、生活者の視点か ＊ 

ら見るとそれとは別の視点も必要となる 。
＊
 

＊ 

＊
 人間の生活におけるエネルギーの有効利用とは、より少ないエネルギーの消費でより満 ＊ 
＊ 

足度の高い生活をおくることを考えることであろう 。もちろんコストも満足度の点から見 ＊ 

＊ 
て重要である。しかし、人間というのは面白いもので、環境やライフスタイルに対する価 ＊ 

＊ 値観が人によって大きく異なる 。そのような中で、 「人の満足度」に焦点を当てたエネル ＊ 

＊ 

ギーの有効利用政策はどのようなものになるのであろうか。
＊ 

＊ 

＊ 

* *  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介

てづか てつお

手塚哲央 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：エネルギーシステム学、エネルギー経済学

現在の研究テーマと内容：

社会システムの特徴は、人間という不可解な意思決定主体を数多く含むところにあ

る。 そして、エネルギーシステム学とは、その複雑な挙動を示す社会システムでのエ

ネルギー需給に起因する諸問題を取り扱う新しい研究領域である 。そこでは工学的視

点はもとより、社会科学の視点も不可欠であり、エネルギーシステム工学ではなくエ

ネルギーシステム学と呼ぶ理由はそこにある 。

現在の主な研究テーマは、

1. 環境調和型エネルギー需給システムの構成と評価

2. 新しいエネルギー市場のための制度設計手法の開発

3. アジアにおける地域エネルギーインフラの最適計画

4. 選好に基づく環境保全行動の選択とエネルギー・環境政策

5. エネルギー・環境政策の経済インパクト評価
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講義内容

＊ ＊＊＊＊燃料電池を考える一今までそしてこれから一＊＊＊＊ ＊ 
＊
 伊藤靖彦
＊ 

＊

＊

 

＊ 我々人間、さらには生きとして生けるもの全てが、共生しつつそれぞれの生を享受 ＊ 

＊ し、全うしていくためには、環境に調和したエネルギーシステムの存在が不可欠であ ＊ 

＊ る。そのための技術シーズの一つとして、今、「燃料電池」が世界的な規模で熱い注目 ＊ 

＊ を集めている 。

＊ 本講では、まず、その燃料電池の原理を説き明かして、発展の歴史を振り返るとこ ＊ 

＊ ろから始め、そのうえで、現在熱い注目を集めている理由について述べる 。 ＊ 

＊ さらに、燃料電池に関わる世界の開発競争の現状を概観し、これが真に 21世紀のエ ＊ 

＊ ネルギーシステムの主役の役割を担うためには、科学者に、技術者に、そして生活者 ＊ 

＊ に、何が必要とされることになるかを考える 。 ＊ 

＊ また、燃料電池がエネルギーシステムの中に根付くための基盤技術として講師らが ＊ 

＊ 提案・開発している、「常圧アンモニア電解合成」や「アンモニア燃料電池」について ＊ 

＊ も紹介する 。

＊ ＊  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介
いとう やすひこ

伊藤靖彦 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：エネルギー化学、電気化学、溶融塩工学

現在の研究テーマと内容：

新規な電気化学プロセスの創出と開発、溶融塩のエネルギープロセスヘの応用、エ

ネルギー・環境材料の創製を柱にして、多方面にわたる研究を展開している 。

略歴：

昭和 43年 3月

平成元年 4月

平成 8年 5月

京都大学大学院工学研究科博士課程修了、京都大学助手（工学部エ

業化学科）

京都大学教授（工学部原子核融合工学科）

現職
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講義内容

＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊太陽系を食ぺる＊＊＊ * * * * ＊＊ ** ＊

＊

 

松本紘 ＊
 

＊ 

* 1 9 7 2年にローマクラブの「成長の限界」という警告が発せられた。資源、 エネ ＊ 

＊ ルギー、食糧などは地球上で有限であるため、いずれ経済成長は止まるという予告で ＊ 

＊ あった。将来安定した循環型社会は実現するであろうか？地球資源 ・エネルギーの有 ＊ 

＊ 限性が環境問題の根本問題であるから、それを打ち破るには、「地球閉鎖系」から地球 ＊ 

＊ 外の空間・資源・エネルギーを利用する「宇宙開放系」に目を向けなければならない。 ＊ 

＊ 言いかえれば、宇宙開拓がもっとも簡単で根本的な治療となる。宇宙空間といっても ＊ 

＊ 当面の千年くらいは太陽系空間がターゲットとなろう。 人類は「太陽系を食べる」こ ＊ 

＊ とによって、安定した物資・エネルギーの流れを手に入れることが可能となる。 ＊ 

＊ 本公演では人間が太陽系を食べる第一歩として世界中で検討が行われている宇宙太 ＊ 

＊ 陽発電所の現状について紹介し、京都大学 21世紀 COEプログラムで行っている最新 ＊ 

＊ の太陽エネルギー輸送手法について紹介する。環境に調和した循環型社会の実現には ＊ 

＊ 宇宙環境利用も 一つの方法であることを皆と 一緒に考えてみたい。 ＊ 

＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊ 

講師紹介

まつもと ひろし

松本 紘京都大学宙空電波科学研究センター・教授・センター長

専門分野： 宇宙プラズマ物理学，宇宙電波工学，宇宙エネルギー伝送

現在の研究テーマと内容：

宇宙プラズマ物理学とマイクロ波無線電力伝送技術に関する基礎

研究を基盤として、宇宙環境利用に関する様々な実験的・理論的研究を行っている。

世界初・唯一の宇宙マイクロ波送電ロケット実験の実施を始め、世界初、国内唯一と

なる数々の宇宙太陽発電及びマイクロ波無線電力伝送に関するフィールド実験を実施

し、世界の宇宙太陽発電研究の拠点の中心として活動を行っている 。現在の主な研究

テーマは、

1. SPS (宇宙太陽発電所）用マイクロ波エネルギー送電の研究

2. 計算機実験による宇宙プラズマ非線形波動 —粒子相互作用の理論研究

3. 科学衛星 ・ロケットによる宇宙プラズマ波の観測と実験

現在の主な活動等 ：

国際電波科学連合(URSI)前会長、世界科学者会議(ICSU)ユニオン委員

JAXA宇宙太陽発電システム検討委員会委員長

IEEEフェロー、 AGUフェロー
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊太陽光発電の未来 ＊＊＊ 

＊ 吉川逼
＊ 

＊ 生命は太陽エネルギーの化学的固定システムを構築する事によって、持続可能な生態 ＊ 

＊ 環境を作り上げてきた。
＊ 

しかし、現在、人類は化石資源を使い果たそうとしており、地球環境を維持し、同時 ＊ 

＊ に持続的な経済発展を進めていくためには、太陽光を起源とするクリーンエネルギーシ ＊ 

＊ 

ステムを実現することが不可欠である。
＊
 太陽光発電は最も期待される一

、 ＊
次エネルギーシステムでありながら、高コスト、低変

＊
 

＊
 

＊ 

＊
 

換効率の故に既存の電源コストには太刀打ちできないのが現状である。 しかし、理論的

には 60%以上の超高効率な『第三世代の太陽電池』が可能であり、ナノテクノロジ一

はその為のプレークスルー技術として期待されている。また、この技術は、太陽エネル

ギーの化学的固定化技術にも展開できる。

＊
 

* * * * ＊＊ ＊＊ 
＊ 

＊
 

＊ 

＊

＊

 

＊ 

＊ 

＊ 

太陽光発電を基幹エネルギーとして利用していくためには大規模発電基地が欠かせな

＊ いが、広大な領海を持つ我が国にと って、宇宙太陽光発電は重要な開発目標である。
＊
 

＊ このようなエネルギーシステムは生命に倣う『光合成型エネルギーシステム』と呼ぶ ＊ 

＊ 事が出来、人類が持続可能であるための唯一の解であると考えている。* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *** 

講師紹介

よしかわ すすむ

吉川 逼 京都大学大学院エネルギー理工学研究所・教授

専門分野：環境適合型エネルギーシステム、光電子ナノ材料、

コンビケム、光電変換の物理化学

現在の研究テーマと内容：

『光合成型エネルギーシステム』の構築を目指して、次世代太陽電池・光触媒など

多面的な太陽エネルギー利用技術の開発を進めている。

次世代太陽電池：色素増感太陽電池、有機太陽電池

光触媒： 水の光分解による水素製造、環境浄化技術への応用

ナノ材料創製： 自己組織化プロセスを利用した金属や有機無機の 1次元ナノ材料の

創製、 2次元ライブラリーHTSの開発

昭和 48年 4月 通産省工業技術院大阪工業技術研究所入所 生体分子工学研究に従事

平成 7年 有機機能材料部長などを経て、

平成 11年 4月 より現職。環境適合型エネルギーシステムに関する研究教育の傍ら、 COE

バンコク拠点長として東南アジアとの産学連携を推進中。

NEDO産技 『人間行動適合型環境創出システム技術』プロジェクトリーダー
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講義内容

*** * * * * * * 

＊ 
＊ 

水素が拓く将来のエネルギー社会＊＊＊＊＊

塩路昌宏

* * ** 
＊ 

＊ 

＊ 水素は、いろいろなエネルギー資源から水を利用して作ることができ、また多くの合成燃 ＊ 

＊ 料や電気エネルギーヘ比較的容易に変換できるという特長があります。必要な熱と動力を発 ＊ 

＊ 生するという直接利用だけでなく、水素を媒介としたエネルギー貯留および省エネルギー化 ＊ 

＊ 
＊ が可能となり、大幅なエネルギー有効利用が期待できます。さらに、燃焼利用時に CO2やHC * 

を発生しないため、環境保全につながる動力変換システムの運用が実現できます。
＊ 

＊ 

＊ ここでは、優れた 2次エネルギーとして水素を利用するシステムの描像を概観し、とくに
＊ 

＊ 水素の製造と燃料電池や水素エンジンなどの動カシステム利用に関する様々な技術を展望す ＊ 

＊
 

＊ るとともに、まだ多く残されている問題点と技術的な課題についてご説明します。水素によ

＊ る未来のエネルギー社会をお考えいただければと思います。

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

＊ 

＊ 

講師紹介

しおじ まさひろ

塩路昌宏 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：熱流体工学，燃焼工学，内燃機関，動カシステム

現在の研究テーマと内容：

クリーンで安全な高効率エネルギー変換システムの確立とその環境に

与える影響について研究している。とくに，エンジンをはじめとする熱

機関および各種燃焼装置を対象とし，効率の向上と汚染物質低減を目指

して基礎的・応用的研究を行っている。現在は主に以下の研究テーマに

取り組んでいる。

1. エンジン内燃焼過程および有害物質生成機構の解明

2. 代替ガス燃料（天然ガス、水素、 LPG)エンジンの高効率化・実用性評価

3. 乱流燃焼過程におけるレーザー画像計測

4. エンジン燃焼過程の数値解析

5 . デイーゼルエンジンの燃焼制御および排気浄化

現在の主な社会活動等：

環境省中央環境審議会専門委員（環境管理局大気環境部会自動車排出ガス専門委員会），

大阪市環境審議会専門委員，など

新たな排出ガス検査手法検討会委員長（国土交通省），次世代低公害車開発促進会議委員

（国土交通省），低公害車新環境格付け制度検討調査会委員（環境省），クリーンデイーゼ

ル乗用車普及検討会委員（経済産業省）など

日本学術会議エネルギー・資源工学研究連絡委員会委員，日本機械学会エンジンシステム

部門長，自動車技術会技術担当理事，日本燃焼学会理事，可視化情報学会評議員など
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  廃棄物とエネルギー

＊ 

＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊  ＊＊ 
石原慶一 ＊

＊

 

＊
 2000年、循環型社会推進基本法が制定され、日本は循環型社会構築へ向けて種々 ＊ 

＊ の取り組みを始めた。 これに伴い、容器包装リサイクル法、家電リサイクル法、食品リ ＊ 

＊ サイクル法、建設リサイクル法、最近では自動車リサイクル法などの法律が制定された。

＊ これらの制定に従い、我々市民はものを棄てる時に分別をしたり、代金を支払ったりす ＊ 

＊
 

＊ るようになっている。それにもかかわらず、廃棄物の量は大きく削減されていないのが ＊ 

実情である。本市民講座では廃棄物に含まれるエネルギー、廃棄物を処理するのに必要
＊

＊

＊

 

なエネルギーを考える。そして、我々がこのままの消費生活を続けると将来どのように

なるかについて紹介する。最後に、理想的な循環型社会の一例を示し、そのとき我々の

＊ 

＊

＊

 

＊ 社会はどのようになるかについて考えてみる。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
＊ 

講師紹介

いしはら けいいち

石原慶一 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野： エネルギー社会工学、エネルギー ・環境材料学

現在の研究テーマと内容：

資源生産性向上のための省エネルギー、省資源を目指した物質循環に関わる社会シス

テムの構築とそれに伴う基盤技術の開発。現在の主なテーマは

1 . 発展途上国における開発とエネルギー ・環境問題について

2. 資源、エネルギーの有効利用に関する技術予測と指標化

3. 中等教育におけるエネルギー ・環境教育の実施方法

4. 触媒反応を用いた環境浄化材料やエネルギー材料の開発
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講義内容

＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊エネルギー資源とその有効利用＊ ********  

＊ 塩路昌宏

＊

＊

 

*

＊

*

 

＊ 

私たちの生活を快適にするためには、たくさんのエネルギーが必要です。身の回りの電化 ＊ 

＊ 
製品や冷暖房機器から、自動車・電車などの輸送・交通機械、工場での生産機械や発電機に

＊ 至るまでいろいろな装置が使われ、これを動かすために大量のエネルギーを消費してい ます。

＊ しかし、そのほとんどは化石燃料の燃焼で賄われており、様々な環境問題が引き起こされて

＊ いるばかりでなく、貴重な資源が必ずしも有効に使われているとも言え ません。

＊

＊

 

＊ 

＊

＊

 

＊ ここでは、エネルギー資源とその利用の現状、とくに熱エネルギーの利用に注目して最新 ＊ 

＊ の技術トピックスを紹介します。これに基づいて、私たちがどのように対応すべきかについ ＊ 

＊ て考えていきたいと思います。 ＊ 

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介

しおじ まさひろ

塩路昌宏 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野： 熱流体工学，燃焼工学，内燃機関，動カシステム

現在の研究テーマと内容：

クリーンで安全な高効率エネルギー変換システムの確立とその環境に

与える影響について研究している。とくに，エンジンをはじめとする熱

機関および各種燃焼装置を対象とし，効率の向上と汚染物質低減を目指

して基礎的・応用的研究を行っている。現在は主に以下の研究テーマに

取り組んでいる。

1. エンジン内燃焼過程および有害物質生成機構の解明

2. 代替ガス燃料 （天然ガス、水素、 LPG)エンジンの高効率化・実用性評価

3 . 乱流燃焼過程におけるレーザー画像計測

4. エンジン燃焼過程の数値解析

5. デイーゼルエンジンの燃焼制御および排気浄化

現在の主な社会活動等：

環境省中央環境審議会専門委員（環境管理局大気環境部会自動車排出ガス専門委員会），

大阪市環境審議会専門委員，など

新たな排出ガス検査手法検討会委員長（国土交通省），次世代低公害車開発促進会議委員

（国土交通省）， 低公害車新環境格付け制度検討調査会委員（環境省），など

日本学術会議エネルギー・資源工学研究連絡委員会委員，日本機械学会エンジンシステム

部門長，自動車技術会技術担当理事，日本燃焼学会理事，可視化情報学会評議員など
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講義内容

＊＊＊＊＊＊＊＊＊これからの自動車・くるま社会 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

塩路昌宏 ＊ 

＊ くるまは、私たちの生活を便利で快適なものとするのに役立っています。通勤• お出掛け ＊ 

＊ に利用されるマイカーやタクシー、食料品や生活用品の輸送・宅配に活躍するトラック、都 ＊ 

＊ 市内・都市間移動のためのバス等、我が国だけで 8千万台を超える自動車がそれぞれの役割 ＊ 

を担って使われています。しかし、 一方では自動車から排出される様々な有害物質が深刻な

＊ 
大気汚染を引き起こし、さらに地球温暖化にも影響し、大きな社会問題となっています。

＊ 

＊
 

ここでは、くるまに関連する事項のうち、エネルギーと環境に関わる問題を取り上げ、心 ＊ 

＊ 臓部であるエンジンの目覚しい進歩、燃料の多様化と自動車への適性、ハイブリッドカーや ＊ 

＊ 燃料電池車などクリーンエネルギー自動車の開発状況、等の先端的な技術とともに、くるま ＊ 

＊ 社会を持続していく取り組みについてご紹介します。これらから、大気環境・地球環境と私 ＊ 

＊ たちの健康を守り、人とくるまが共存する社会についてお考えいただければと思います。 ＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

講師紹介

しおじ まさひろ

塩路昌宏 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：熱流体工学、燃焼工学、内燃機関、動カシステム

現在の研究テーマと内容：

クリーンで安全な高効率エネルギー変換システムの確立とその環境に与える影響につ

いて研究している。とくに、エンジンをはじめとする熱機関および各種燃焼装置を対象

とし、効率に向上と汚染物質低減を目指して基礎的・応用的研究を行っている。現在は

主に以下の研究テーマに取り組んでいる。

1 . エンジン内燃焼過程および有害物質生成機構の解明

2. 代替ガス燃料（天然ガス、水素、 LPG)エンジンの高効率化・実用性評価

3. 乱流燃焼過程におけるレーザー画像計測

4. エンジン燃焼過程の数値解析

5. ディーゼルエンジンの燃焼制御および排気浄化

現在の主な活動等：

環境省中央環境審議会専門委員（環境管理局大気環境部会自動車排出ガス専門委員

会），大阪市環境審議会専門委員，など

• 新たな排出ガス検査手法検討会委員長（国土交通省），次世代低公害車開発促進会議

委員（国土交通省），低公害車新環境格付け制度検討調査会委員（環境省），など

・ 日本学術会議エネルギー・資源工学研究連絡委員会委員，日本機械学会評議員，自動

車技術会技術担当理事，日本燃焼学会理事，可視化情報学会評議員など
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講義内容

＊＊＊＊＊＊＊共生社会のリスクコミュニケーション ＊＊＊＊＊＊＊  

＊ 

＊
 

吉川榮和 ＊ 

産業革命以降の急激な科学技術の進歩は人々の豊かさと福祉向上に貢献したが、一 ＊ 

＊ 方では様々な環境問題を引き起こしている。本講演では、現在典型的とされている ＊ 

＊ 様々な環境リスクの特性考察を皮切りに、とくに若狭地域の人々に関心の深い原子力 ＊ 

＊ 発電について、地域と共生して原子力に携わる人々が、社会の安全と安心を確保する ＊ 

上で、実践すべきリスクコミュニケーションのあり方を論じる。また、原子力安全へ＊

＊ の社会的信頼には原子力に携わるものが高い技術基盤を構築する姿を目に見える形＊

＊ で日常見せるべきとの観点から、オフサイト運転保守支援センターの構想を提起する。＊
＊
 ＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

講師紹介

よしかわ ひでかず

吉川榮和 京都大学大学院エネルギー科学研究科・教授

専門分野：エネルギー情報学、ヒューマンインターフェース、原子力安全

現在の研究テーマと内容：

未来のエネルギー社会の構築には、人間・社会・環境の観点からふさわしい

システムのあり方を考究する必要があります。技術と人間・社会の共生と調和

を目指す情報環境、ヒューマンインターフェースの研究として、低環境負荷型

の新しいライフスタイルの提案、エネルギーシステムの安全性・信頼性・効率

性向上のためのシステム開発、環境調和型エネルギー推進のためのリスクコミ

ュニケーション手法の提案等の研究を、インターネットや拡張現実感などを活

用して進めています。

現在の主な活動等 ：

エネルギー科学研究科長

経済産業省原子力安全基盤調査研究「原子力の社会的リスク情報コミュニ

ケーションシステムに関する研究」研究代表者

経済産業省革新的実用原子力技術開発費補助事業「原子力発電所の保全品

質高度化に関する技術開発」研究代表者

シンビオ社会研究会・主宰
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および

講師紹介

く地元講師＞
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊身地球温暖化防止に向けた京都市の政策＊ ＊＊ 

＊＊ 
上原任

＊＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ 京都市は地球温暖化防止京都会議の開催都市として，地球温暖化防止に向けた取組を市 ＊ 

＊ の重要な課題と位置付け，環境を基軸とした政策を進めることとしている。 ＊ 

＊
 

地球温暖化の主要な原因物質である二酸化炭素は，私達の活動のあらゆる分野から発生 ＊ 

＊ しており，特に，家庭，事務所・店舗，自動車から発生する二酸化炭素排出量の増加が予想 ＊ 

＊ される。

＊ このため，本市では，市役所が率先して，環境と共生する事業活動を行うとともに，市 ＊ 

＊ 民や事業者の環境と共生するくらしや事業活動を支援，促進する施策を実施する他，「省エ ＊ 

＊ ネルギー・省資源のシステムづくり」，「エコツーリズムの都市づくり」，「環境にやさしい ＊ 

＊ 交通体系づくり」などを重点取組に位置付け，モデル実験や社会実験を行いながら，市民， ＊ 

＊ 事業者，行政の対話と協働によって取組を進めている。 ＊
 

＊
 

このように，手法や効果の異なる多様な施策や事業の組み合わせによって，全体として ＊ 

＊ 温室効果ガスを 1990年比で 10%削減することを目指している。

＊ 
************************  

＊ 

* * * * 

講師紹介

うえはら つとむ

上原任京都市環境局長

略歴：

昭和 48年 4月 京都市採用

平成 3年 4月 総合企画局文書課長（市の組織，事務分掌，条例等所管）

7年 4月 総務局総務課長（議会，庁舎管理，行政管理等所管）

1 0年 4月 文化市民局人権文化推進部長（同和問題，男女共同参画等人権問題全

般所管）

1 2年 4月 総合企画局市長公室長（市政の総合連絡調整，秘書，広報等所管）

1 3年 4月 環境局長（環境問題所管）
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講演内容

＊＊ * * * * * 大阪市“なにわエコライフ“への取り組み
～市民参加による地球温暖化防止活動～

* * * * 
＊

＊

＊

 
宇田吉明

* * * 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 地球温暖化の主原因である二酸化炭素の排出量はこの 30年で、産業が微増であるの ＊ 

＊ に対して、家庭や運輸は 2倍以上と大幅に増加している。産業は法規制や環境 ISOの ＊ 

＊ 普及、コスト意識の高まりなど省エネが進んできているが、家庭では新たな電化機器 ＊ 

＊ の普及などなお増加傾向にある。

＊ そこで市民の地球温暖化防止活動として、NPOが大阪市と協働で環境 ISOの仕組み ＊ 

＊ を取り入れ、環境家計簿を使った“なにわエコライフ”を企画・推進した。平成 14年 ＊ 

＊ 度は約 1,250名が取り組み、約 600名が“なにわエコライフ家庭‘‘として認定された。 ＊ 

＊ また、この取り組みが進展し、大阪市西淀川区で地球温暖化防止活動地域協鏃会を ＊ 

＊ 立ち上げることになった。 50家庭に省エネナビを設置し、啓発活動による省エネ効果 ＊ 

＊ をモニタリングし貴重なデータを得た。 ＊
 

** 
これらの取り組みを紹介し、市民の地球温暖化活動について一緒に考えてみたい

**************************  ゚＊

講師紹介
う f.! ょしあき

宇田吉明 NPO法人大阪環境カウンセラー協会副理事長

専門分野：市民の環境活動支援、小中学校教育支援、エコアクション 21の構築支援

現在の研究テーマと内容：

大阪市「なにわエコライフ」企画・運営

大阪市西淀川区地球温暖化防止活動地域協議会の企画・運営

高槻市における市民活動（環境家計簿の普及、ローカルアジェンダ 21策定）

小中学校での省エネ教室（地球温暖化実験教室）の実施

自治体の中小企業支援センター登録専門家（環境部門）としての支援

ェコアクション 21及び環境 ISO構築支援

現在の主な活動等：

財団法人オイスカ関西総支部環境 ISO部会企画委員

大阪環境ネット副代表幹事

たかつき市民環境会議企画委員（企画会鏃サブチェマン）

・ 省エネモデル校近畿地区推進委員

大阪府地球温暖化防止活動推進員

省エネセンター省エネ普及指導員
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講義内容

＊ ＊＊ 地球温暖化防止に向けた兵庫県のグリ ーンエネルギー推進について * * *~ 
＊＊  

＊

＊

 

長谷川明 ＊
 

＊ 

＊ 兵庫県は温暖化効果ガス排出量を 90年度比 6%削減という目標を掲げた「温暖化防止 ＊ 

＊ 推進計画」を推進しているが、温暖化防止のためにはエネルギー消費効率の向上による ＊ 

＊ エネルギー消費量の削減や環境負荷の少ない新エネルギーの導入が重要である。 ＊ 

＊ そのため、地域特性を踏まえた上で、地球温暖化防止、エネルギーの多様化と安定供 ＊ 

＊ 給の確保、防災上の観点に立った自立型エネルギーの導入及びグリーンエネルギー関連 ＊ 

＊ の新産業の創造を狙いとし、省エネの徹底と新エネの導入の促進を図るための「グリー ＊ 

＊ ンエネルギー推進プログラム」を策定した。

＊ このプログラムは、省エネや新エネの導入目標と県民・事業者の行動指針を示すもので ＊ 

＊ ぁるが、県としては、グリーンエネルギーの普及啓発を行うほか、自らも環境に負担を ＊ 

＊ かけない事業活動を行うとともに、環境創生 5%システムの率先導入、グリーンエネル ＊ 

＊ ギー基金による太陽光発電の推進、菜の花エコプロジェクトの支援などの施策を進めて ＊ 

＊ 
いる。

＊ 

＊
 地域の特性に応じた多様な手法・事業の組み合わせ、県民・事業者・行政の参画と協 ＊ 

＊ 働により、エネルギー利用の転換が進み、温暖化防止計画の目標達成を目指している。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ** 

＊ 

講師紹介

は せがわ あきら

長谷川明 兵窟県健康生活部環境局大気課長

略歴：

昭和 46年 4月 兵庫県入庁後、公害防止計画、地域環境計画、環境影響評価、生活排

水対策、閉鎖性海域の環境保全、環境保全普及啓発事業等の環境行政を経て、平成 14年

4月から現職（地球温暖化、自動車公害、大気汚染、騒音・振動等の環境対策を担当）。
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講義内容

＊
 

＊
 

*
*
*
 

環琵琶湖からのメッセージー菜の花プロジェクトの展開—

藤井絢子 *
＊
*
 

＊
 

＊
 

＊ “水、緑、土、大気、エネルギー”の 5部門にわたるエコロジー商品の開発・普及、 ＊ 

＊ 合併浄化槽の普及、地域のエコロジーマーケット開催などのソフト事業を中心にリサ ＊ 

＊ イクル事業に取り組みながら、地道で確実な活動を毎日展開中 。地域特性に見合った ＊ 

＊ 水処理の方法として個人の下水道（合併浄化槽）・グリーン購入・ゴミの省資源化・廃 ＊ 

＊ 食油の再生燃料化などのリサイクル活動は、琵琶湖再生を目指して始まった「せっけ ＊ 

＊ ん運動」をスタートに地域循環モデル〔菜の花プロジェクト〕を全国に発信。 ＊ 

＊ 

** * * ********  * * * * * **********  

＊
 

＊＊ 

講師紹介
｀じい ぁや―

藤井絢子滋賀県環境生活協同組合理事長

略歴：

1946年 神奈川県生まれ。上智大学文学部卒業。同大学院修士課程単位取得。

1971年 滋賀県に在住。夫と 4女の家族と暮らす日常から、食の安全性を求めて地域

生協づくりに関わるとともに、琵琶湖の環境専門の生協設立のための活動を

スタート 。

1990年滋賀県環境生活協同組合 理事長

・環境省中央環境審議会委員

・農林水産省バイオマス・ニッポン総合戦略策定プロジェクトアドバイザリーグルー

プ委員

• 国土交通省近畿整備局淀川水系委員会・琵琶湖部会委員

・滋賀県野洲町、米原町、八日市市、愛東町、竜王町地域エネルギービジョン策定委

員会委員

・滋賀県愛東町環境審議会委員

・リサイクルせっけん協会会長

・菜の花プロジェクトネットワーク会長

・日本 NPOセンター評議員

・日本グランドワーク評議員

• 世界湖沼委員会評議員

その他多数
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* ******* 

＊ 

＊ 

講義内容

市民が進める自然エネルギーの普及 ＊＊＊  ＊＊  

* * * 
都筑建

＊
 
＊ 

＊ 

*

＊

*

＊

*

*

＊

＊

＊

＊

 

＊

＊

 

＊

＊

 

＊ 

日本における自然エネルギー普及の現状を、 ＊ 

1) 自然エネルギーのパッシブ利用 ＊ 

2) 自然エネルギーのアクティプ利用 ＊ 

3) 自然エエルギーのグリーン化 ＊ 

の観点から概観します。 ＊ 

さらに市民がどのようにかかわりを進め、どのような役割を果たしたかを検証します。 ＊ 

具体的には ＊ 

自然エネルギーの直接利用 ＊ 

自然エネルギーの電気化 ＊ 

自然エネルギーのグリーン化 ＊ 

自然エンルギー普及の政治的動向 ＊ 

・ 企業 ・官庁との自然エネルギーに関するコラボレーション ＊ 

・ 自然エネルギーの大型ユーザーユニオンの出現 ＊ 

をテーマにします。 ＊ 

その上で今後の市民が進める自然エネルギーの普及のあり方をエネルギーシフトの観点 ＊ 

から提言します。

*********** * * * * * * 
＊ 

* * * * * * * * * * * **  

講師紹介

Ifん

都筑建 自然エネルギー推進市民フォーラム(REPP)理事長

略歴：

長崎市出身。早稲田大学卒業。

1970年代から合成洗剤問題や原発などのエネルギー問題に関わる。小型風力（山田式）や独立

型太陽光発電の設計施工をすすめる。

1993年 ワーカーズコープ・エコッテク設立。

1994年 自然エネルギー事業協同組合レクスタを設立、理事長を 2000年まで務める。

系統連系太陽光発電をはじめとした自然エネルギーの普及に市民の視点から技術・施

工を広く行う。

1997年 自然エネルギー推進市民フォーラムを理事長として設立、現在に至る。

東京電力との自然エネルギー推進のコラボレーションを進め、グリーン電力制度溝入

や MGOによる我国初の太陽光発電補助事業を行う。

同年 COP3京都会議で国際自然エネルギー発電所長会議を主催、以後全国で自然エネルギ

ーパイオニア会議、市民共同発電所建設、自然エネルギー学校を開催する。

2001年 市民の立場からグリーン電力基金運営委員会を運営。

2003年 太陽光発電所ネットワークを事務局長として立ち上げる。
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講義内容

＊ *******  「環境首都とくしま」の実現 ＊＊  ＊＊  

＊

＊

 

飯泉嘉門

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ 

＊ これまでの大量生産・大覧消費・大量廃棄型の社会経済活動によりもたらされた地球 ＊ 

＊ 環境問題や廃棄物問題などの様々な環境課題の解決に向け、全国各地で抜本的な取り紺 ＊ 

＊ みが始まっています。

こうした環境課題に積極的に取り組み、徳島県の貴重な財産である剣山・吉野川をは ＊ 
＊
 

＊ じめとする豊かな自然や生活環境を守り、育て、将来の世代に引き継ぐとともに、地球 ＊ 

＊ 

環境の保全に貢献することは、私たちの務めです。 ＊
 ＊ 

＊
 

＊ 

＊ 

このため県民一人ひとりが環境を大切に思う意識を高め行動することや、あらゆる施 ＊ 

策に環境の視点を取り入れることなどを通じ、社会経済活動に伴う環境への負荷ができ ＊ 

る限り少ない、自然と共生する、持続可能な循環型の地域社会づくりを行うことが必要 ＊ 

＊ 
です。 ＊ 

＊ 
憲章、条例などの新たな枠紺みの下、県民挙げて環境の保全・創造の行動や活動に ＊ 

＊ 取り組み、本県の豊かな自然を活かしつつ、良好な環境が達成された、まさに世界に誇 ＊ 

れる「環境首都とくしま」づくりを目指します。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介

いいずみ かもん

飯泉嘉門 徳島県知事

略歴：

昭和 59年 3月

昭和 59年4月

平成 2年4月

平成 3年4月

平成 5年4月

平成 6年 4月

平成 7年4月

平成 9年4月

平成 10年4月

平成 10年 6月

平成 12年4月

平成 12年 7月

平成 13年 1月

平成 13年4月

平成 14年4月

平成 15年5月

東京大学法学部卒業

自治省入省

山梨県総務部私学・国際課長

II 企画管理局企画課長

II 総務部財政課長

自治大臣官房企画室課長補佐

埼玉県企画財政部財政課長

自治省財政局調整室課長補佐

郵政省通信政策局テレトピア推進室長

II 地域情報化プロジェクト推進室長

自治省財政局公営企業第一課公営企業経営企画官

自治省税務局企画課税務企画官

総務省自治税務局企画課税務企画官

徳島県商工労働部長

徳島県県民環境部長

徳島県知事
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講義内容

***********エネルギーの窓から＊

＊ 

＊ 

* * * * * 

近藤耕三

＊ どっている。古代文明発祥の地が砂漠化しているのは、その証左とも言える。

＊＊ ＊
 ＊
 
＊

＊

 

＊ 過去の人類の文明を、それを支えたエネルギーという側面（窓）から眺めてみると、 ＊ 

＊ その時代、地域で利用可能なエネルギーの枯渇とともに文明が衰退するという歴史をた ＊ 

＊
 

＊ 
現在の工業文明は過去何千年にも亘って地球にストックされた化石エネルギーを一気 ＊ 

＊ 
に消費することによって支えられているが、その環境影響は大きく、その寿命はそれほ ＊ 

*

＊

*

＊

 

＊ 

ど長いものではないであろう 。

一方、歴史人口学を基に文明史を眺めてみると、文明の転換期には人口の停滞ないし

減少が起きている。現在の日本列島では既に人口停滞が起きており、近い将来には急速

な人口減少が予測されている。過去の経験からすれば、現在の文明、すなわち工業文明

*

＊

*

 

＊ 

＊
 が転換期にさしかかっていると見てよいであろう 。

＊ 

＊ 
次に現れる文明がどのようなものであるかを予測することは困難である。 しかし、化

＊ 

＊ 石エネルギーのようなストックのエネルギーではなく、太陽光のようなフローのエネル ＊ 

＊ ギーに支えられたものでなければ長持ちしない。そのための技術は未だ確立してはお ら ＊ 

＊ ず、これから工業化を目指す人々の数は膨大である。化石エネルギーが枯渇する前に、
＊
 

＊ 果たして間に合うかどうかが問題である。次代の人間に残された課題は相当に璽い。 ＊ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介

こんどう こうぞう

近藤耕三 四国電力株式会社取締役会長

四国経済連合会 会長

略歴：

昭和 28年 4月 四国電力株式会社 入社

5 6年 6月 同 社 支配人原子力部長

5 7年 3月 同 社 支配人原子力建設準備室長

6 0年 6月 同 社 取締役企画部長

平 成 元 年 6月 同 社 常務取締役

3年 6月 同 社 取締役副社長

5年 6月 同 社 取締役社長

1 1年 6月 同 社 取締役会長

1 1年 6月 四国経済連合会 会長

現在に至る
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊廃棄物処理と エネルギー・資源保全＊＊＊＊＊＊

＊ 
田中勝 ＊ 

＊ 廃棄物処理は伝染病を媒介する衛生害虫・害獣の発生等の公衆衛生上の問題、悪臭 ＊ 

＊ 発生等の生活環境上の問題に対する対策の一環としてとらえられてきた。 ＊ 

＊ しかし、廃棄物発生は資源消費のバロメータと見なされ、廃棄物問題の根本的解決 ＊ 

＊ には廃棄物の発生を抑制することが重要との認識のもと、廃棄物が地球環境保全との ＊ 

＊ 関係から論ぜられるようになってきた。すなわち廃棄物問題が身近な生活環境から地 ＊ 

＊ 域環境、地球環境へと大きな視点から解決が迫られている。持続可能な開発を目指し ＊ 

＊ て地球規模のエネルギー・資源保全の取り組みが進められる中で、日本の廃棄物対策 ＊ 

＊ も、「循環型社会の構築」という大きな目標を掲げ、国の制度、予算や計画施策等、そ ＊ 

＊ のような方向を目指して展開されている。

＊ そのような訳で、廃棄物の発生量を抑制し、エネルギー・資源の保全のためにリサイ ＊ 

＊ クル率を高め、環境負荷や最終処分量を削減する事が目標になって対応がされるよう ＊ 

＊ になってきた。

＊ 本講義では、まず衛生処理から循環型社会へ向けた戦略的廃棄物マネジメントヘの ＊ 

＊ 転換の必要性、循環型経済社会における 3R原則、最適な廃棄物処理システムの選択、 ＊ 

そのために注目されている廃棄物ライフサイクルアセスメントについて考えてみる。
＊＊ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介
たなか まさる

田中 勝岡 山大学大学院自然科学研究科・教授

専門分野：廃棄物工学、具体的には収集運搬、焼却処理、

埋立処分等の管理、ダイオキシン問題、

医療廃棄物問題等

学会 ：廃棄物学会会長 (2000.5-2002. 5) 

廃棄物学会廃棄物戦略会議議長 (2002.12)

政府委員：内閣府原子力安全委員会専門委員 (2001.0)

環境省中央環境審議会委員 (2001.2)

文部科学省科学技術・学術審議会技術士分科会専門委員 (2001.3)

内閣府経済財政諮問会議専門委員 (2001.8) 

著書：「リサイクル・・・世界の先進都市から」 1993.12・・・リサイクル文化社

「日米欧の廃棄物処理」—各国の制度と実際ー 1996.12 ・・・ぎょうせい

「廃棄物学概論」 1998.8・・・丸善

「感染性廃棄物処理ハンドブック」 2000.7.14・・・日本医療企画

「循環型社会への戦略」 2002.2・・・中央法規出版

現在の主な活動等：

岡山大学環境理工学部環境デザイン工学科長

21世紀 COEプログラム「循環社会への戦略的廃棄物マネジメント」拠点リーダー
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講義内容

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊立ちはだかるエネルギーと環境

＊ 

******* 

中山勝矢
*** 

＊ 

＊ ＊  
＊ われわれが取り紐むべきだとされるエネルギーと環境という課題は、根は一つなのである。ほとんと ＊ 

＊ すべての生き物は、太陽のエネルギーによって生命を保っている。植物は太陽エネルギーを固定し、動 ＊ 

＊ 物は植物を食べるか、他の動物を食べることで必要なエネルギーを取り込む。人類も同じで、自分自身 ＊ 

＊ の肉体労働か、家畜の使役によってしか生きる方法のなかったから、非常に長い間、人口も生活レベル ＊ 

＊
 も厳しく制約されていた。ところがこの数百年の間に、化石燃料なとから多量のエネルギーを利用でき

＊ るようになり、生産力は上昇し、生活水準は向上して豊かになった。しかし一方で、不必要な大量消費 ＊ 

＊ とエネルギーの使い捨てが普通となり、資源の枯渇、廃棄物の急増、環境の汚染、地球の温暖化といっ ＊ 

＊ た問題から、人類に明日があるのかとさえいわれている。いまや社会と生活の仕組みを根本から考え直 ＊ 

＊ すときがきている。 ＊ 

**  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介

なかやま かつや

中山勝矢 広島工業大学名誉教授

専攻：宇宙工学、真空工学、環境学

略歴：

昭和 29年3月東京大学理学部化学科卒業、昭和 44年工学博士（東京大学）

昭和 29年通商産業省工業技術院電気試験所入所、同院電子技術総合研究所宇宙環境技術研究室長、

同所企画室長、極限技術部長を経て、昭和 61年通商産業省工業技術院中国工業技術試験所所長、

平成 3年広島工業大学教授、同 14年同大学名誉教授、（財）広島市産業振興センター先端科学技

術研究所顧問

委員：

産業構造審議会宇宙産業委員会委員長代理、総合科学技術会議宇宙開発利用専門調査会委員、

中国技術振興センター顧問、技術開発委員会委員長、 中国地域ニュービジネス協議会参与、

等各種委員会、評議会等の委員長、委員

主な著書：

真空度測定（日刊工業新聞社）

実験物理学講座（共立出版）

ェッセイ集技術とロマン（中国新聞社）等

現在取組中の業務と関lじ事項：

宇宙産業の確立、新産業の振興、環境問題、エネルギー問題
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講義内容

* ' * "'* * 

＊ 

「もったいない」古くて新しい自然エネルギー

堀恒世
＊
＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

自然に育まれ自然に生かされている私たちは生きる源のエネルキーにつし、て無頓着過 ＊ 

＊ ぎなし、でしょうか・・・

水や、食物、空気も私たちにとっては大切な生きるための源なのです，．
＊
 

＊
 

＊
 そのことを実感したのが、租が鈴鹿山系野登山の山頂（海抜 700m) に移り住んでしば

＊ 

＊ 

らくたってからの事でした C・

今までの豊かさのみを享受し、求めてきた自分自身の生活を振り返り、大量消費と（吏い ＊ 

＊
 

＊ 捨ての悪しき生活習慣との根本的な決別を決意しなければなりませんでしたし ＊
 

＊ 自然から学び実感した身近な地域特性の自然エネルギー源、環境について考えたか、し、 ＊ 

＊ かに地域特性の持つ持続可能な間発資源（富源）への視点行動にシフトしていったかを述 ＊ 

＊ べる ，：＇

＊ 今日までの風車フィールド実践課程の中での問題点、無尽蔵の再生可能なエネルギー、 ＊ 

身近な環境問題の保全等改善のために私たちは本気で何を担い協働すべきか、行政の責務
改

は、市民の視点で考え、協働提案してみたい。
＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊ ＊ 

講師紹介
ほり つねよ

堀恒世特定非営利活動法人夢創エヌ・ピー・オー理事長

活動分野：ヒューマンネイチャーダイナミックス研究会

風車フィールド（日本の風土に適した複雑地形における風カタービンの

高精度な性能評価法を確立するためフィールドの保全実施

現在の主な活動：

自然と調和（古民家再生）

地域再生（坂本棚田癒しの里づくり）統括責任者

「日本の棚田百選」に認定された原風景坂本棚田（三重県亀山市）
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊愛・地球博と環境＊＊

＊ 

＊＊  ＊＊  

椋周二
＊＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

*~ 
＊
 

* 2 1世紀最初の万博が、 20 0 5年 3月25日から半年間、愛知県東部丘陵で「自然の叡 ＊ 

＊ 智」をテーマに開催される。東部丘陵は、明治の頃、森林伐採が繰り返され広範囲にわた ＊ 

＊ り“禿山”になったものの、砂防工事により緑が回復した歴史を持つ。万博開催決定後、 ＊ 

オオタカの営巣が確認されたことなどから、会場自体も計画変更を余儀なくされたが、自

主的な環境アセスメン トを行い、計画策定や工事実施に反映してきている 。会場の約半分
＊
 は林や池などの自然を残し、既に開発されたエリアにパビリオンを配置し、バリヤーフリ

＊ 

ーの空中回廊であるグローバル・ループで連絡するという万博史上、極めてユニークな会

＊ 場計画にな っている 。また、ハード面の整備に当たっては、 3R (Reduce, Reuse,,Recycle) * 

＊ の方針に基づき環境に配慮した工事を進めている 。

＊ ＇こうした取り組みを紹介するとともに、はたして、こうしたことで充分なのか、「自然の ＊ 

＊ 叡智」をテーマとする愛・地球博に市民は何を期待するのか、さらには、万博終了後にこ ＊ 

＊ の地域に何を引き継いでいくべきなのかを考えてみたい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

＊
 

講師紹介

むくのき しゅうじ

椋 周二（財）2005年日本国際博覧会協会会場整備本部長

略歴：

昭和 50年 3月 京都大学工学部建築科卒

昭和 50年 4月 建設省入省

平成 5年 4月 建設省建築環境技術対策官

平成 8年 7月 東京都住宅政策担当部長

平成 10年 7月 建設省市街地建築課長

平成 13年 8月 財団法人 20 0 5年に本国際博覧会協会事務次長

平成 14年 1月 同会場整備本部長
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講義内容

＊＊ 
＊
 

＊
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 環境の世紀を生きる＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ 

重栖隆

＊＊ 
＊

＊

 

* 2 0世紀、人類の営みは地球が備えていた環境復元力の限界を突破し、こうして自 ＊ 

＊ ら破壊した環境が人類の存続を危うくする事態を招いた。 21世紀にこれを解決でき ＊ 

なければ、人類にもはや 22世紀はないかもしれない。
＊ 

＊
 

では、どのようにしてこの危機に立ち向かうか。私見では、今日の多くの環境問題の原 ＊ 

＊
 因は、石油等地下資源由来のエネルギーと合成化学物質の過剰な使用に還元できるのであ ＊ 

＊ り、これを基盤に成立している消費文明の転換が世界規模で図られねばならない。だが現 ＊ 

＊ 実の世界では狭い国益と市場経済至上主義が問題の解決を困難にしている。 とすれば、草 ＊ 

＊ の根から始めるしかない。めざすは、できる限りエネルギーと食糧を自給できる地域社会 ＊ 

＊ の建設、そしてここに成立する新しい暮らし方の創造だ。それは自ら招いた危機をバネに、

＊ モノに依存した豊かさや虚構の幸せから 、真の豊かさ 、人間らしい本当の幸せを発見する

道に通じているだろう。

** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *** 

＊
 

講師紹介
おもす たかし

重栖 隆和歌山環境ネットワーク代表

役職等 ：

・農林水産大臣・和歌山県知事登録認定機関

NPO和歌山有機認証協会 (WOCA) 事務局長 (2000.1.24"'-')

・市民団体・和歌山環境ネットワーク代表 (1998.10.8"'-')

雑誌『和歌山環境ジャーナル』編集人

• 市民団体・和歌山循環型社会形成促進協会 (DSW) 事務局長 (2000.10.1"'-')

• 財団法人・雑賀技術研究所客員研究員（社会経済研究室長： 2000.3.1 "'-') 

• 和歌山県リサイクル製品認定審査会審査委員 (2003.4.23"'-')

・大学 ・看護短大等の非常勤講師

その他：

・フリージャーナリスト

和歌山放送ラジオ『和歌山環境ジャーナル』（毎日曜 11:10"'-'25) コメンテーター

(2001.5.6"'-')、経営者団体機関誌等への連載コラム執筆、食糧農業問題・環境問題・

教育問題・経済問題などをテーマとする講演多数

• 和歌山県勤労者山岳連盟「紀峰山の会」会長 (2001.03.01,..___,) 

・元 「ニュース和歌山」紙編集長(,..___,1999.7.20) 

著書：

・『夢翔けるヒマラヤ』（ニュース和歌山）

・『木の国熊野からの発信•••森林交付税構想の波紋』（中公新書）
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講師紹介

こばやし ゆき―

小林 由紀子 環境カウンセラー岐阜の会・環境市民ネットワークぎふ

環境カウンセラー（市民部門）

専門分野：エネルギー・ゴミとリサイクル・水・消費者教育・環境学習コーディネーター

現在のおもな活動内容：

小学校 PTAの牛乳パック回収活動をきっかけに、地球の環境問題とリサイクル学

習会を地域の仲間とともに立ち上げ活動を始める。地元でフリーマーケットの運営、

地域の清掃活動への参加を呼びかけ、エコクラブのサポーターなど市民活動を続けて

いる。ボランティアとして岐阜市及び近郊の小、中学校の環境学習のアドバイスをし、

授業に講師として参加する。大人向けの消費生活のための環境講座、子ども向けネイ

チャークラフト講座を企画、コ ーディネータ ー、 講師を務める。「環境学習は生涯学習」

「実践と学習は両輪」と、だれもが楽しく活軌できる講座を組むことを目指す。また、

県内の地域ボランティアの育成、環境活動の指導をし、 PTAをはじめ子ども会など

にも活動の幅が広がっている。現在、（財）省エネルギーセンターモデル校の東海地区

専門員として省エネルギー学習プランの作成支援、審査をしている。

現在の主な活動等：

岐阜県『水環境づくり ・ぎふ推進会議』委員 水利用チームリーダー

岐阜県親子おもしろ環境塾副塾長

岐阜県行財政改革懇談会委員

岐阜圏域「とりもどせ生き生き川懇談会」委員

岐阜地域農山村整備県民協働会議委員

岐阜市屋外広告物条例審議会委員

岐阜市長森南公民館運営委員

省エネルギー普及指導員

地球温暖化防止活動推進指導員

環境教育プロジェクトワイルドファシリテーター、

岐阜県生涯学習コーディネーター、

生涯学習ー級インストラクター、

青少年育成アドバイザー
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊富山県地球温暖化対策推進計画について * * * * * ＊ 

＊ 油本幸夫 ＊ 

＊ 地球温暖化問題は、人類の生存基盤に深刻な影響を及ぼす環境問題の一つであり、国、 ＊ 

＊ 地方公共団体、事業者及び県民が一体となって取り組む事が重要である。 ＊ 

＊ 我が国の京都議定書の受諾など、地球温暖化対策の動向を踏まえ、地域レベルで地球 ＊ 

＊ 温暖化対策を計画的・体系的に推進するため、「富山県地球温暖化対策推進計画」を策定 ＊ 

＊ した。 ＊ 

＊ 富山県の温室効果ガス排出状況は、 1990年度から 2000年度の 10年間で 6.1%増加し ＊ 

＊ ており、特に民生部門の増加が著しい。

＊ 本計画では、種々の温室効果ガス削減対策を実施することで、まず我が国の目標であ ＊ 

＊ る 6%の削減を達成することを目指す。この目標を達成するためには、県民、事業者、 ＊ 

＊ 行政といった全ての主体が役割を適切に分担するとともに、それぞれが積極的に温暖化 ＊ 

＊ 対策に取り組むことが必要であるため、各主体の行動指針を示した。 ＊ 

＊ 県としては、この計画に基づき、温室効果ガス排出量の増加が著しい民生部門の対策 ＊ 

＊ を初めとして、地球温暖化対策に積極的に取り組んでまいりたいと考えているので、皆 ＊ 

＊ 様方のご理解とご協力をお願いしたい。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介

あぶらもと ゆきお

油本幸夫 富山県生活環境部環境政策課長

略歴：

大学で衛生工学（大気汚染拡散）を専攻

1972年、富山県庁に就職し、公害センターで 9年間、大気汚染の調査研究に従事

1981年、行政に異動し、騒音・振動、水質保全、環境影響評価、産業廃棄物等を担当

1997年、環境庁（水質保全局地下水地盤室）に出向 (1998年まで）

2001年、財団法人環日本海環境協カセンターに出向 (2002年まで）

2003年、富山県生活環境部環境政策課廃棄物対策班長

2004年、現職
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きそ しげる

木曽茂 長野県生活環境部地球環境課課長

略歴：

昭和 47年 3月 工学院大学工学部工業化学学科 卒業

平成 12年4月 1日から 長野県生活環境部廃棄物対策課

平成 14年 3月 31日

平成 14年4月 1日から 長野県生活環境部公害課

平成 15年 11月 30日

平成 15年 12月 1日から 長野県生活環境部生活文化課

平成 16年4月 30日

平成 16年 5月 1日から 長野県生活環境部地球環境課

現在に至る

-72-

21COE市民講座



21COE市民講座

講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊雪がエネルギーに変わる！？ ＊＊＊＊＊＊＊  

＊ 
＊
 上村靖司 ＊

 
＊ 新潟県は、 250万人もの人が住んでいる地域としては世界有数の豪雪地です。大量 ＊ 

＊ に降る雪は、おいしいお米とお酒を生み出す水資源として、またスキーに代表される ＊ 

＊ 観光資源として活かされてきましたが、 1980年代以降、エネルギー資源としての価値 ＊ 

＊ が再認識されるようになってきました。平成 14年 1月に国が定める“新エネルギー”
＊ の 1つ として雪氷冷熱が追加されたことを受け、国策として雪冷熱利用施設の導入が
＊ 推進されています。この講座では、雪利用の歴史を概観した後、既に導入されたシス
＊ テムの事例を紹介します。次に、雪冷熱利用のメリット ・デメリットを整理して、今 ＊ 

＊ 後の本格的普及のための課題を考えます。最後に、近い将来を目指して取り組んでい ＊ 

＊ る雪利用の課題、特に「住宅の雪冷房」と「雪による発電」について紹介します。 ＊ 

＊
 

＊＊  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

講師紹介
かみむら せいじ

上村靖司長岡技術科学大学機械系講師

専門分野：雪氷工学、自然災害科学

現在の研究テーマと内容：

①災害としての雪 ・②環境としての雪 ・③エネルギーとしての雪、について工学的
視点から、その現象解明と対策技術の開発に取り組んでいる。①については、都市雪
害の定量的評価、人身雪害のリスク分析とそれらの軽減策の検討を行っている。②に
ついては低コスト ・低環境負荷の路面融雪システムの開発とライフサイクルアセスメ
ントに取り組んでいる。③については、大規模貯雪・高効率輸送技術のための応用技
術開発とシステム設計に取り組んでいる。現在の主な研究テーマは、

1. 雪冷熱利用に関する要素技術の開発（大規模貯蔵、システム設計）

2. 冷水 ・空気直接熱交換型空調技術の開発

3. 路面融雪に関する新技術開発と熱収支に基づく最適制御法の検討

4. 都市雪氷災害のリスク分析と防災対策の検討

現在の主な活動等：

NEDO技術委員

• 新潟県雪冷熱エネルギー活用調査検討委員会 副委員長

・ 十日町市雪冷熱利用システム検討委員会 委員長

小出町（北魚沼 6か町村）地域新エネルギービジョン策定委員会 副委員長

上越地域における雪氷冷熱エネルギー導入可能性調査検討委員会 委員

木質バイオマスの利活用に係わる検討会 座長

• 安塚町省エネルギービジョン策定委員会 委員
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講義内容

＊ * * * * * * 

＊
 

宮城県のリサイクルエネルギーについて ＊＊＊ ＊

加賀谷秀樹 ** ＊ 

＊
 

＊
 

＊ 我が国は西暦 2000年を境に「循環型社会」へ大きく転換した。循環型社会とは、天然 ＊ 

＊ 資源の消費が抑制された、環境への負荷が低減される社会のことである 。宮城県におい ＊ 

＊ ても廃棄物処理計画を策定し、循環型社会への移行を推進してきたが、地球温暖化対策 ＊ 

＊ の観点からもバイオマスを中心 とするリサイクルエネルギーの利活用が必要不可欠にな ＊ 

＊ っていた。平成 14年 10月に「宮城県自然エネルギー ・省エネルギ一条例」が施行され、

＊ 県に対し条例に基づく基本計画の策定を義務づけていることから、平成 15年度に「リサ ＊ 

イクルエネルギー利用促進基礎調査等」を実施し、県内のバイオマスの資源賦存量等を

調査した。

この市民講座では、バイオマスの取組事例として白石市が導入した「生ゴミ資源化施

設（愛称 :シリウス ）」の紹介を行い、他の地域での取り組みを促進するため、導入の可

＊ 

＊
 

＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ ＊ 
能性が高いと考えられるモデルを紹介する 。

＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊＊＊ ＊ ＊＊＊＊ ＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊ ＊ 

講師紹介

かがや ひでき

加賀谷秀樹

宮城県環境生活部技術副参事兼資源循環推進課技術補佐

略歴：

昭和 48年 宮城県に技術吏員として奉職 公害技術センター大気部勤務

大気汚染の常時監視

昭和 61年 環境管理課技術主査 環境管理及び大気保全行政に従事

平成 1年 原子カセンター監視測定課長 環境放射線の監視測定、原子力防災等

平成 3年 保健環境センター大気部研究員 大気汚染の挙動解析等

平成 7年 原子力安全対策室係長 監視測定、原子力 防災、広報

平成 9年 環境対策課特殊公害係長 自動車交通公害防止計画策定等

平成 12年 原子カセンタ 一次長 放射線のモニタリングシステムの構築等

平成 14年 資源循環推進課技術補佐 （総括担当） 循環型社会の形成（廃棄物の発生

抑制・減量化 ・リサ イクルの促進、環境・リサイクル産業の振興）

現在に至る
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＊ **********  

講義内容

西北小省エネ大作戦 *********  ＊ 
＊ 

＊ 

星野誠一

本校は、札幌市の南東部の住宅街に位置し、来年創立 20周年を迎えます。近隣には、

＊ 

＊
 

＊ 大学や図書館、商業施設がひかえ、保護者は教育に熱心かつ協力的です。本校の屋上に ＊ 

* 4年前太陽光発電施設が設置され、地域の中で省エネのシンボル的な存在となっていま ＊ 

＊ ず同時に『省エネ共和国』にも入国し、子供たちの意識も育ちつつあり、家庭からの ＊ 

＊ 支援も得ています。

総合的な学習の時間や生活科の時間を通して、ゴミの量や電気の使用量を年間 10 % 

削減することを目標に、学校や家庭で取り組みを進めています3

＊ 

＊ 

＊ 

*~ 

＊ 

学校では『省エネナビ』、家庭では『エコワット』を使い一目で電気量がわかるように

し、また、夏休み・冬休みには、 一人一人か『省エネチェック表』で自分の生活を振り

返るようにするなどして、学んだことと実践が結びつくようにもしています。

平成 16年度は、 1・2年が水、 3・4年が紙（資源化ゴミ）、 5・6年が電気エネルギ

ーをテーマの柱に、 Plan (計画）→Do (実行）→Check (点検）→Action (見直し）とい
＊ ＊  

＊ うサイクルを設定して取り組みを始めているところです。 ＊一
****************************  

＊ 

* 
＊
 

＊ 

＊ 

講師紹介

ほしの せいいち

星野誠一 札幌市立西岡北小学校教頭

略歴：

自 昭和 49年 1月 1日東京都渋谷区立幡代小学校教諭

至 昭和 53年 3月 31日

自 昭和 53年 4月 1日東京都小金井市立前原小学校教諭

至昭和 59年 3月 31日

自 昭和 59年 4月 1日札幌市立月寒小学校教諭

至平成 2年 3月 31日

自 平成 2年 4月 1日札幌市立日新小学校教諭

至平成 8年 3月 31日

自 平成 8年 4月 1日札幌市立真栄小学校教諭

至平成 15年 3月 31日

自 平成 15年 4月 1日札幌市立西岡北小学校教頭
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講義内容

＊ *******  

＊

＊

 

地球温暖化問題と私たちとの関わり ＊＊＊＊＊  

高橋克雄

＊＊  

＊

＊

 

＊ 国が発表した 2002年度（平成 14年度）の二酸化炭素の排出量は、前年度より 2.8%、1990 * 

＊ 年度（平成 2年度）と比べて 11.2%、それぞれ増加していました。二酸化炭素は、排出され ＊ 

＊ る温室効果ガスの中で 9割以上を占めています。 ＊
 

＊
 ここで、改めて温室効果ガスがもたらす地球温暖化問題について整理するとともに、二酸 ＊ 

＊ 化炭素の排出を抑制するために八戸市が取り組みを始めた新エネルギー実証研究や、平成 15 * 

＊ 年度に策定した新エネルギービジョン、市職員の率先行動計画として平成 12年度から実施 ＊ 

＊ している、 「うみねこプラン」の実施状況等について紹介しながら、私たちの生活様式につい ＊ 

て考えます。

また、最近のごみの排出状況を示しながら、資源循環型社会を実現するための取り組みや、
＊
 

＊
 

＊
 

＊ ＊ ごみを減らすための方策等について提案します。 ＊＊ 
****************************  

講師紹介

たかはし かつお

高橋克雄 八戸市環境部環境政策課長

略歴：

昭和 48年 3月 岩手大学農学部農芸化学科卒業

昭和 48年4月 八戸市公害交通課

同 青森県公害センター派遣

昭和 54年4月 公害対策課

昭和 60年4月 下水道施設課

平成 4年4月 八戸清掃事務所（八戸清掃工場）

平成 9年4月 環境保全課

平成 15年4月 環境政策課（機構改革により新設）現在に至る。
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講義内容

... .. .. ....' 
＊ 

＊＊＊＊＊＊＊秋田県の新エネルキーヒンヨノ * * * * 

＊
 

山脇康平
＊＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ ＊ 

＊ 地球温暖化防止やエネルギーの安定供給等の問題については「新エネルギー利用等の促進 ＊ 

＊ に関する特別措置法」により、地方自治体においても新エネルギーの導入に努める必要があ ＊ 

＊ るとされており、これに基づき平成 11年 3月に「秋田県新エネルギービジョン」を策定し、

＊ 風力発電、太陽光発電等の導入と普及に取り組んでいる 。

＊ 

＊
 

＊ 
その後、平成 14年 1月に同法が改正され、雪氷冷熱とバイオマスが新エネルギーとして ＊ 

＊ 追加指定されたことに伴い、雪氷冷熱とバイオマスについて目標値を設定するとともに、風 ＊ 

＊ ヵ発電、地熱発電などの既存目標値についても導入実績や情勢の変化を考慮して再設定し、 ＊ 

＊
 

＊ 

＊ アクションプラン等をとりまとめ、 「秋田県新エネルギービジョン」を改訂した。

このビジョンを基に、秋田県における新エネルギーの導入促進と普及について市民の皆様 ＊ 

＊ 

＊と 一緒に考えてみたい゜ ＊＊ 
**** * * * * * * * *****************  

講師紹介

やまわき こうへい

山脇康平 秋田県産業経済労働部資源エネルギー課

調整・エネルギー班主幹（兼）班長

専門分野：資源・エネルギー、資源リサイクリングに関すること

現在の主な活動等：

• 新エネルギーの導入促進

・石油・天然ガスの探鉱開発

・地熱資源の開発利用

・資源・エネルギーに関連する新技術開発事業 等

（平成平成 10年 4月から平成 16年 3月までは、環境と調和したまちづくりを進める「秋

田県北部エコタウン事業」の担当者として、エコタウン計画づくりから、それに基づく各種

事業を推進し、その中でも、特に鉱業関連基盤等を活用した資源リサイクル産業の創出に取

り組んできた。）
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21COE市民講座

講義内容

＊ 
＊＊ミルクとワインとクリーンエネルギーの町くずまきの挑戦 、＊＊

＊ 
～日本一の新エネルギ一生産基地を目指して～

中村哲雄

21世紀、地球規模での課題である「食料・環境・エネルギー」。この課題解決に貢献し ＊ 
＊ ながら、町が持つ多面的な資源と機能と人材を最大限活かし、町の発展的状況を構築するた ＊ 

＊ め、本町ではクリーンエネルギーの導入を積極的に推進している 。その理念は「天と地と人 ＊ 

＊ のめぐみを生かして」 。 風カ・太陽光・太陽熱などの「天のめぐみ」、畜産ふん尿・森林• 水 ＊ 

＊ などの「地のめぐみ」、豊かな風土・文化を守り育てた「人のめぐみ」を柱に、地域特性を生 ＊ 

＊ かし町民の理解を得ながら新エネルギーを導入し、積極的に環境問題に取り組むとともに産 ＊ 

業振典や福祉の向上を目指している 。

これまで導入した風力発電や太陽光発電、畜ふんバイオマス、木質バイオマス等の事例や、

これらの取り組みに係わる小学生や町民の活動を基に、「自然と人間の共生」を原点に「地域

の資源を宝に変えて幸せを実感できる高原文化の町」をテーマとした町づくりについて紹介

する 。また、「食料・環境・エネルギー」の課題について、 "ThinkGlobally, Act Locally" (地

＊球規模（レベル）で考え、地域で行動する）の視点で検討してみたい。

***************************  ＊ 

＊
 

＊ 

＊
 

＊ 

＊ ＊ 

＊
 

＊ 

＊ ＊ 

＊
 

＊ 

講師紹介
なかむら てつお

中村哲雄 岩手県葛巻町長

略歴：

昭和 23年 岩手県慈巻町生まれ

昭和 46年 日本大学農獣医学部（獣医師）卒業後、葛巻町役場勤務

昭和 51年 社団法人窮巻町畜産開発公社出向、以降 23年間勤務

昭和 63年 同公社専務理事

平成 11年現職、現在 2期目 。

この間、岩手大学農学部獣医学科非常勤講師、農林水産省や農林業関係委

員等を歴任。また、岩手県新エネルギー・省エネルギー促進懇話会（平成

14年度使命を果たし解散）委員を務め、現在は、風力発電推進市町村全国

協議会副会長、バイオガス事業推進協議会監事等を務める 。
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講義内容

＊ ＊＊＊＊ありがたい• もったいない —雪国の太陽光発電ー ＊＊＊＊ 
＊ 

＊

＊

 

鈴木ふじ子 ＊ 

雪国での太陽光発電は、積雪の影響と日照時間の少ないことから、あまり有効ではな ＊ 

＊ 
いと 言われていました。 しかし、昨今の地球環境の悪化・温暖化、またエネルギー事情

＊ 

＊ を考えたとき、「次世代に負の遺産を残してはならない」との強い思いから、太陽光発電 ＊ 
＊

＊

 

＊ 

の設置にふみきりました。

また、ふだん当たり前のように受けている太陽や風の恩恵（自然エネルギー）を「あり

*

＊

*

 

＊ 

＊
 

がたい もったいない」と家造りに活かし、消費エネルギーを抑えました。

設置して 3年、雪国でも充分な発電量をあげることができ、積雪の問題も少ないこと ＊ 

＊ がわかりました。現在は自治体からの補助金も追い風になり、太陽光発電の輪が大きく ＊ 

＊ ひろがっています。

＊ これから設置を検討されている方・興味をお持ちの方に、 一市民としての立場から我 ＊ 

＊が家の事例をご紹介します゜ ＊ 
***************************  

講師紹介

すずき

鈴木ふじキ 自然エネルギーを考える会監事

略歴：

自然エネルギーを利用した家造りと、電力の自給に典味を持ち、自宅新築の際に太陽

光発電を設置。平成 12年 12月1日より余剰電力の売電を開始し、平成 13年は大雪にも

かかわらず年間電気料 l円という実績をあげた。

平成 14年 山形県主催「山形県エコ住宅・コンセプト・システム部門」佳作入賞

自然エネルギーを考える会には、設立時より参加。

現在の主な活動等：

自然エネルギーを考える会・太陽光ワーキンググループ所属

同会省エネワーキンググループ主催 「エコ・エコ トーキング」 講師

平成 15年より 省エネルギーセンター認定省エネルギー普及指導員
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊ 風力発電所と町民節電所のある町“立川町"* ＊＊＊ ＊＊ 

＊
 

阿部金彦 ＊ 

＊ ＊ 

＊
 

悪風“清川ダシ”を利用しようと風力発電に挑戦し続けてきた立川町。現在は 11基の ＊ 

＊ 風力発電機で、町全体が使用する電気の約 56.7%を賄うまでになり、2010年までに 100% * 

＊ を目標としている 。 また、町の面積の約 80%を占める山林を活用した木質バイオマスの ＊ 

＊ 利用や、小規模水力発電、太陽光発電、 雪氷冷熱エネルギーの利用など、農山村の豊か ＊ 

＊ な自然を活かした『自然エネルギー 100%のまちづくり」を目指している 。 ＊ 

＊ ー方、エネルギー供給サイドとしての風力発電等の導入のみならず、需要サイドにお ＊ 

＊ ける省エネルギーの取り組みを平行して進めることにより、省エネ・省資源型のエコラ ＊ 

イフの実現と、町民参加型の環境まちづくりを目指している 。

その中心が‘‘町民節電所"運動で、町内の各家庭で省エネすると、その分エネルギー ＊ 

＊ が余ることになり、そのエネルギーを積み重ねることにより「風力発電所」を建設した ＊ 

＊
 

＊ ことと同じになるという発想で、地域通貨制度を導入し参加者が楽しく得をする仕組み ＊ 

＊ で、家計も地域も地球も元気になる‘‘節電所"づくりを進めている 。
＊
 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ** 

講師紹介

あぺ かねひこ

阿部金彦 立川町役場環境課新エネルギー推進専門員

略歴：

1956年立川町生まれ。1975年に立川町役場就職。税務課、教育委員会、総務課（広報

係）を経て、 1983年から企画開発課に勤務。以降、 1990年から 10年間風力発電の導入

と、‘‘風”をテーマとした町おこしプロジェクトの担当として従事。2000年より新設の

環境課に移り、「環境まちづくり基本構想』や『省エネビジョン』策定などを担当して、

2004年より新設の新エネルギー推進係。‘‘風力発電所と町民節電所のある町”をキーワ

ードに、住民参加型のエネルギー政策を推進中。
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講義内容

＊＊循環型社会とまちづくり—コンパクトシティをめざして—* * ＊ ＊  
＊

＊

 

鈴木浩 ＊ 
20世紀とくにその後半、高度経済成長を基礎にしたスピードとスケールを競う地域政 ＊ 

＊ 策の展開、都市における人口および世帯数の急増、車社会の発展などが地域社会や都市 ＊ 

＊ の姿を一変させました。そして 21世紀、環境・資源問題に端を発した維持可能な社会の ＊ 

＊ ぁり方が鋭く問われることになったのです。サステイナブルシティやコンパクトシティ ＊ 

＊ の考え方が大きく浮上してきましたが、これまでの地域開発や都市政策のあり方を根本 ＊ 

＊ から見直すことにもつながっているといえます。

ここでは地方都市の市街地拡大の動向、中心市街地と郊外住宅地や周辺の農村部の関 ＊ 
＊
 

＊ 係、都市と都市との連携のあり方、省エネルギー型のライフスタイルと都市のあり方な ＊ 

＊＊どを通してコンパクトシティの考え方を提起してみます。

* * * ************************  ＊ 

講師紹介

すずき ひろし

鈴木浩 福島大学地域創造支援センター教授

専門分野：地域および都市計画、地域居住政策

現在の研究テーマと内容：

グローバリゼーション、超少子高齢社会の進行、経済社会の長期低迷、行財政改革

など、わが国の地方自治体や地域社会は激動の中にあり、国土の不均衡化が進行して

います。そのような中で地域社会再生に向けたさまざまな活動が繰り広げられており、

これまでの行財政や法制度の枠組みを根本から見直すような動きにもつながっている

と思います。そのような中で地域計画に関わる研究として取り組んでいる主な研究テ

9À
磁泌

ーマは次のとおりです。

① 地域社会再生に向けての「合意形成」と「政策形成」のシステムの形成

② 広域的連携を視野に入れたコンパクトシティ像の構築

③ 地域居住システムの形成と地域居住政策の体系化

現在の主な活動等：

国土交通省東北地方整備局事業評価監視委員会委員

福島県総合計画審議会会長

福島県公共事業評価委員会会長

福島大学阿武隈川流域総合調査プロジェクト代表

特定非営利活動法人超学際的研究機構代表理事
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講義内容

＊
 

＊
 

＊ 
＊＊＊ ＊＊ 住民と共に進める環境づくりを目指して ＊＊＊＊＊ 

＊ 
中越武義 ＊ 

環境と人権の 21世紀を迎え、国と地方、住民と行政といった国政や地方自治を取り ＊ 

＊ 巻く社会システムの大きな時代変化の中、先人たちに築いていただいた魅力ある祷原を ＊ 

＊ 未来へ引き継いでいくことを目的に、積極的な意志をもたれた町民に参加いただき、住 ＊ 

民と行政が一体となり総合振典計画 「森林と水の文化構想」を作成。そのキーワ ー ドを「環
＊
 境」「健康」「教育」に求め、「共生と循環の思想」の基、環境をテーマとした町づくりを進

めている 。 自然を活かし、町をおこす取り組みとして、風力発電で得た収益を環境基金

＊ として積み立て、森林整備や未利用資源の活用費用に充てているほか、「環境の里づくり ＊ 

＊ 推進委員」制度をつくり、環境に対する啓蒙活動を行ったり、来年にはエココミュニテ ＊ 

＊ イーセンターを設置する予定で、住民自らが地球温暖化防止に貢献していることを実感 ＊ 

＊ できる仕組みを構築するなど、人材育成にも力を入れている 。

* *** ************** * *********  * 

＊
 

＊
 

＊
 

講師紹介

なかごし tけよし

中越武義 高知県高岡郡梼原町長

略歴 ：

昭和 37年梼原村役場に就職後、梼原町議会事務局長、産業経済課長、保健福祉課長、

建設課長、梼原町助役を歴任し、平成 9年 12月梼原町 （第 3代目）に就任。

現在の主な取り組み：

環境に優しく、自然と共生した暮らしを実現していくため、風力発電施設の設置や、

地中の温度差を利用した温水プールの建設をはじめ、町内の公共施設に太陽光を設置す

るなど、積極的に新エネルギーの導入を図っている 。また、高知県西部地域 14市町村参

加の基、広域に渡る新エネルギービジョンを作成し、今後の市町村連携と、新エネルギ

ーの導入促進、環境に負荷の少ない暮らし方の追求を呼びかけている 。

また、地方分権社会をひかえ、 6人の課長に対し 1億円事業の提案実施を呼びかける

など、新しい形の地方自治の導入に積極的に取り組んでいる 。
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講義内容

＊＊＊＊＊  環境への負荷を軽くするエネルギーの地産地消 ＊＊＊＊＊  

＊

＊

 

下津義博 ＊
 

南九朴1を主な生活の基盤として、環境に係る技術者として生計を立ててきた私が、環 ＊ 

＊ 境とエネルギーについて日ごろ考えていること、実行していることを述べてみたい。

＊ 私たちの日本という社会は、明治以来、西洋化・富国強兵・鉱工業化を推進めてきた。

＊ このうち、富国強兵の方向は、 1945年に破局を来たしたが、他の方向は過去から現在に ＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ 

至るまで、 1世紀近く継続しており、結果としてエネルギー多使用社会を築いてきた。

現在の私たちが直面している問題は、社会システムが、エネルギー多使用を前提とし

て成立しているなかで、いかに少エネルギー消費型の生活をしていくかを考え、かつ、

＊ そのような生活様式を無理なく構築していくかということである 。

＊ 

＊ 

＊

＊

＊

 

＊ 

＊ 

＊
 

私が行っている活動の中で、ミャンマーの活動を、私たち日本の合わせ鏡としてお話 ＊ 

＊ しながら、自然エネルギー豊かな日本での少エネルギー消費型生活について、皆様と 一 ＊ 

＊ 緒に考えていきたい。

＊ 
＊ 

***************************  * 

講師紹介

しもつ よしひろ

下津義博 財団法人宮崎県環境科学協会水質技術部部長

専門分野：環境測定、水処理、労働衛生工学、環境教育

現在の活動内容：

化学を基礎とした環境に係る技術者として、これまで培ってきたことを 生かして、国

内外で環境の諸問題解決に取り組んでいる 。また、太陽光発電等自然エネルギー利用を

推進する NGO活動にも取り組んでいる 。

バングラデシュ国における地下水砒素汚染対策 (NP0アジア砒素ネ ッ トワーク ）

ミャンマ一国における学校支援、少数民族地域での小水力発電、風力発電設置、

森林破壊回復のための植林 (NG0 ミンガラバー地涌の会）

太陽光発電等自然エネルギー利用を推進する活動 (NG0 ひむかおひさま共和国）
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講義内容

** * * * * *地球保全のための、これからのエネルギー＊＊＊＊＊＊ 
坂井正康 ＊ 

＊ 大型台風の頻発、豪雨と早魃、猛暑と暖冬など気象異変を感じない人はいないであ ＊ 

＊ ろう 。 これを地球温暖化の影響とみて不思議ではない。同時に石油の高騰によるエネ ＊ 

＊ ルギー危機も身近に感じる今日この頃である 。 化石燃料の大量消費と地球環境は密接 ＊ 

＊ な関わりをもっている 。一方、化石燃料の枯渇が迫っていることを誰もが知っていな ＊ 

＊ がら、依然として化石燃料漬けの社会から脱皮できないでいる 。 ＊ 

* 21世紀に私達が為すべきこと、それは持続可能な循環型社会の構築であり、その糸 ＊ 

＊ 口が化石燃料から再生可能エネルギーヘの転換である 。化石燃料消費を量的に代替可 ＊ 

＊ 能な再生可能エネルギーは水カ・地熱・風カ・太陽光・バイオマスしかない。 ＊ 

＊ このうち、私はバイオマス（草、木、生ごみ、糞尿など）に注目したい。エネルギ ＊ 

* ―先進国EUはバイオマスを再生可能エネルギーの主柱にし、 2010年までに全エネルギ ＊ 

＊ ーの 15%、2050年には50%を達成するとしている 。これは自動的に京都議定書の目標 ＊ 

＊ 値をクリアするものである 。21世紀エネルギーの主役はバイオマスであることは間違 ＊ 

＊ いないが、バイオマスを広く利用するためにはエネルギー変換技術が必要である 。 ＊ 

＊ これまでのエネルギー変換技術と新しく開発された技術を紹介しながら、これから ＊ 

＊ のエネルギー、循環型社会の構築について考えてみたい。
＊ 

* *  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

講師紹介
さかい まさやす

坂井正康長崎総合科学大学人間環境学部教授

専門分野：エネルギー工学、環境システム工学、熱工学

現在の研究テーマと内容：

草本系・木本系のバイオマスを利便性の高い燃料形態への変換技術の開発

が主な研究テーマである 。新しく開発した浮遊外熱式高カロリーガス化法を

基本としていて、水蒸気改質反応によって得られる生成ガスはメタン・プロ

パンの燃焼温度を越えるクリーン・高カロリーガス燃焼となる 。用途開発研

究として、ガスエンジン発電、メタノール合成実験も行っている 。 このうち

ガス化発電コ・ジェネレーションシステム開発では、「農林バイオマス 3号機」

として 50kW発電実証実験中で、平成 17年度には実用機が誕生する運びとな

った。

現在の社会活動：

• 長崎県「長崎県バイオマス利活用推進協議会」委員

• 長崎県廃棄物処理施設専門委員会委員

文部科学省化学技術政策研究所・科学技術専門家ネットワーク調査員

地域新エネルギービジョン策定委員 9件
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＊＊  *******  

講義内容

エネルギー循環と環境問題 * * * * * * ＊＊  

＊ 
＊
 門出政則 ＊

 

＊＊  

＊ 化石燃料を中心としたエネルギーの大量消費 は、我々に物質的な豊かさをもた らすと同時 ＊ 

に地球を取り巻く大気に大量に CO2を排出し、大きな環境負荷をかけ続けてきている 。 ＊ 

また、新たに開発された化学物質の中で熱輸送する媒体として広く利用されたフロン系冷 ＊ *~ 

媒も豊かさと便利さと引き換えに地球環境に大きな負荷を掛けている 。そしてこれらの環境 ＊ 

＊ 負荷物質の排出は、地球温暖化の元凶とな っています。 ＊
 

＊
 21世紀は、人間の活動に必須なエネルギーと地球環境との調和を保ちながら、新たなエネ ＊ 

＊ ルギー社会を構築する必要が求められている 。水素を核としたエネルギー循環社会は、その ＊ 

＊ ょうな期待を担うことになる 。

* 2次エネルギーである水素を製造し、それをエネルギーに変換する装置（燃料電池）の現 ＊ 

＊ 状を紹介し、エネルギー循環と環境について市民の皆様と一緒に考えてみたい。 ＊
 

＊＊  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

講師紹介

もんで まさのり

門出 政則 佐賀大学理工学部教授・佐賀大学海洋エネルギー研究センター長

専門分野： 熱工学

現在の研究テーマと内容：

エネルギーの有効利用や軽水炉や核融合炉の安全設計と解析に関連した研究として高温面

の急速非定常冷却に関する基礎研究、エネルギー循環の核として注目されている水素の貯蔵

に関する基礎研究、海洋温度差発電の作動流体として利用されるアンモニア・水の沸騰熱伝

達や吸収過程に関する研究を行っている 。

現在の主なテーマは、

1. 300℃以上の高温面の急速冷却中の伝熱特性に関する研究

2. 水素吸蔵合金の熱物性の測定と吸蔵合金タンクの伝熱特性に関する研究

3. アンモニア蒸気のアンモニア水溶液への吸収過程に関する研究

現在の主な活動等：

佐賀大学海洋エネルギーセンター長

「燃料電池自動車実証試験推進委員会」お よび「燃料電池自動車用水素供給設備実証研究」

委員

21世紀COEプログラム「海洋エネルギーの先導的利用科学技術の構築」拠点リーダー

~ l 
＇ 
• ' ;::,、 -t!!!..a.i
' 
-, 
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講義内容

＊ * * * * * * 地熱エネルギーとバイナリー発電 ＊＊＊＊＊＊＊  

＊ 熊谷岩雄 ＊
 

＊ 地熱エネルギーを利用した発電は、地中深くから取り出した蒸気で直接タービンを回 ＊ 

＊ して発電するものと、地中から取り出した蒸気や熱水で低沸点媒体を蒸発させこの蒸気 ＊ 

＊ でタービンを回すバイナリー発電があります。

地熱発電の特長には二酸化硫黄、窒素酸化物あるいは二酸化炭素等の排出量が極めて
＊ 

＊ 

＊
 

少ない環境にやさしいクリーンエネルギーであること、純国産エネルギーであること、

燃料が不要であること、半永久的に安定して利用できる再生可能エネルギーであること

等があります。

＊ 
今回の講演ではこれらの地熱エネルギーや発電の仕組みを説明し、これに加え石油、

＊ 石炭、 LNG(液化天然ガス）などについて、世界または日本における利用状況の事情、

＊ またこれらのエネルギーを利用したわが国の電力事情を紹介します。

＊
 

＊ 

＊
 

＊ 

*

＊

*

 

＊ ＊ * ***************************  * 

講師紹介

くまがえ いわお

熊谷岩雄 九州電力株式会社八丁原地熱発電所所長

主な業務：

九州電力（梱に入社以来、火力発電所の建設や管理運営業務に従事し、石油焚火力をは

じめガス焚火力や石炭焚火力、さらに地熱発電所にも勤務してきました。 この中でも地

熱発電所との関わりが多く、八丁原地熱発電所の建設計画や山川、大霧、滝上地熱発電

所の計画に携わってきました。

地熱発電所の建設計画では、地熱資源である熱水が地下に存在することを調査するこ

とからはじまります。最初は地質調査 からいつ頃の火山か、物理探査や熱流速探査等か

ら地下の熱水の存在を確認します。 この確認が終ると蒸気井の掘削に入ります。ここで

発電が可能かどうか、蒸気の量、圧力、温度を計測し、経済的に発電が出来ることを検

討します。地熱発電所が出来るまでには節目が多くありその中には幾多の障害 もありま

す。このように地熱を発見しいかに取り出すか、自然エネルギー相手の業務に従事して

きました。

現在は八丁原、大岳、滝上の 3地熱発電所の管理運営を行っており、その中でも地下

のエネルギーを半永久的に利用することに注力しています。
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講義内容

＊ 資源循環型まちづくりのためにバイオマスから新エネルギーを生産しよう！ *• 
＊

＊

＊

 

＊
 

木田建次 ＊ 

＊
 

＊ 
大量生産、大量消費により生活に豊かさを得たが、その代償として地球温暖化、大量 ＊ 

＊ 廃棄による最終処分地の問題などが顕在化した。特に一次エネルギーの約 98%を輸入し ＊ 

ているわが国は、化石燃料に頼ることなく新エネルギーを生産する技術を開発し、地球
＊ 

＊

＊

 

＊ 

温暖化に少しでも貢献していかなければならない。

現在、排出される廃棄物の約 60%が生物系廃棄物（廃棄物系バイオマス）である。こ

の廃棄物系バイオマスを用いてメタン発酵やアルコール発酵によるガス状および液状燃
＊ 

＊ 料を生産する技術開発を行っている。

＊
 

＊
 

＊

＊

＊

 

＊ 

これらのエネルギーを地産地消し、住民の皆様と資源循環型町造り （バイオマスタウ ＊ 

＊ ン）を進めることにより、地域の活性化に貢献していきたい。
＊
 

＊＊  * ***************************  * 

講師紹介

じ
次蘊だ

田き木 熊本大学大学院自然科学研究科教授

専門分野：環境バイオ、発酵、醸造

現在の研究テーマと内容：

バイオマスタウンを実現するために、廃棄物系バイオマスを未利用資源としてとらえ、

バイオテクノロジーを駆使して利活用プロセス（サーマル・マテリアルリサイクル）の

開発を行っている。

1. 凝集性酵母を用いたアルコール発酵による燃料用エタノールの生産

2 . 生物系廃棄物のメタン発酵によるサーマルリサイクル

3. メタン生成経路およびそれに関与する微生物叢の解析に関する基礎研究

4. ゼロエミッション焼酎・醸造酢製造プロセスの開発

5. 汚泥および窒素・リンを排出しない下水処理プロセス開発

6. メタン発酵を主体とする水環境に関する研究
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講義内容

＊ ＊＊＊＊ 洋上風力による環境調和型エネルギーの開発＊＊＊＊ ＊ 
＊

＊

＊

＊

 

ー沖縄・日本の可能性ー

永井摸

＊

＊

＊

 

地球温暖化防止は 21世紀人類の正真正銘待ったなしの課題と言える。京都議定書の
＊
 

＊
 

＊
 

発効を目前に控え、米国を含む全ての議定書調印国は真摯にこの課題と向き合い、その

「温室効果ガス削減目標値」達成に努めねばならない。講演では、環境調和型エネルギ

＊ ーの旗手と目される風力発電を取り上げ、その世界的な普及状況、日本と沖縄の使命と ＊ 

＊ 可能性、さらに洋上風力発電の近未来について述べる。 ＊ 

＊ すなわち、先ず現在の世界の風力発電普及は 4000万 kW超すなわち既に標準的原子力 ＊ 

＊ 発電所 40基超の規模に達しその大半が EU諸国の努力によって達成されていることを述 ＊ 

＊ べ、相対的に遅れをとっている日本と米国は「眠れる獅子」であることを明らかにする。 ＊ 

＊ 次に、沖縄県の「新エネルギービジョン」と与那国島の成功例を示し、沖縄県のみでも ＊ 

＊
 

＊
 「ウインドフォース 12」すなわち全電力需要の 12%を風力発電のみで賄うことが可能で ＊ 

＊ ぁることを述べる。最後に、洋上風力の可能性と、沖縄の島々が将来「自然エネルギー ＊ 

＊ 
に恵まれた宝島」となることを明らかにする。

＊ 

＊

＊

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

講師紹介

ながい ばく

永井摸 琉球大学工学部教授

専門分野：機械工学、流体力学、海洋工学、エネルギー工学

現在の研究分野と内容：

1. 風力発電研究：水平軸可変ヒ°ッチ小型風力発電システムの開発研究、風車用薄翼の

開発研究等を続け、新考案七円弧薄型翼を特許出願した。

2. 振動翼推進機構の研究：イルカやマグロ等の尾びれによる高速遊泳能力について 30

年来研究し、最近は自動遊泳ロボット魚の開発に従事。

3. 海水資源化研究：海水より真水と塩を同時に効率良く取得する「一石三鳥ボイラ」

を考案し、現在「製水製塩装置」の実用化研究を推進。

4. ヘキサフロートによる洋上多目的空間の創造研究： 1辺 10mの正六角形コンクリー

ト製フロート（高さ 2.5、重量 480ton、体積 650吋）の開発に成功し、現在継続し

て大型浮体係留方法の研究開発、ヘキサフロートの商品化等に従事。

5. 渦輪、渦対の挙動に関する研究：従来流体力学理論の 1定説の誤りに気付き、理論

的実験的探究を続けている。
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＊
 

講義内容

＊＊＊＊＊＊＊ 地球環境と風カエネルギー ＊＊ * * * * ＊＊ 
＊ 

西道弘 ＊ 

＊
 ＊

 ＊ 

＊ 
異常気象が異常であると感じなくなった近年ですが、これを地球温暖化に伴うものと意識 ＊ 

して、その防止に向けての組みを進めることは、次の世代を思いやる人としての立場からは ＊ 

＊
 

＊
 

＊ 

＊

＊

 

時宜を得ていると捉えています。

さて本市民講座は、多くの人々にエネルギー問題、環境問題を自分達自身の問題として、

エネルギーの削減・環境の保全に取り組んでいただくことを目的にしていると聞きました。

私も 1996年頃から出前の注文があれば、主として小学校に出向いて標題の話と紙工作からな

る授業を行い、理科学の楽しさと共に「環境とエネルギーは一緒のもの ・友だち」という体

＊ 感を配達しているつもりです。 この会合におきましても、講演者の環境 ・エネルギーヘの思

＊ いと体験を披露し、馴染み難いといわれるエネルギーを今なぜ考える必要があるのかについ

＊ て、皆さまのご理解を得ることができればと願っています。

*
~ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ** 

講師紹介
，ーし みちひろ

西道弘 九州工業大学工学部機械知能工学科教授

専門分野 ：流体工学、流体機械学、環境エネルギー学

現在の研究テーマと内容：

環境とエネルギー（新エネルギー、省エネルギー）分野での社会貢献を意識して、空気や

水のような流体が装置や機械の内外でどのように運動しているか、いかに運動してほしいか、

都合のよい運動にするための方法などを研究している 。具体的には、

1各種流体機械とその要素内流れの解明と高性能化

2剥離流れを含む、各種流れのコントロール

3安心•安全なマイクロ風車（ダウンウインド型風車、抗力可変型垂直軸風車）の開発

現在の主な活動等

・九州総合エネルギー対策推進会議委員・エネルギ一環境教育部会長（九朴1経済産業局）

・九州グリーン電力基金運営委員会委員長（九朴1地域産業活性化センター）

・省エネモデル校推進事業地区委員会委員長（省エネルギーセンター）

・自然エネルギー研究会会長
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講義内容

* * * * *いま望まれる新エネルギー導入と省エネルギー行動 ＊＊＊  ＊ 
＊
 

＊
 

＊ 中村安弘 ＊
 

＊
 現在の地球温暖化問題は、これまで人間にとって無限と思いこんでいた大気の環境容 ＊ 

＊ 量が、人間活動によって排出される地球温暖化ガス排出量に比べ相対的にもはや有限の ＊ 

＊ 
存在になってしまったことに起因している 。この地球規模での環境問題に対処するため、

＊ 

＊

＊

 

＊ 

＊
 

気候変動枠組条約締結国会議が 1995年にベルリンで開催されて以来毎年開催され、国際

協調の重要性と各国の CO2排出量の削減努力を強く訴えている 。2005年 2月には COP3で

採択された京都議定書が発効し、わが国も京都議定書の目標達成に向け、産官学民が連

*

＊

*

＊

 

＊ 携しての新エネルギー導入と省エネルギー行動による CO2削減が急務となっている。本市 ＊ 

＊ 民講座では、主に身近な山口県における地球温暖化対策としての新エネルギー導入と省 ＊ 

＊ エネルギー行動の現状について紹介し、いま我々が成すべきことについて考えてみたい。 ＊ 

＊ ＊  * ********** * ************* * ** * 
講師紹介

なかむら やすひろ

中村安弘 山口大学工学部感性デザイン工学科教授

専門分野 ：環境エネルギー工学、建築環境工学、建築設備工学

現在の研究テーマと内容 ：

人を取り巻く環境を構成する光・熱環境の解析、感性を取り入れた人口環境の要素設

計、快適空間を創造するための建築環境・設備工学および自然エネルギーを活用した環

境共生手法に関する研究を行っており、具体的には次の研究に取り組んでいる 。

(1) 環境工学的視点からみだ快適住環境の創造・デザインに関する研究

(2) 建設設備システムの最適設計と評価に関する研究

(3) 環境エネルギーの利用とその環境影響評価に関する研究

(4) 都市環境の創造と保全に関する研究

現在の主な活動

山口県周南コンビナート省エネルギー事業化 FS調査委員会委員長

山口県バイオマス等未活用エネルギー事業調査に関する委員会委員長

周南市地域新エネルギービジョン策定委員会委員長

周南市公共施設省エネルギー改修プラン策定協議会委員長

宇部市地球温暖化対策ネッ トワーク幹事会幹事長 など
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊  鹿児島県地球温暖化対策推進計画（案）について ＊＊＊＊  

＊ 
＊ ＊  

＊ 

鎮寺裕人 ＊
 

＊ ＊
 

＊ 

＊
 

＊
 

＊ 

我が国は、 1997年 12月に開催された地球温暖化防止京都会議 (COP3) で採択された

京都議定書で、温室効果ガスの排出量を 2008年から 2012年の間に、 1990年に比べ 6%

削減することを約束しました。そして、 2005年 2月にはいよしヽよ京都議定書が発効する
＊
 

＊ ことになりました。
＊
 

＊ しかしながら、この削減目標の達成は容易なことではなく、国民各位のさらなる努力 ＊ 

＊ が必要です。

＊ このようなことから、本県においても地球温暖化対策推進法第 20条に基づき、本県の ＊ 

＊ 自然的社会的条件に応じた温室効果ガスの排出抑制のための計画を策定することとし、 ＊ 

＊ 本年 3月の計画決定を目指し、現在作業を進めているところです。 ＊ 

＊ この 「鹿児島県地球温暖化対策推進計画（案）」の概要について、紹介させていただき ＊ 

ます。
＊ 

＊
 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ** 
＊ 

講師紹介

ちんじ ひろと

鎮寺裕人 鹿児島県環境生活部環境政策課主幹兼環境計画推進係長

平成 14年 4月から現職

現在の主な担当業務

地球温暖化対策

計画策定、県民運動の推進、環境フェアの開催などの普及啓発

県庁環境保全率先実行計画の推進

環境学習の推進

環境学習アドバイザーの派遣、こどもエコクラプの活動支援

基本方針の策定
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講義内容

＊ 
＊＊＊＊世界を含めたエネルギー事情と原子力について＊＊＊＊ ＊ 
＊ ＊  

＊ 内山洋司 ＊
 

＊ ＊ 

＊
 

＊ 

世界は開発途上国において、エネルギー需要が急増している 。特に中国を中心にして
＊ 

＊ 
アジア地域の需要増は著しく、この地域におけるエネルギーの安定供給の確保と環境対

＊

＊

 

策が急務となっている 。2003年 10月に政府は、‘‘安定供給の確保"、“環境への適合“、

＊ 市場原理の活用“を基本とした「エネルギー基本計画」を発表した。その具体的な対策 ＊ 

＊ の 1つに、わが国のエネルギー自給率を向上するために原子力と新エネルギーの開発と ＊ 

＊ 導入を着実に推進していくが掲げられている 。 ＊ 

＊ エネルギー基本計画には、長期的、総合的かつ計画的に構ずべき施策の 1つとして原 ＊ 

＊ 子力発電の開発 ・導入について記されている 。原子力発電は、安定供給、地球温暖化対 ＊ 

＊ 策の観点から優れた特性を有するエネルギーであり、安全性確保を大前提に基幹電源と ＊ 

＊ して推進し、核燃料サイクルについても安全性及び核不拡散を確保しつつ推進すると、 ＊ 

＊ 原子力技術の重要性が明記されている 。
＊ 

＊ 

＊ 

エネルギー基本計画が新たに制定され、また前回の長期計画から 5年が経ったことで ＊ 

原子力を取り巻く環境が少なからず変化してきたことから、原子力委員会は、新しい長
＊ 

＊ 

＊ 

期計画を策定する「新計画策定会議」を設置した。講演では、策定会議の中で特に注目

＊ されたテーマである「核燃料サイクル政策の今後のあり方」について審議の結果を説明 ＊ 

＊ する 。 ＊ 

* ***************************  * 
講師紹介

うちやま ようじ

内山洋司 筑波大学大学院システム情報工学研究科教授

専門分野：エ ネルギーシステム分析、技術評価、技術経済、リスク工学

現在の研究テーマ：

産業連関分析法による省エネルギーと CO2改善分析

分散型技術の技術 ・経済評価

リサイクルによる環境改善の効果分析

超長期エネルギー需給から見た化石燃料の資源枯渇と地球温暖化影響

SD手法による核燃料サイクルのシナリオ評価

産業連関法に よる建築物の環境影響分析
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講義内容

一＊ 
＊＊＊＊ ＊＊＊加速させよっ！家庭の省エネ推進＊＊＊＊＊＊ ＊ 

＊ 
＊ ＊  

＊
 土田茂通 ＊

 

＊

＊

 

＊
 

本年 2月 16日に京都議定書は発効、わが国では地球温暖化対策推進大綱の評価見直し ＊ 

＊ 中ではあるが、この約束を守るには困難な状況にあると思える。民生における二酸化炭 ＊ 

＊
 素の増加が問題になっている状況の中で、市民は自ら出来る CO2発生の削減に努力する自

覚をもち、さらに加速させる必要があると考える。

＊
 

＊ ＊ 

＊
 

私は、家庭における CO2削減の実践として、①家庭における環境負荷の洗い出し、②省

＊ エネ実践開始のき っかけ、③ライフスタイルの見直しとは、④実践で管理のサイクル PDCA * 

＊ を廻す、⑤省エネ効果は CO2で把握、費用削減で楽しむ、 5項目を中心に、 5年間の自分 ＊ 

＊ の環境家計簿のデータを引用して説明を行い、家庭における CO2発生の削減に未着手の人 ＊ 

＊ には開始させ、進めている人は加速させるためのメッセージを伝えたいと考えている。 ＊ 

＊ ＊  * ***************************  * 
講師紹介

っちだ しげみち

土田 茂通 NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会・理事長

専門分野：環境省に登録している環境カウンセラーの専門分野は

大気、廃棄物、エネルギー、市民活動、地球環境問題、機械装置

現在の主な担当業務

① NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会における活動

本日の話に関連する活動では、自分の家庭の関係家計簿を活用した CO2削減

について研究発表・事例報告・講習会などの講師を行ってきた。最近の例

では、平成 15年には千莱県よりの委託事業「地球温暖化防止活動推進員の

養成・プラッシュアップ研修会」を責任者として実施し、科目としては「家

電製品、自家用車の省エネルギーを担当した。

② 市民団体 アースコン・マッドにおける活動（代表 土田茂通）

千莱県地球温暖化防止活動推進員の松戸市在住者 17人でアースコン・マツ

ドを設立し活動。平成 15,16年には「夏休みのこども環境講座」 4~5日コ

ースを松戸公民館主催、アースコン・マツドが企画運営した。市民と行政と

のパートナーシップの確立を目指している。
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講義内容

＊＊＊＊＊＊＊＊脱温暖化に向けた地域づくり

＊ 

＊
 

＊＊＊＊＊ 

上園昌武

* * * 
＊
 

＊
 

＊ 
京都議定書が 2005年 2月に発効したことにより、先進国は排出削減に向けた取り組み ＊ 

＊ を実施しなければならない。日本は「地球温暖化対策推進大網」を中心とした施策を実施 ＊ 

してきたが、二酸化炭素などの排出量が大幅に増加している。現在、政府は「京都議定
*

＊

*

＊

 

書目標達成計画」を策定中だが、実効性のある計画にするためには様々な論点で抜本的

に見直す必要がある。

島根県は、 2005年 3月に「島根県地球温暖化対策推進計画」を改正し、 4つの重点施 ＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ 策を実施することにより、 2010年の二酸化炭素排出量を 1990年比で 2%削減しなければ ＊ 

＊ ならない。各主体がどのような役割で温暖化対策に取り組むべきか、地域づくりという ＊ 

＊ 視点から取り組みのあり方について考えてみたい。 ＊
 

＊＊  
*** * ************************  * 

講師紹介
うえぞの まさt-け

上園昌武 島根大学法文学部法経学科助教授

専門分野：環境経済論、環境政策論

現在の研究テーマと内容：

地球温暖化問題に関する国内外の政策動向の分析と制度設計に関する研究を行ってい

る。現在の主な研究テーマは、

1. 日本国内の地球温暖化問題に関する政策の分析と制度設計

2. 欧州の産業界の地球温暖化防止政策の事例として、オランダ、デンマーク等の環

境協定の分析

3. 日本、韓国、台湾の地球温暖化対策の可能性に関する定量的な分析

現在の主な活動等：

「地球温暖化防止に向けた環境協定の効果」に関する研究 (2004年度昭和シェル

財団石油環境研究助成金）

「地球環境政策の成立過程におけるアジア市民社会の関与」（文部科学省学術フ

ロンティア推進事業・明星大学アジア環境研究センター「アジアにおける環境問

題の社会的背景と環境政策」 2004,....,06年度）プロジェクト・リーダー

• 島根環境アドバイザー

駆

-94 -



21COE市民講座

講義内容

＊＊鳥取県における地域エネルギー利用とその普及に向けて ＊＊ 

＊
 

＊ 

＊

＊

 

＊ 田川公太朗

＊ 
「環境先進県」を目指す鳥取県では、その電力自給率が 14.1% (平成 15年度）と低い

＊ ことから、自前電力として自然エネルギーの開発• 利用が重要課題となっている。

このような状況の下、本講演では、標題にある「地域エネルギー」をその地域の自然 ＊ 

環境や産業に適した新エネルギーとして考え、その中でも主に風力、太陽、小水力など ＊ 

＊ 

＊ 

＊
 

の自然エネルギーを取り上げる。県内の各地域で進んでいる自然エネルギー利用の取り ＊ 

組みや実践例、各エネルギー関連施設などを紹介しながら、その中で技術的な内容につ ＊ 

＊ いても解説する 。 また、鳥取県地域における自然エネルギーの利用・普及に向けて、解 ＊ 

決すべき課題や今後の展望などについても提起したい。

＊
 

講座に参加した市民の方々が、鳥取県に特徴的な自然エネルギーを身近に感じていた ＊ 

＊ だくことで、地域エネルギー利用について意識• 関心が高まれば幸いである。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
＊ * *******天＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

講師紹介

たがわ こう t-ろ

田川公太朗 鳥取大学地域学部地域環境学科助教授

専門分野： 自然エネルギー利用（主に風カエネルギー）、化学工学、伝熱工学

現在の活動内容：

化学工学あるいは伝熱工学を基礎に、蓄熱システムや海水淡水化システムの開発に関

する実験的・数値解析的研究を行った経験をもっ。4年前に鳥取大学に着任してから現

在に至るまで、主に風カエネルギー利用に関する以下の研究を行っている 。 また、 学生

と共に実施した鳥取県東部地域の自然エネルギー資源の評価と利用法に関する調査をき

っかけに、研究レベルヘの展開を図っている 。

1. 小型垂直軸風車の出力性能改善に関する研究

2. 洋上風力発電のための洋上風況精査システムの開発

3. 自然エネルギーを電力源とする、熱電素子あるいは吸湿剤利用小型造水装置の開発
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講義内容

********地域から進める地球温暖化対策＊＊＊＊＊＊ ＊ 
＊ 
＊ 浅 羽 理 恵

＊

＊

 

＊ 
今年 2月 16日、「京都議定書」が発効しました。 これから日本は、 二酸化炭素などの

＊ 温室効果ガスを 1990年の排出量から 6%削減しなくてはなりませんが、わたしたちも

＊ 他人事ではありません。二酸化炭素は私たちの生活からも多く排出されており、 一人一
＊ 

＊ 

＊

＊

 

＊ 

人の取り組みが必要になってくるのです。そしてその取り組みは、 "Think

globally,act locally"。という言葉のように、足元から・・・地域から進めていく事が大

切です。

“地域から進める地球温暖化対策”この難しさは、如何に地域に住む色々な人々を巻

＊ き込んでいくか、という所にあるように思います。地域からの取り組みを進めていく上

＊ で、配慮する点はどのような事でしょうか。また、取り組んでいく際の参考情報や、埼

＊ 玉県内•あるいは各地のユニークな実践実例をご紹介いたします 。 そして最後に、取り

＊ 組む上での問題点• その解決案などをお話いたします。

*

＊

*

 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ *****************  **********  * 

講師紹介

あさば りえ

浅羽理恵 川口市民環境会議代表、 NPO法人環境ネットワーク埼玉理事

自己紹介：

電機メーカーにて、浄水場水処理システムの構築にシステムエンジニアとして

10年間取り組んだ後、退職。その後、川口市内で NPO"川口市民環境会議”を設

立。会では、毎年約 3万の市民が地球温暖化防止にチャレンジする「エコライフ

DAY」や、環境出前講座・授業の実施、「環境フォーラム」の開催などを行っている。

現在の主な活動等：

環境省環境カウンセラー、省エネ普及指導員

埼玉県環境アドバイザー、埼玉環境教育アシスタント

川口市環境基本計画推進委員、川口市エコリサイクル推進委員

NPO法人工コ・コミュニケーションセンター理事など
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講義内容

＊ 
＊ 

＊

＊

 

＊ 

＊ 

＊ 

＊＊＊＊  ＊＊＊  静岡県発！地球温暖化防止 * * * * * * * 

ー静岡県地球温暖化防止活動推進センター事業の紹介一

水谷洋一

地球温暖化防止の取り組みや活動を促進するために、平成 16年 10月、特定非営

利活動法人アースライフネ ッ トワークが、静岡県知事から静岡県地球温暖化防止活

動推進センターに指定されました。

＊ 
＊ 

＊ 

*

＊

*

 

＊ 

＊ ＊  

ここでは、センターで実施するいろいろな事業について、県民の皆様に分かり易くご
＊ ＊  

＊ 
紹介します。

****  ***********************  
＊ 

講師紹介
C
u
 

みずたに よういち

水谷洋一 静岡県地球温暖化防止活動推進センター・事務局長

略歴 ：

1962 (昭和 37)年生まれ、愛知県出身。

静岡大学人文学部卒業後、一橋大学大学院に進学。

1997年 4月より静岡大学人文学部助教授 （専門 ：環境政策）。

2003年 4月より特定非営利活動法人アースライフネットワーク専務理事、

2005年 4月より静岡県地球温暖化防止活動推進センター事務局長。

環境省・中央環境審議会専門委員、富士宮市環境審議会委員も務める 。

専門分野： 環境政策 (EnvironmentalPolicy) 

~ 
,
9
 

主な研究分野：

自動車交通に関わる環境問題の理論的、実証的研究

・ 地球温暖化対策に資する政策・ 措置の研究

主な研究業績等：

クルマ依存社会共著 実教出版 1995年

・ 2010年地球温暖化防止シナリオ 共著 実教出版 2000年

-97-



21COE市民講座

講義内容

* *********バイオマスの地域産業化社会 ＊＊＊＊＊＊＊  ＊ 
＊ ＊ 

＊
 
＊ バイオマス資源を活用するということは、社会にとって 2つの有利な側面がある 。 ひとつは、 ＊

＊ 環境的側面、もうひとつは、経済的側面である 。環境的側面は、地球温暖化防止に貢献する「力 ＊

＊ ーボンニュートラル」という資源特性に由来する価値からの側面であり、経済的側面は、バイオ＊

＊ マス資源が、地域に薄く広く存在しているという資源立地性に由来する価値からの側面である 。＊

＊ 言い換えれば、バイオマス資源は、生物資源としての価値と、地域資源としての価値を持つ、と＊

＊ いうことである 。これをまた、大きな時代のパラダイム変化の予兆的な流れと対比してみるとよ＊

＊ りわかりやすく捉えることができる 。すなわちバイオマス資源の活用は、化石系地下資源に対す＊

＊ るところの生物資源としての側面、グローバル自由貿易経済に対するところの地域循環型経済と＊

曽根原久司

しての側面があるのである 。

実は、この 2つの側面からの大きな期待を背負 って、バイオマス資源の活用が今社会で脚光を＊

浴びつつあるのである 。折しも日本は、様々な社会環境の変化の中で、地域主権という時代に突

＊ 

＊ 

＊ 

＊
 

＊ 

＊ 入しようとしている 。 しかしそれがはたしてできるのであろうか、と実は私は心配している 。地＊

＊ 域に自律的なマネジメントが希薄だからである 。もし地域にしっかりとした自律的なマネジメン＊

＊ 卜があ ったなら、バイオマス資源の地域活用ということも、こんなにも苦労せずに地域で達成で＊

＊ きたはずである 。その意味において、バイオマス資源活用が地域でできるかどうかは、地域主権＊

＊ 時代における地域の試金石ともなるだろうし、また見方を変えれば、この資金活用は、地域にマ＊

＊ ネジメントを育てるか っこうの素材ともなりえるのである 。 ＊ 

~* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
講師紹介

そねはら ひさし

曽根原久司 NPO法人えがおつなげて代表理事

1961年長野県生まれ、明治大学政治経済学部卒業

金融機関、一般企業のマネジメント全般の経営コンサルタントを経て、現在に至る。

委員等の履歴：

山梨大学大学院医学工学総合研究部 バイオマスプロジェクト研究員

山梨農業大学校アグリビジネススクール講師

山梨県農政部やまなし食料・農業・農村対策会議「経営生産に関する専門部会」委員

都市農山漁村共生対流国民運動推進組織 オーライニ ッポン会議 NPO専門部会 委員

関東経済産業局 企業の社会貢献活動を通じたコミュニテイビジネス支援委員会委員等

著作、寄稿等：

農文協現代農業増刊、日本的グリーンツーリズムのすすめ「食エネルギーも自給的生活をめ

ざして」、

金融マーケティング誌、近代セールス「組織を活性化させる 12の法則」等

表彰：

都市農山漁村共生対流第 1回オーライニッポン大賞ライフスタイル賞受賞（平成 15年度）
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21COE市民講座

講義内容

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 ＊＊ 

＊ 

＊＊  地域で環境政策を推進するには＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊ 

NGOから見た、自然エネルギー・省エネ・交通政策 ー

三国千秋

＊
 

＊ 

＊

＊

 

＊ 

＊ 

＊ 

環境政策を推し進めていく上で、基本となるのは「地域」であると思います。地域の ＊ 

環境を守り、より良い環境を支える上で、地域に対する愛着が重要だと考えるからです。
＊
 

＊ 

地域の環境を離れて、地域規模の環境について論ずることはできません。今回は「エネ

＊ ルギー」というテーマを中心に、自然エネルギーヘの転換や省エネ・交通を中心に、先 ＊ 

＊ 進地の事例を参考にしながら、何が環境政策の推進にとって重要であるか、どの点がす ＊ 

＊ ぐれているのかを紹介します。

＊ 環境問題には、われわれの暮らし方と価値観が大きく関わ っています。われわれの価 ＊ 

＊ 値観は、経済成長神話・科学技術・高学力に支えられている様に思いますが、地域で環 ＊ 

＊ 境政策を推進するには、このような価値観を転換する必要があります。それに代わって、 ＊ 

＊ アメリカの作家ウェンデル・ベリーが言 うように、われわれは生命であり生き物である ＊ 

＊ ことに立ち返って、われわれの行動を生き物の健康や地域の健全 さによ って判断する必 ＊ 

＊ 要があるでしょう 。最後に、地域の環境のために何ができるかを考えてみたいと思いま ＊ 
＊ 

＊ 
す。

****************  ********  
＊＊ ＊

 
＊
 

＊
 

講師紹介

ぃ秋ち
千

＜
国

み三 北陸大学教育能力開発センター教授

専門分野：哲学・倫理学、特にドイツ現代哲学と環境のための倫理

現在の研究分野と内容：

専門のドイツ現代哲学の他に、非暴力思想、コミュニケーション論など。現在は主に

以下の研究テーマに取り組んでいる 。

1 . 環境のための哲学・倫理

2. ヘーゲル哲学の現代的意義と美学・芸術論

3. 環境政策実現のための「住民参加」のあり方

4. 非暴力に基づく人間関係とコミュニケーション：「対立の解決」・「会議の進め方」

現在の主な活動：

金沢市環境審議委員

金沢市まちづくり市民研究機構.Iグループ（環境部門）デイレクター

金沢市「ゴミダイエット・ネットワーク」デイレクター

NGO「地球の友・金沢」代表、金沢市環境教育推進会議会長など

-99-



21COE市民講座

講義内容

＊ * * * * * * 
＊

＊

＊

＊

 

＊＊人間生活とエネルギー ＊＊＊＊＊＊＊ ＊ 

一節約は最大の資源である一

新宮秀夫

＊ 

＊
 

＊ 

*

＊

*

 

＊ 

＊ 

* 1992年に国連の「持続可能な開発委員会 (Commissionof Sustainable Development)」

＊ が設立された。目標は「将来世代のニーズを損なわずに現世代のニーズを満たす開発」 ＊ 

＊ であると説明されている。 Development という単語は発展、成長、などとも訳される ＊ 

が公式訳は開発である 。誰もが知っている通り、この世の中のすべてのものには終わ ＊ 

りがあるのだから、開発の持続が不可能なことは自明である 。 したがって、国連に正 ＊ 

＊ 式に取り上げられている標語はそれをどう解釈できるか、するべきか、をよく考えて ＊ 

＊ 見なければならない。京都五山の送り火の一つ l妙lの字のある山のすそに、昔「ど ＊ 

＊ ろ田」と子どもたちが呼んでいる湿地があ った。春になると毎年、近くのガキ大将を ＊ 

＊ リーダーにフナ釣りに必ず遠征したが、底なし沼だというドロ池の中をわずかな目印 ＊ 

＊ をたよりに渡っていかないと釣り場に行けなかった。あの胸のときめきの場所が今は ＊ 

＊ 「開発」されてサッカー場とテニスコートと自動車教習所にな って市民に幸福を提供 ＊ 

＊ している 。ゲーテのファウストでは、移住を好まない老夫婦を焼き討ちにしてまで湿

＊ 地を「開発」し、人民の福祉に貢献した自分 （ファウスト ）は天国に昇ることになっ

＊ ている 。開発にこだわる人間の本性にある「欲」と、持続可能な社会の実現とを両立 ＊ 

＊
 させる「節約は最大の資源である」という発想について考えるのが本講の目的である。

＊

＊

 

＊
 

* **************************  * 
講師紹介

しんぐう ひでお

新宮秀夫 （財）若狭湾エネルギー研究センター・所長

京都大学名誉教授

主な研究分野：

エネルギー社会工学、金属材料学

主な研究業績等：

・単著書 「幸福ということ」 NHK出版 (1998) 

「黄金律と技術の倫理」開発技術学会叢書 (2001) 

・編著書 「メカニカルアロイング」 Trans.Tech.,(1992) 

・共著書 7編 ・研究論文 1 8 0編 ・解説 3 7編 • 特許 6件
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21COE市民講座

講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊  とちぎの自動車と公共交通 ＊＊＊＊＊  

＊ 一土地の環県民会議 交通部会の取り組みー

＊ 金子聞司

*
*
*
 

＊
 

＊
 

＊
 

栃木県は自動車の保有台数が約 160万台、 一世帯当たりでは 1.63台の自動車を保有 ＊ 
＊
 (Hl6年 3月）しており、全国でも上位にランクされる「くるま社会」です。 しかし、

一方で、 ①化石燃料の消費を抑制し、地球温暖化防止をすることは共通の認識になって

＊ 

＊ 

います。②自動車など運輸部門によって排出される CO2はすでに全体の 21% (2003年度 ＊ 

速報値）に達しています。

＊ とちの環県民会議交通部会では、こうした背景から自動車交通の環境負荷低減対策を ＊ 

＊ 利用者の立場から検討してきました。これからの交通体系には自動車・公共交通を組み ＊ 

＊ 入れたものが必要と考えられます。また、自動車の使い方の改善、改善された自動車の ＊ 

＊ 選択も必要です。

＊ この中で、栃木県における現状の公共交通の利用しやすさ、また所要時間、費用、 CO2 * 

＊排出量等についてマイカーと比較・検討した結果を紹介致します。今後高齢化でマイカー ＊ 

＊の利用が難しくなる人が増加すると考えられます。経済的で快適な公共交通はどうあるべ ＊ 

＊きか利用者の立場から市民の皆様と 一緒に考えてみたいと思います。
＊ 

＊ 

* ***********  * * * * * * * * * * 
＊
＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

講師紹介

かねこ 5んじ

金子聞司 とちの環県民会議交通部会長

自己紹介：

1948年 東京都生まれ

建設機械メーカーにて長くデイーゼルエンジンの研究開発業務に従

事し、 2002年退社

2003年 6月、技術士事務所を開設し主に栃木県内の中小企業に対する技術コンサ

ルタント業を行っている 。現在は小山高専の非常勤講師なども行う 一方、環境保全

に関するボランティア活動に取り組んでいる 。

現在の主な活動：

金子技術士事務所 代表

（社）日本技術士会 栃木県技術士会 理事

小山工業高等専門学校 非常勤講師

栃木県地球温暖化防止活動推進委員

とちの環県民会議 交通部会部会長
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21COE市民講座

講義内容

＊ 
＊＊＊ゴミの発生抑制とその仕組みづくりの必要性＊＊＊＊ 

＊ 
＊ 

鈴木克彬

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊
 

＊ 

＊
 

＊ 

いつこうに減らないゴミ。地方自治体での埋め立て処理、焼却場の確保

はもう限界です。また、ゴミの処理に要する自治体の財政負担も増加の一

途をたどっています。

このような課題に対し、環境先進国といわれるドイツをはじめ EU各国

はどのようにしているのか。日本の現状と対比し、皆様とご一緒に考えて

みたいと思います。

身近な課題であるゴミ問題から改めてスタートすることも、地球温暖化

防止活動に繋がるものと確信しています。

＊

＊

 

＊ 

*

*

*

 

＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 ＊ 

＊ * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * **  

講師紹介
すずき かつあき

鈴木克彬 群馬県環境アドバイザー連絡協議会代表

平成 9年 11月群馬県環境アドバイザー連絡協議会代表書記、

平成 15年 6月同上 代表

現在の主な活動等：

・ぐんま日独協会事務局長

・群馬県地球温暖化防止活動推進センター副理事長

• 前橋市フォークダンス協会副会長
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21COE市民講座

講義内容

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊バイオディーゼルの現状と未来

＊
 

＊ 

* * * * * * 

王祥生
＊
 

＊＊ 
＊
 

＊ 

＊ 

＊ 地球温暖化防止のための京都議定書が今年 2月に発効されたことに伴い、これから二酸 ＊ 

＊化炭素 (COりなど温室効果ガスの削減に向けた具体的な対策と排出権取引が本格化され ＊ 

＊ると考えられる。バイオマス燃料の燃焼に伴う C飢排出はエネルギ一部門の C飢排出量の ＊ 

合計には算入しないことから、 C飢削減の有効な手段の一つとされ、世界各国が熱心に取
＊
 

＊
 り組んでいる 。バイオマス燃料の一形態であるバイオディーゼル燃料は、ヨーロッパやア

メリカでは、十数年前から取り組んでおり、すでに 5千億円規模の BDF産業が形成されて

きたが、日本では、まだ試験的段階にすぎない。
＊
 

＊ 

＊ 

＊
 ＊ 本講義では、バイオデイーゼルの歴史と現状、当社が取り組んでいる廃油脂のリサイク ＊ 

＊ル事業、将来のポテンシャルおよび使用と普及に関わる課題を紹介するとともに、エネル ＊ 

＊ギーと環境の二つの大きな課題を抱えている日本は、これからどのように取り組んでいく ＊ 

＊べきか市民の皆様と 一緒に議論してみたい。

＊ ＊  * ***************************  * 

講師紹介

おう しようせい

王祥生

専門分野：

ダイキ株式会社環境機器カンパニー開発部マネージャー

科学工学、触媒科学、石油化学

現在の研究テーマと内容：

地球環境保全に寄与できるような新エネルギーおよび再生可能エネルギーの実

用化を目指して、大気、水の浄化処理技術および各種廃油を含む廃棄物リサイク

ル技術の開発を行っている 。

1 . 各種廃油脂のメチルエステル化プロセスの開発

2 . 廃鉱物油再生技術の開発

3 . 高速バイオマスガス化システムの開発

4. 高効率排水浄化処理システムの開発
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参加者からのご意見

1. 市民講座の取り組みに対するご意見

・大変参考になった。この市民講座を開催していただいたこと、参加させていただいたことに感謝します。

人類に最も大切なエネルギーと環境について考える基礎ができた。

・エネルギーおよび環境問題に対して理解が深まった。（同様のご意見が多数あった）

自然科学的興味にとどまらず、近未来での応用を念頭に岡いた技術開発の方針を持ち、社会科学として

あわせて研究していくという姿勢に共感した。

・参加者の方からの質問にもあったが、心の持ちょうについて人文学の方のお話もあると良いと思った。

• より総合的に環境問題を捉えたのに、人文科学系研究とのコラボレーション、地元住民の興味を引くた

め、行政にどう反映していくかという一歩前進できるような講座も典味深いと思われる。市民講座とい

うことで一般的な内容になっていたが、研究分野に偏って、より現実的にしたほうが若い参加者が増え

るのではないでしょうか。

人類にとって最重要課題に取り組んでおられる COEプログラムに多大の関心と期待を持っている。人間
の貪欲な本性を全地球的にコントロールするために科学者はもっと大きな声の提言と共に「哲学」の復

活が大切だと痛感している。要は、消費と浪費や過剰消費との区分けの姿勢、市場経済や経済成長に対
する疑間ならびに「生活レベルの知足」を先進的な人間らしさのしゃれたファッションだというような

全地球的大運動を展開しなければいけないと思う。

内容が盛り沢山である。もう少し簡略化をしてはどうか。

エネルギーと環境を考える市民講座の企画と講座内容は誠に適切な課題であると思う。将来の展開の可

能性について大いに期待している。

将来のエネルギー不足について考えさせられ、私たちができることがまだあると思った。身近な話であ

ったためにとても分かりやすく、自分のライフスタイルも少し変わるのではないかなと思う。

今後も市民講座を継続的に行っていただきたい。（同様のご意見が多数あった）

いろいろな機会をとらえメディアを使って今後のエネルギー問題、環境問題について啓発していただけ

ればと思います。

・未来の子供に対して現実に照らしてどのような教育を進むべきか。今日の講演を拝聴してエネルギー問

題の今日的状況未来への輝かしい研究内容を知りました。是非このようなフォーラムを広域的に広めて

ほしい。

・一般の素人にも今回のお話をぜひ広げてください。先生方のお話は大変面白くありがとうございました。
もっともっとこうした内容を普及してください。

旧エネルギー庁の政策では、大電力開発（原子力など）の方向ばかりでしたが、一時のエネルギー危機

の時に少し一般市民向きの太陽エネルギー発電政策の話もあったようですが、現在はすっかり忘れてし

まったようです。そんな時代に今回の市民講座への活動は若年層へもっと広げて PRし、聞いていただ

きたい。

難しいが勉強になった。資源の問題だけでなく、これからは水不足や温暖化、環境難民など沢山の深刻

な問題を解決していかなければならないと思う。一人一人がその問題を知る為にももっと環境について

市民講座を開いてほしいと思う。

・地球の状態を国民にもっと知ってもらい守らなければならない。その為にも、エネルギー以外の分野（温

暖化、水不足など）について総合的な市民講座の開催を京大が中心となり実施し明るい未来を築いてほ

しい。「教育こそ力なり」です。

・将来の大型研究補助は、大学と研究者コミュンティだけの関心事項であり、成果のアナウンスは出版と

いう形でされていきたと思う。しかし、今回のような講座の試みは、市民、納税者への説明責任を果た

す意味合いも感じられて支持したいと思った。

・エネルギー間題は、一人一人が日常生活の中で認識して、実行することで解決するのではないでしょう

か。そういう意味で市民講座はとても有意義である。
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環境保全活動に参加して 12年になります。しかし、今日みたいな市民講座がなかなか身近なところで

開催されていません。自分のやっていることに対しての検証もふくめて、専門職の方々との連携が必要

だと考えています。なので、今日の市民講座はとても本当にすばらしいと思いました。

環境問題やエネルギー問題について分かりやすく知識を深める事ができた。市民や活動家が実際に活動

する上で実践例や取り組むべき役割などがあると今後の活動につながるのではないかと感じた。

・ 自治体やメーカーが取り組んでいる「環境にやさしい生活」をめざした活動の裏にある事実や間題意識

がおぼろげに分かったことはよかったです。

・温暖化問題を含む環境に対する教育が「特別」でなく、日常の一部になるよう、今後の取り組みを期待

します。将来の世代の「効用」に環境評価が自然に含まれるようになれば世界が変わると思います。

総合討論の時間はきわめて有益で、質間に対する丁寧な解答、解説はとても勉強になりました。（同様

のご意見が多数あった）

COEプログラムが、全国で市民講座を開催されるという取り組みは大変すばらしいと思いますが、全国

での開催という取り組みの評価はどのようにされるのか聞きたい。

・大学での最先端研究の状況を聞ける有意義な市民講座ではあるが、この講座がどのような目的でどのよ

うな人を対象にしているのかが分かりにくい。

時間の制約で表面だけの説明に終始していた。

21世紀 COEプログラムの主旨について環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成という事ですが、今日

の市民講座を私たちが聞いて、どういうことを期待しているのでしょうか。教養を深めるという一言に

尽きてしまうと休日の半 Hをつぶして参加してあまり有効ではないと感じた。なぜなら、過程や職場で

こんな話が聞けたとか仕事に役立つような内容ではないので次につなげる事が出来ないので非常に残

念です。

市民に分かりやすい説明をしていただくのは有難いが大学での研究の成果や最先端の情報をもっと取

り上げられても良いのでは。

講演前に、このままではこうなってしまうという提言があってほしい。

市民講座ということもあって、一般的な内容となっていますので、もう少しポイントをしぼったものに

するとよい。

一般の人を対象とした講座ならば、もっとやさしく ゆっくり話していただけると良かったと思う。

京都大学の先生方の講義はもつと時間をかけて、ある一部分をほり下げた詳細についての説明をしてい

ただけるとありがたいと思います。

京都大学 COEとしては何をポイントに今後どうしていくべきなのか、「メリハリ」をつけて講義してい

ただきたかった。

地球規模での環境間題やエネルギーの推移、技術開発の話も知りたい。講演の中に一個人の意識や取り

組みが大事とあったが、何をすればどれだけの削減があるなど具体的な話をしてほしかった。自分は小

学生のときに雑誌の特集を読み、環境間題に関心を持った。小中学生への問題定義をするのは、無駄で

はないと思う。

大変勉強になりました。一般生活者にはエネルギーの間題対策が見えない。一般に理解するのでなけれ

ば、解決しないと言われるにも関わらず、行政においても啓発が充分ではないのが心配です。もっと一

般への普及伝達をよろしくお願いします。

• とても有意義だった。エネルギーや環境という分野は、科学的な知見のみで解決できるわけではなく、

行政面や経済面からも対策を講じなければならないことがわかった。
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2. エネルギー・環境問題へのご意見

<CO2削減・脱石油•新エネルギー＞

ガソリン・重油といった基幹エネルギーの転換は国家レベルの政策がないとなかなか難しいとおもうが、

国レベルのタイムスケジュールまたは、新エネルギー開発機関のコミットメント等の具体的なものはあ

るのでしょうか。原油価格の成り行き任せでは何とも心もとなく思います。技術面での健闘を祈ってい

ます。

2010年度までに国策として (-6%) のC化削減を採用しているが、今日現在（平成 15年 10月 25日付）

にて WBS(ワールドビジネスサテライト）の表明ではすでに (+52%)増加しており名目合計 (-11.2%) 

でありその他排気ガスに於ける取り組み、山林緑化などは無意味な試算（％）であり、構造的不殻気の

現在と今後において打つ手に乏しい（投資は無理）。究極の省エネ (50~80%) が要求される。

化石燃料に依存するエネルギーはおそらく数十年に成り立たなくなると思う。そのために、化石燃料依

存率を下げるエネルギー政策に期待する。しかし、国民が安心、納得できる具体的な方針がない。急務

な課題。ぜひとも、研究組織もそのような視野を持った提言をいただけることを望む。

新エネルギーに関する技術的取り組みでは、各種の成果が出てきていると思う。先進国間、また近隣諸

国を含めた激しい開発競争の中で、 H本の国益をキチンと確保できる知的所有層への対策を徹底して頂

きたいと思う。機密情報の保持・管理にも万全に取り組んでおられると思うが、公募型研究の採択実績

リストに載っている外国人学生の割合が多いのに驚いている。（特に中国系の名前の多さ）

原子力ではなく新エネルギーが拡大されればと思います。再生エネルギーの開発には、時間と技術が必

要であり効率性から見ると費用対効果しか見えないので、再生エネルギーにかかる経費はどの程度なの

かと思っていますが、今回のお話の中で経費から考えては難しいのかなと思いました。

新エネルギー利用の時間軸を入れた方策が必要だと思います。

一般にエネルギーについては、石油がなくなっても何とか科学者が解決してくれると考えている。マス

コミからももっとアピールが必要。分かりやすいエネルギー削減マニュアルがあればよい。

• 技術的なものが進むのも、人が何かをめざして生きるというのも大切には思うが、エネルギーをこのま

ま使っていくことが本当に幸福と感じられるのか。両面がうまく重なってこそ人類が生き延びていく人

が人として幸せに生きるということとエネルギーをどのように使っていくかという事を考える必要があ

る。石油がなくなるからエネルギーを始末しようという考えと人がどう生きるのが幸せなのかという視

点から考えたエネルギーの開発を進めてみてはどうか。

エネルギーシステムを経済システムに取り込んだ京都議定書の意義は、エネルギー問題を現実のものと

して捉える揺味でとても大きなことであると思う。しかしこれが問題の理解や解決にむけた取り組みを

とても複雑にしてしまっていると思う。

環境中にある CO2のおよぼす影響は貨幣価値とは別に、環境に対しては一様であるはずなので、マネー

ゲームの負の影響が出ないための取り組みを今以上に求めたい。

気候変動政策については各種の見解があるが、自治体、役所で取り上げる場合は、一つの見解にこだわ

らず取り上げ、広い意味で地球史からみた温暖化、気候問題を含めて、生活者、産業工業化間題だけに

限らず論議していただきたい。

く省エネ・廃棄物・ライフスタイル＞

未来の社会に貢献できる若者たちの意欲をかきたてる具体的ビジョンが明確化されなければ、省エネに

対する意識改革は難しいと思われる。環境に配慮した社会に対する教育が必要だと思われる。

・ ゴミ問題について、大量リサイクルの推進でゴミの減量化は解決に向かっているかのような印象に陥っ

ている感じである。ゴミ間題は自治体にとって永遠のテーマになるであろうと思う。ゴミの減量化に取

り組むことと国においては拡大生産者責任の法制化を早急に立法化して施行する必要がある。

日常の生活の中で C化のことを考えるということは確かに難しい。しかし、それをしたくなるような何

かが必要である。あるスイミングスクールでは、シャワーが一定時間で止まるようになっている。少し

足りない生活を工夫で乗り切ること、快適性が当たり前と思わない生活、それが地球をこれ以上痛めな

いことにつながる。

Hごろニュースなどで環境に関する記事に関心を持っている。現状の技術レベルでの比較データ（生産

性、収支、効率など）は技術開発によって優劣が逆転する可能性も大きいと感じる。そのためにも大学

での基礎研究には期待している。やはり何といっても個人のライフスタイルがキーワードだと感じた。
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ゴミ問題・エネルギーの問題はどうにもならないことだと思っていたが、この講演を聴いて考え取り組

んでいく価値があるように感じた。私の学校の購買では、たくさんのプラスチック包装された商品があ

るにも関わらず、ゴミの分別はされておらず循環なんて全く無い。その辺を改善するためにも、生徒の

意識を変えていかないといけないが、考えただけでも難しい。

家電メーカーや在宅業者は省エネ・省資源の製品開発にもっと注力すべきだと思う。省エネの開発製品

を積極的にすべきだと思う。消費者が省エネ資源に関心を持つように学校やセミナーでたえず間題の重

要性を提起すべきだと思われる。

家庭用ゴミの中で、容器包装（石油製品）品の占める割合は非常に大きい。来年から中部地方でもポリ

製品（容器包装など）を分別回収する事になったが、せっかく回収したものを補助燃料として再び燃や

してしまってリサイクルの主旨に沿うものかどうか。さらに引き取り料を企業に支払う事になっている

が自治体としては負担増になる。総合的にどれほどのメリットがあるのだろうか。

・廃棄物の処分場が少ないという問題に対しては、不燃ゴミを有料にすることが燃えるゴミの有料化より

も大切だと思う。

家庭からの生ゴミの資源化、ゴミの減量化については各戸ではできる事と出来ない物があるので行政指

導により推進してほしい。

私たちが生存し続ける為にはエネルギーは不可欠なわけですが、その原料は有限で、無駄に使えば温暖

化などのリスクが生じてくる。そうなれば、私たちの子孫にその負荷をもとめることになるわけである。
リサイクルそして倹約で、負荷の少ない資源利用に心がけるように今から探しながらもっと清貧な生活

でもいいと思う。

太陽光発電にとても現実性を期待しています。分散型エネルギーの供給の時代が来るといわれています
が、ごくごく身近なエネルギー供給の方法と思います。発電システムの低価格と効率的なシステムの可

能性が現在どこまで進んでいるかと、今何がネックなのか教えてほしい。

原子力発電は H本で原子カアレルギーを起こしているが、一応完成され実用化した方法として当分利用

せねばならないと思う。原子力技術者の養成とともに一般社会での PRも必要だと思う。

く国・自治体との協働、市民意識＞

自然エネルギーの普及のためには電気の買い取り単価でも、壁を感じている。ヨーロッパのような法制

度（自然エネルギーでできた電気は高く買う制度）があればと思う。今、国では環境税の話が進んでい

るようですが、国民に環境負荷の少ない行動をとるような税制を望んでいる。

環境間題、エネルギー間題は、市民レベルと同時に行政上の間題でもありそういった意味から市・県・
政府への働きかけが非常に大事だと思う。

エネルギー問題には 3つの課題がある。その内訳は 1. 新しい環境に配慮したエネルギー源の開発（石

油枯渇対策） 2. エネルギー消費の工夫（省エネ商品、節約） 3. エネルギーの蓄積方法の開発（夏の

高温、冬の冷温を蓄積して利用するなど）コンパクトにエネルギーを保存できる物質方法の開発。私は

もっと 3. に力を入れるべきだと思う。

環境について最大の間題は、効果や危機について実証できず、実感できない事なのではないか。ダイオ

キシン猛毒説にもケチがついた時代なので、一種の科学論として敬遠する空気が出てきている。オイル

ショック後の省エネブームを知る世代には、シンプルな脅しが必要でもあり、安直な論証に乗り切れな

くもある。拝金時代に耐えるよう“これで自動車はエコカーに変わる”くらいのドラスライックな目を

醒まさせるスキームに期待している。

市民が自覚を持って動けるかどうかは何が緊急を要する事案であって、何が今のところどの程度正しい

のかが示される事にかかっていると思う。特に我々若い世代は一種の社会不信を抱いており、何をする

にしても「これは正しいのだろうか。」と常に不安と疑間にさらされ、行動が鈍りがちです。新しい事を

実践する時、ある程度の見通しが示され、皆で合意して責任を共有しあう姿勢が社会全体に育ってほし

いと思う。（市民意識とはそうしたものでしょう）

エネルギー政策に対して産官学の協働体制も重要であるが、国の省庁間の対応をもっと考えてほしい。

省庁間で同じようなことをしており、税金の無駄遣いではないかと思えることがよくある。

エネルギーの問題にしても廃棄物の間題にしてもすべて大量生産・消費・廃棄につながりやすい事があ

る。 3Rで実施される施策が結果としてそれを助長する事につながらないような配慮が必要と考えます。

• 太陽電池や風力発電は一定の面積を要するので、田舎の特に過疎地、離島などに向いていると思われる。
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さらに蓄電、売電のシステムが確立してくれば促進されると思われる。交通手段としての海運、帆船を

見直すのも一つの方法です。

市民はCOP3を全く知らない。自分達の生活がもたらす影響についてどのような未来になるか、また

対策があることを知らな過ぎるということは、大きい間題である。

家庭での省エネ、環境間題には気遣っているが、地域や近隣の方にももう少し考えてほしいと願ってい

る。自宅では屋根卜の太陽光発電、消費電力の節約、ごみの減量と分別、品物の再利用など配慮してい

る。

人間が生きることの間題であり、一部の人間が学習するのでなく皆が学習する必要がある。

• これからの教育に是非このような課題を盛り込んでいってほしい。またそういう機会を身近に作れるよ

う行政としても考えなければいけないと感じた。

子供たちにもつと地球温暖化間題、エネルギー問題について真剣に考えるカリキュラムが欲しいと思う。

環境は私たち自身の間題である。すなわち技術の問題である事は勿論であるが、それ以上にその人その

人の考え方、あるいは倫理によって変わる間題である。その意味では教育が最大の問題となると考える。

21世紀は環境の時代、環境に優しい新エネルギー利用の時代。国は昨年 6月に地域再生計画を出してき

た。里山の保金、バイオマス（風力発電、太陽光発電）自然エネルギーの活用による環境の里作り村づ

くり飼料がほしいので紹介して下さい。

エネルギー環境の間題には個人の取り組みが必要であると思うが、ここまで科学技術を進歩させてきた

人間の特性として、個人の思考を犠牲にして社会全体のことを考えることは困難ではないかと思うので、

構造的に調整できる仕組みが必要ではないかと感じた。

県や行政はもっと積極的に人り口対策に取り組むべきで「拡大生産者責任」を国に強く要望するべきだ

と思う。これをしないと、現状の制度のもとでは行政がリサイクルに取り組むほど経費がかさみ財政を

圧迫するようになります。このような意見を国へもっと届けるべきだと思う。

最近コンビニ等のトイレで多い、「いつもきれいにお使いいただいて．．」という表示を見ると、自然に

きれいに使いたくなる。今回の発表にあったように、省エネと人間の心理、また個人まかせでは不可能

な範囲は技術的に制御する必要があると思った。

エネルギーは国家の大事であるが、小学校ではほとんど授業に出てこない。発電所の仕組みさえ学習し

ない。最近始まった総合的な学習の中で、環境・エネルギーのカリキュラムが組まれている所は学習可能

である。風評に流されるのではなく、事実を示し あとは子供たちに考えさせるようにしている。新エ

ネルギーに過度に期待するのではなく、新エネルギーを開発する人が出てくることを期待している。私

個人はプルサーマルが解決してくれるのではと期待している。

国のダブルスタンダードは今に始まった事ではないのですが、一方で技術開発を支援しながら、その普

及への制度検討がなされていないと言うのは問題だと思いました。

子供の時食事の前に手を洗う習慣を身につける様に、小さい時から環境問題について話合いの出来る小

中学校で取り組んでいただきたい。

私達の NPO法人ではケナフの種まきから刈り取り紙すきまで小学校 6年生のクラスで毎年おこなってい

ます。今後国全体で取り組まなければならない間題ですし、国民 1人 1人の意識が高まらないと間題解

決にはならないと思いました。

これからの日本は、①低エネルギー消費国（社会）への転換をはかる②新エネルギーヘの依存度率を大

幅に増大する方向で努力する。これを基本としてエネルギー間題に取り組んでほしい。

私は環境問題とは経済活動の副産物であると認識しており、経済学から資源問題、エネルギー問題にア

プローチして行きたいと考えています。技術革新が新しい政策作りに繋がると思いますので日々それら

の技術の知識を身につけることも大事であると感じました。

地球温暖化問題はまちづくりにつながると思う。例えば車に頼りすぎない交通を考えたり、 CO2を吸収

させるために緑を増やすということにもなります。間題を広げて考えるべきだと思う。

・エネルギー消費形態として低温の熱にまで電気でまかなうという流れをとめなければという思いをさら

に強くしました。

・環境に優しいエネルギーが利用されるであろう将来の社会を構成する「個人」や「地域」のありかたに

ついて人文科学の面からも研究して成果を広く一般に還元してほしいです。

環境問題とエネルギー間題のどちらも大切な問題です。個人ができることは少しでもエネルギーの消費
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量を減らすこと、自家用車の使用を控えるなど、省エネルギーをしたいと思っています。

3. 講演内容に対するご意見

く地元講師＞

勤務があるので、開催は土日祝を希望します。

市役所環境局長の話は具体的で良かったが、もっと市民活動や事業活動について掘り下げて話を深めて

ほしかった。（環境家計簿についてなど）相加的になりすぎて話が広がり散漫になったように思う。私が

住んでいる自治体では見られないような京都市の取り組みを知ることができ、大変参考になり是非我が

家でも実地できるものは実地していきたいと思う。

京大の先端研究と宇田さんの市民運動の接点を見つけ出そうと意識したが難しそうだ。

府・市・県が省エネにきめ細かい施策が進められているようで感心したが、一方でオリンピックの推進、

神戸空港の建設など指導層は基本的に 180度違う方向を向いているように思い落差の大きさを感じます。

市民レベルで話をしていただいた都筑先生の話は分かりやすくためになった。子供相手にエネルギー講

座を行っているうえでヒントを得ました。

市民講座は良い企画であると思う。学術面に加え、近藤会長の講演が設定されていた事は特筆すべきで

ある。市民講座に相応しかったのではないでしょうか。

近藤会長はお話がお上手でよく勉強されている事に感心した。歴史の流れの中で現代を眺め、客観的に

指摘された事が良く分かった。今回の話で今後の人類の課題が見えたように思う。

「豊かな社会を作ってきた。その裏には脆弱なものがある。」という中山先生の考えには全く同感です。

豊かな社会ではあるが、脆弱ではない社会をつくる（循環型社会）のオビニオンリーダーとして提言を

し続けていただくように期待します。

広島市はゼロエミッションをめざして行政は頑張っているのでゼロエミッションとバイオエネルギーの

関連を知りたいです。

堀氏の講演について、ライフスタイルの変更のみで削減できるのかが疑問に思う。もっと組織的に何が

できるかを検討する必要があると思う。

愛・地球博は、子供達に対する（子供に限らない）環境教育の場となる事を期待している。

• co 2 (地球温暖化）問題よりも早く治水不足の時代がくると言われているが、 2005年の国際博でも正

面から CO2と治水の地球環境の間題を発信されてはいかがでしょうか。

平成 8年より EXP02005「愛・地球博」の市民サポーター活動を展開する中で“環境”についての考

察をする事となった。「環境万博」を標榜して恥じないものとなる事を願っています。

椋氏について、自然の叡智の哲学は大変理解しやすかった。展示とエコツアーの並行実施を期待する。

大阪万博に続く一連の地方博の悪いイメージが残っている。できればインターネット等で詳細の報逍を

して頂きたいと思う。

小林先生の実施現場を見学させていただきたい。

県の温暖化対策は非常に具体的指針である。間題は、その実施と結果の把握である。実績評価とそのフ

オローを充分にやってほしい。私も改めて実行を心がける契機となった。

雪の利用について、興味深く拝聴しました。

西北省エネ大作戦一環境教育の原点であり、全国的躍進を希望する。

西岡北小学校の話を聞いて、日ごろから大人への環境教育は困難がありますので、子供達から体験を通

して意識が育まれる事が必要だと思いました。

子供の頃からの教育が必要だと思っていました西岡北小の「省エネチェック表」を家庭に持ち帰るとい

う点で、子供から大人への発倍がもう始まっているとうれしくなりました。

町長の講演は実体験に基づいたもので、足元からの省エネルギー活動の力強さを感じた。

高校生も理解可能とアナウンスがあったが、視点が市民でなかった。中村町長の話は町民レベルと理解

が出来るが市民の生活にエネルギーはどう関わって行くか未来はどうなって行くか等の内容がほしかっ

た。
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地域資源を活用した地域循環の仕組みとして、太陽光発電や風力発電を有効利用した社会システムの構

築などの政策提言を超学際に期待します。鈴木先生のお話はよく理解できた。

．梼原町の取り組みはすばらしい。梼原モデルとして各自治体に導入できないか。

海洋温度差発電の九電との比較が表現されると良かった。

・風力は風が弱いケース、あるいは台風に関する備えを考慮して設備導入のメリット、デメリットを考え

てみたい。

沖縄県の離島振典にはエネルギーはキーポイントだと思います。もっと多くの研究費でより急ぎ実用化

を図ってもらいたいです。風力発電と太陽光発電とを組み合わせて共生型の地域づくりになればと思い

ます。

小さな離島こそもっと風力を生かそうという永井先生の話を離島が取り入れていけば、未来が明るくな

るというビジョンを得られたのは 21世紀を向えた今、心強い限りであった。

県の計画の中の自販機削減など、是非がんばってほしい。

「市民講座」の為、土田氏の講演は大変趣旨にマッチしたものであったと思う。

・風力発電は島根にとっては効果大だと思うが、なかなか進まない。コストがやや晶いこともあるが、新

エネルギーに対する行政サイドの支援が欲しい。

エネルギーの地産地消に興味を持った。やはり風車を建てるには広大な面積が必要になってくるので、

都市には向かないと思います。その地域に合ったエネルギー生産に賛成です。

新宮先生の話が特にわかりやすくおもしろかった。「節約は資源である」は明解によくわかる一言だった。

施設見学が特によかった。素晴らしい施設が身近にあることにびっくりしました。

＜核融合、核分裂＞

核融合エネルギーの実用化（発電など）の目標時期は？

核融合は、明るい未来をもたらす BESTなエネルギーというお話であるが、昭和 30年ごろの本には、原

子力はすばらしいエネルギーとされた本もあったが、原子力発電が今日のように定着するのにいろいろ

な間題を克服してきている。実際に利用できるようになるのはいつ頃なのか。

「理想的エネルギーとしての核舷合」をとくにもっと詳しく込み入ったところまで教えていただきたい

と思った。

「核融合」によるエネルギー開発に対し、一般の人々にどのように PRして不安を取り除いているのか聞

きたいと思った。

核融合は自然破壊に影響はしていないのでしょうか。物であふれているこの日本、今後どのようになる

かとても心配している。個人のライフスタイルの見直しが一番だが、生産段階での見直しは無いのでし

ょうか。情報公開を必ずお願いしたい。エネルギーは生活に密着しているのでとても関心があり勉強に

なった。

核融合エネルギーの説明は分かりやすく典味のある視点からの説明だったと思う。

・核融合エネルギーについては、私の勉強不足のためよく理解できなかったが未来エネルギーとして大変

心に残りました。

核融合の方がスーパーカミオカンデより数倍重要と思っているが、予算要求が少なすぎると思う。

一番難解だと予想していた核融合の小西先生のお話はポイントをついて分かりやすかった。研究者の良

心誠意が感じられ感動した。

・核融合については、新しい知識もあったが、前の二つは概ねこれまでの私の知識を整理するのに役立っ

た。

核融合エネルギーの暴走事故の恐れがない理由を知りたい。

原子力発電核燃料リサイクルやモンジュはどうなっているのか。

• ITERのサイト候補地について、日本に氏名されるためにはどんな問題点を解決されなければならないの

か。政府間交渉のみか、国連又は、 OECDの調整機関はあるのか。

く廃棄物、リサイクル＞

ゴミ処理に多くのお金がかかっていることが分かった。「自分の痛みにする」というこが必要だと思う。

・私は町の中で協議員をやっていますが、公害、粗大ごみ、不法投棄などの間題がありますが、本講座は
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その基礎になったような気がします。

・ ゴミから新エネルギー情報が伺いたかった。

ゴミ間題についても個人レベルと国全体レベルがどのように結びついているのかがよくわかりました。

「ごみ」とエネルギーとの結びつきの解説が不十分。（一般市民生活と産業との関係、少なくとも消費財

の生産のために使われたエネルギー量（産業部門）を民生部門に配布することで消費者の行動が現在言

われている以上にCO2負担に効いていることが明確になる）

くバイオマス＞

バイオエネルギーがもてはやされているがコスト面（トータル）を含めた冷静な評価が必要と思うが、

なすべき施策は？

中国地域の各県は特にバイオマス利用に熱心。岡山県、山口県、島根県は特に熱心です。

一般市民レベルに合わせていただいた説明で大変興味深く分かりやすい講座だった。広島県での取り組

み（バイオマスに関する利用技術開発）が遅れているように思った。超臨界水を活用した家畜ふんの単

価技術開発で産学官のコンソーシアムな開発が進められないかと思った。

BDFに関するもっと詳しい技術的な資料が欲しいです。

バイオエタノールの超臨界システムが 1日もはやく実用化、普及することを希望している。

バイオエネルギーの開発の維持や現状などの理解に参考になりました。

バイオディーゼル燃料化事業は大変興味深かった。全国展開を望みます。

EDF等の法的な問題がわかりにくく、その点が知りたい。会社で EDF→湿式メタン→乾式メタン

に取り組んでいます。

廃棄物が熱源として有効であることは坤解をしていたがカロリー換算は具体的で参考になった。また、

バイオマスについてはエネルギー源として利用が困難であることの説明が必要ではないか。

バイオエネルギーは日本のエネルギーを改革するものと思います。今後も大きな動きを期待している。

バイオマス燃料製造におけるエネルギー収支と単価（円/Q) の比較。ガソリンの高騰に伴って採算が取

れるようになっているのか知りたい。

バイオエネルギーに対する日本の取り組みの遅れを感じました。

森林科学の勉強をしています。日本の林業の実情から考えて、木質バイオマス、特に固形燃料の利用の

普及の難しさについて痛感しています。その辺について坂先生にもいろいろ教えてもらいたかった。し

かし いろいろ勉強になった。

森林政策学専攻の者として、森林バイオマスの話が勉強になった。市民 ・NGOの役割について、もう

少し聞きたかった。いろいろ勉強できました。ありがとうございました。

く太陽エネルギー＞

自分自身エネルギーに一番関心を持っているのは、太陽エネルギーなので、もう少し詳細に説明してほ

しし‘。

家庭で太陽電池を取り付けるには、どのように進めるのか教えてもらいたい。京都市は KESを認証した

後、どのように実施を確認しているか教えてもらいたい。

地球・宇宙の大構想に感銘する。クリエーティブイエローモンキーを目指してください。

宇宙太陽発電所 SPSに非常に関心を持ちました。 PV-Netに申し込むにはどうしたらよいですか。

松本先生の SPSの講演が非常に分かりやすく大いに参考になった。是非日本が世界に先駆けて SPSの実

用化が図れるように頑張ってほしいと願っています。

SPSの話は夢ではいけない。国家的な課題として認識すべきだ。

宇宙太陽発電所が現実化するのはいつなのでしょうか。技術的な面、資金的な面では？そろそろ地球全

体の危機をとらえ世界規模で開発していけば発展途上国へのエネルギーとしての確保もできそうであり

がたしヽ と思う。

太陽・水素・バイオ利用エネルギー技術の現状と将来の報告が見えて興味深かった。ただ、太陽風力等

は今後 50~60年後に果たして化石燃料等に変わり得るだろうか。太陽や風力も現在の地球の環境に大き

な影響を及ぼす事なく利用できるのは、地球上におりる太陽エネルギーの何％位になるのだろうか。
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住宅用太陽光発電及び燃料電池の将来について参考資料がありましたらご送付頂きたい。（実用化の流れ、

方向について）

太陽光発電についてもう少し分かりやすく説明してほしかった。内容が高度で理解に苦しむ。資料も高

齢者向きでないように思った。

太陽エネルギーについては「表向き」のことだけでなく、実用性に対する「厳しい評価も聞きたい。

SPSなどは、総合技術としてロケット技術が前提となると思いますが、国の技術戦略としてどのような

ものを持つべきかなのについても、議論する場があったらよいと思います。そのような議論の中で、国

際的な強調関係の意味について考える機会になると思います。

くエネルギー・環境問題、社会生活＞

これまで、地球温暖化の要因についていくつか聞いていたのですが、冷却化を促進する物質は初耳で勉

強になった。

・エネルギー環境間題の解決にはこれまでの自然科学だけではなく、社会科学の視点が重要になるだろう

とのご指摘に強く共感した。

学者論的説明に終始。ことに参加している人たちは既に活動あるいは実績している人が多い。この中で

の話としては、市民、社会に対して活動、政策の質的転換に向かうような提言的プレゼンが望まれてい

る。環境問題は市場原理だけでは解決し得ないのに、市場原理だけの話で答えられては話にならない。

日本政府の政策は、経済界に軸先をおいた政策が多い。これでは先が見えないしこれを代弁していては

どうしようもない。

理想的エネルギーとして 3つの取り組みがなされていることを知り、将来に向けての希望が持てた。加

えて家庭、社会生活における価値観の転換（省エネ、資源生産性）を高めることの大切さもより感じさ

せていただき有意義な話が聞けた。

地球環境に関する最近の研究が分かりやすく説明されていて大変参考になった。特に温暖化⇔冷却硬化

の研究は興味深かった。

環境改善には大勢で取り組むことが大切でありいかに参加者を増やすかの一つの方法として環境家計簿

利用に興味が持てる。自動車についての環境への影響を再確認でき興味深かった。

今から 600年前に起こったもう一つの地球温暖化ー？回避ーについて研究することでいろいろな間題が

解明すると思われる。

省エネルギーの大切さが身近な例で理解できた。将来のエネルギー技術について興味のある話が聞けた。

ホテルのデータは考えさせられる間題だった。

専門分野、最先端の研究のお話をお伺いでき有難うございました。この時代の変革期に何をなすべきか、

団塊の世代の私達は最も考えていかなければならないテーマが本日の中にもあると思った。フローエネ

ルギーヘの転換のお話、もう先延ばしできないと思いつつ、我生活スタイルを振り返っても実行はでき

ないシステムです。なかなか難しい課題だと思うが、英知を出して実践の方向にカジを切れたら・・・。

循環型社会の重要性の理解がより深まった。地球温暖化間題とも直接間接に大事なものばかり。行政も

民間も企業も個人もこうして取り組む事が重要。国際的にも大事で、より徹底する方途や知恵をだすこ

と。京大の皆さんの検討を祈る。

評価に関するテーマが面白かった。評価の多面性、多様性を再認識した。

日常生活において省エネに随分関心を持って雑らしていたつもりだが、「ホテルでは優雅な生活」のグラ

フを見て自宅風呂では節水温泉ではふんだんに・・・私も同類です。

研究を政策提言に高めていただくことを期待します。

不思議 5のホテルの生活での省エネには基本的には賛成ですが、タオルは H常生活でも毎日取り替える

ので、タオルの連日使用は個人的に反対です。

市民レベルでのエネルギーの節約と効果がこれからの生活を通して参考になった。

生活者一人一人がライフスタイルの見直しをすることが大切との笠原先生のお話に同感するものとして、

このような講座を一人でも多くの方に聞いていただき、考え、行動をおこして欲しいとおもった。

• 新エネルギーとライフスタイルの提案に奥味があったので、ホテルの例のようなライフスタイルの提案

がいろいろな場所でできることを願っています。

温暖化対策について、排出することを減らすことの面から話されたが CO2を吸収する面からの話も加え
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たほうがよい。地球温暖化を考えるとき、温暖化ガスが悪者になっているが、温暖化ガスがないと、地

球は冷却され温室効果についても同時に話さないと誤解が生じると思う。

「望ましさについて」がピンとこなかった。もっと具体性が欲しかった。

「効用」という考え方が良かった。人間の行動や意識から環境問題を考えることは大切だと思う。経済

的な手法も効果的だと思う。

く水素、燃料電池＞

水素エネルギーを作るのに、別のエネルギーが必要なら元のエネルギーをそのまま使えばよいのではな

いのか。

エネルギーの生産、転換利用、消費の一連の流れのお話でとてもためになった。

燃料電池のお話大変有意義でした。 N比を原料として車を走らせる事が夢ではないとのお話。昔、 N比製

造プラントを建設した機械家として、昔の技術を思い出します。

燃料電池の経済的に難しい点を広く一般に広めてほしい。

・家庭用の燃料電池の未来。実用性、経済性、安全性などは突如推移するのでしょうか。

• 水素エネルギーが今後の技術発展により、 22世紀に向かって環境に優しいエネルギーとして活躍して

いくものと思う。

水素の取り扱い（安全対策）を PRする必要があるのではないか。

く全般、その他＞

理想的なエネルギーの話はユニークでよかった。エネルギー収支で太陽光、風力、自然エネルギーが高

いことは予想外だった。

・21世紀 COE予算内で研究可能なことと将来に向けたロードマップを区分して説明いただけると理解しや

すい。

・専門的過ぎるところもあったが何となく雰囲気が分かり面白かった。

パネルに表示されるものが全て配布資料になっていないため全くイメージをつかめないまま終わってし

まうところがあった。

エネルギーに関する諸問題について様々なお話を伺い今までのエネルギー依存の仕方を改めて新たな安

全性、経済的にも高度なエネルギー開発に向けての研究やまた人類一人一人の意識のあり方を考えさせ

られた講義でした。原子力問題の危惧感を抱く今、安全性と低コストが最優先でもあり、それぞれの間

題の持つ限界というのも分かった。

二酸化炭素を何とか利用し空中に発散させずほかに閉じ込める方法はないのでしょうか。

「なぜ環境を考える必要があるのか」という大切な事は落とせないと思うのですが、今回もう少し演題

の内容をお話いただきたかった。（一応問題意識を持っている人が集まっていると思うので）

仕事上、省エネルギー対策について勉強中ですが、将来地球におけるエネルギー資源が残りあと何年何

十年といわれているが、今後クリーンな資源を使用し永久的に使えるものは何になりますか。

行政の意見と噛み合うようにしてほしい。

4. 市民講座の運営に対するご意見・要望

く開催日、日程、講演時間について＞

勤務があるので、開催は土日祝を希望します。

貴重な講演が聴けたが、時間が短すぎて具体性に欠ける。もう少し時間をとってゆっくりと話をしてほ

しし‘。
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盛りだくさんの講演内容に対して時間が足りないように思われる。テーマを絞って十分に時間をとられ

てはどうでしょうか。

• 70分~80分位あれば話の内容が充実するのではと思う。

一人一時間の講演にしてもらえばもう少し余裕があったのではと思う。エネルギー問題は人類の最重要

課題と認識しているので今後も大いに PRして頂きたい。

テーマや内容から見て時間が短く講義のスピードについていけない部分があった。時間との関係があれ

ばテーマを減らす事も必要ではないかと思う。総合討論の時間がもっとあればと思った。

終わりが 17時はつらかった。もう少し時間を早めに設定すれば参加しやすい。

く会場の地図、施設・設備、講演環境について＞

講話を筆記したいので机のある会場が良い。

照明をやや暗くするか、明るいままの方が良い。理由は、パワーポイントとプロジェクターは鮮明であ

るが、メモを取るとき影ができ書きづらい。スクリーンは長くは見ないし、資料を読むことメモを取る

ことのほうがずっと長い。

プロジェクションの撮影効果を上げるためフロアの照明のダウンがあったが、メモが取れないのでもう

少し照明を明るくしてほしい。

プロジェクタを使用しない講演のときにもスクリーンを下ろしたまま。真っ白の背屎は見る側を疲れさ

せるので配慮がほしかった。

スクリーン使用の説明は後部座席では分かりにくい。

会場が暗く、講演者が見えなかったので理解が難しいところがあった。

・湯・茶の提供がほしい。

記念に、学長名の修了証を発行してほしい。

く開催テーマ、講演内容について＞

難しすぎるので、もう少し細かく説明してほしい。

• もう少し分かりやすくし、子供たちの環境教育としてもこういう講座を開いてほしい。

・京大 21世紀 COEの成果（途中経過）もはじめに簡単にご紹介頂ければありがたい。

テーマの中の共通部分は発表者間で調整していただければと思う。

資料内容も講師の先生のこ｀説明は大変分かり易い。受講者のレベルからはもう少し内容を濃くしてもよ

いのではないかと感じた。

・エネルギー開発による環境汚染などのテーマがあるとよい。講師の住所連絡先も記入してあると良い。

京大独自の研究成果などを詳しく説明してもらいたい。

京大の内容に横文字が多すぎるし専門用語が多い。各年令層に理解できるやさしい文にして欲しい。特

に科学の物の理解が深まる。

題目ごとに質問時間を設けた方が良いのではないか。

• 3つの講演が本質的に有機的にリンクされるような場面がほしかった。

・会場の質間だけでなく、質問用紙を設けて受け付けてもらえるとありがたい。

く配布資料について＞

資料形態については、聴講できなかったものへ話をすることも考えると、文書になっている方がよい。

分かり易い参考文献等があれば載せてほしい

講演資料は別のページに若干文章による説明をした方が良いと思います。

講演資料の図表はカラーを白黒印刷しているため円・棒グラフで識別しにくい箇所がある。

講座が一巡した時点で講演後の質疑応答をまとめて資料として発行したらよいのではないでしょうか。

資料はせっかくなのでカラー版がよかった。

パワーポイントを使うのは視覚情報もあり分かりやすくてよい。ただ、配布資料にそのまま使用するだ

けでなく、補足説明があればもっと分かり易い。

・理系の先生には数式を並べて書いてろくに説明をしない方や、専門用語（学術用語）、化学式を使う方が
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いる。市民に向けて行うならそれは避けるように気をつけたほうがよいと思う。

・ テキストの資料の出展を明記してほしい。

グラフには出展を明示してほしい。

・配布テキストは再生紙を利用してはいかがでしょうか。

テキストの紙質が立派過ぎる。

• 4 7箇所で実施した総まとめのような資料集などが出来ればほしいと思う。

・配布資料について、内容・分冊はありがたいです。製本は不要ではないか。

資料の中に講師の方のEメールアドレスを記載していただけると、直接質間のやり取りができるので良

しヽ と思う。

・ 資料を一部カラーにしてもらえるとありがたい。

・ 図表タイプの講演資料のおかげでお話が大変わかりやすかった。

元がカラーの図表を白黒印刷で配布されると、後で見たとき解らないところが在る。せっかくの貴重な

資料なので、該当部分をカラーにするか あるいは白黒印刷でも分かりやすい作図をお願いしたい。

配布資料が多く、環境の講座にはふさわしくない。

・配布資料の紙についてはもう少し質をおとすべきだと思う。

くホームページでの公開について＞

・資料をホームページで公開してほしい。カラーのものがほしい。

・ ホームページの充実をお願いします。

・使用されたグラフなどがホームページで見られるとよい。

く広報について＞

・難しい話かと思っていたが、とても分かりやすくもっと大勢の方に聞いてほしかった。広告活動が少な

かったのではないでしょうか。公民館とか公共の場に広報したらよいと思います。

この講座があることを知らせる方法が足りない。広報活動を活発にしてもっとたくさんの人に聞きに着

てもらうようにすべきだと思う。

講座の案内は、県報市報等多くの広報誌等に掲載していただくとありがたい。また、国の機関等と連携

をとるのも多くの方に案内が届くのではないでしょうか。

・せっかくの内容の良い市民講座なので、もっと事前PRを行って動員数を増やしたらいかがでしょうか。

・興味深い内容を分かりやすく説明して頂いた。講演タイトルにサブタイトルをつけてもらうと一般の人

も参加するのではないでしょうか。

その他、 PR不足を指摘する声が非常に多かった。
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本講座を何によって知ったか

教養を深めるため
363人 (20%)

知人にすすめられて
88人(5%)

丑虹必要だから
274人(15%

インターネット91人 (25%)

受講の目的

やさしい 内容について
46人(3%) 難しすぎる74人 (5%)

理解できる
696人 (49%)

配布資料について

講演資料は本日の図表タイプより、文章で
記述した説明タイプの方がよい64人
(5%) 

もっと詳しい資料がほしい
292人 (21%) 
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もっと箇素なものでよい
136名(10%)

後でゆっくり読むので役に立つ
927人(64%)



講師・参加者に関する統計

地元講師所属

大学関係者．
13人・(28%)

250 

200 

150 

人数

100 

50 

゜ 年齢

参加者数分布

5

0

 0-19 20-39 40-69 70-99 100- 120- 140-

119 139 169 
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21COE市民講座

講演内容

＊ * * * * * * * * 21世紀プログラム概要

＊
 

＊
 21世紀 COEプログラム (Centerof Excellence, 卓越した拠点）とは、平成 13年 6 * 
＊ 月に文部科学省より TOP30(後に 21世紀 COEプログラムと改名）として打ち出された制 ＊ 

度で、「世界的な研究教育拠点の形成を支援し、国際競争力のある世界最高水準の大学づ
＊ 

＊ 

＊
 

* * * * * * * * 

くりを推進する」ことを趣旨としています。平成 14年度には 113件、平成 15年度には

116件が採択され、現在、京都大学では 23件の COEプログラムを実施しております。

＊ 
＊
 

*

＊

*

 

* 21世紀にはエネルギーの需要が急増し、地球温暖化や酸性雨などの地球温暖化問題が ＊ 

＊ さらに深刻化し、人類の生存をも脅かす恐れがあります。私たちの 21世紀 COEプログラ ＊ 

＊ ム「環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」では、真に環境に調和したエネルギー

＊ システムを構築することにより、持続可能な社会の基盤づくりを目指した研究を推進す

＊ るとともに、エネルギー・環境問題を解決する能力を身に付け、かつ国際的リーダーシ

＊ ップのとれる人材を養成することを目的としています。具体的には、環境に優しいエネ

＊ 

＊ や社会的受容性について、人文・社会的観点からの検討をも加味して評価（エネルギー

＊ 

＊
 

＊
 

＊
 

ルギーシステムとして、①太陽エネルギー、②水素エネルギー、③バイオエネルギーを ＊ 
＊ 

＊ 
取り上げ、それらの技術開発を行うとともに、④各種エネルギーシステムの環境調和性

＊
 

システム評価）し、環境調和型エネルギーシステムを構築・提言していくことを目指し、

*

＊

*

 
* 21恨紀 COEプログラムを推進しています。

＊ 

＊ 

****************************  * 

＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊  市民講座の目的 ＊＊ ＊＊  ******-1. 

＊ ＊  

＊ エネルギー消消費型社会を形成していくためには、国民一人一人の自貨と協力が不可 ＊ 

＊ 欠です。21世紀 COEプログラム事業における社会的活動の一環として、エネルギー問題、 ＊ 

＊ 環境問題を市民の皆様にできる限り易しく説明し、理解していただくことにより、少し ＊ 

＊ でも多くの人が、エネルギー間題、環境問題を自分達自身の問題として、エネルギーの ＊ 

＊ 削減・環境の保全に取り組んでいただくことを目的としています。 ＊ 

＊ ＊  

****************************  * 
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京都大学21世紀COEプログラム
「環境調和型エネルギーの研究教青拠点形成」

文部科学省 21世紀COEプログラム

市民講座

申請分野：学際．複合．新領域

細分野：エネルギー科学

環境調和型エネルギーの

研究教育拠点形成
Establishment of COE on Sustainable Energy System 

京都大学

大学院エネルギー科学研究科

エネルギー理工学研究所．生存圏研究所

拠点リーダー 吉川逼 （平成17~18年度）

笠原三紀夫（平成14~16年度）

ご-'21COE 京都大学21世紀COEプログラム...... ,」.....
,c:_-::::,,, """'~ 心●,. ● ,,, ... ~., 「珊境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」

研究教育拠点形成の必要性，目的，内容！

市民講座

【必要性】持続可能な社会の実現には．珊境調和型エネルギーシステム社会の

形成と．未来にわたるエネルギーの安定な供給が不可欠

【目 的】太陽．水素．バイオエネルギーを基盤とした環境調和型エネルギー

システム構築のための研究教育拠点形成

自然科学に社会科学の視点を導入

【内容】

1. エネルギー・環境に関わる主要4研究課題の研究

2. エネルギー・環境問題に対応できる人材の養成（教育）

3 • 研究教育拠点形成事業基地としての
国際環境調和型エネルギー情報センターの設立

2
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p 21COE 京都大学21世紀COEプログラム
..... ゚ u,,.... ,, 

遭9
'"●● ,,..,_,_,CO<•••, ー·"~"''"""' 「躙境調和型エネルギーの研究教青拠点形成」 甘5艮猜舅図；

「環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」の概要

環境謂和型

エネルギー技術開発

| エネ~:~:::~~- I 
I研究教育拠点形成の支援 I
I社会との運携（産学公民） 1 

エネルギーと環境

教育拠点 エネルギー・環境問題を国際的観点から
総合的に研究・評価できる人材の養成

3
 

p 21coE 京都大学21世紀COEプログラム
''°'°""''・'"" -恥~..•·••••••co, 、中い、···-~-い~.,... ~.. 「環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」

エネルギー研究教育拠点形成のための組織

市民講座

太陽エネルギー
太陽電池

宇宙太陽光発電

人工太陽（プラズマ利用）

撼
点
リ
ー
ダ
ー

國内•· ··尊シンポジウム

エネルギー科学教育拠点形成事業
エネルギー躙填・査

国際エネルギー科学スクール
濤寛儡点構●

■M 胃研寛濤外漂遣

●●躙纏・和菫エネルギー情纏センター
塵公罠遭鶉事●

市罠鵬塵「エネルギー・躙纏」

学外鵬問委員会 (8名）
広● （出顧｀＊ームページ）
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p 21COE 京都大学21世紀COEプログラム
.,...,, し,_叫'•_ _,_ 蔓●’゜,,.,.~=•••co,oバ..—•い........... 「躙境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」 m民猜舅目§

- - -

主要研究課題 [1]: 太陽エネルギー

太陽エネルギーの多様な利用法の研究

高効率化
プラズマ技術

5
 

p 21Cc9E 京都大学21世紀COEプログラム

••°'•"·"""" —l 

... 畑.-rn.~o•co, ""'""•'="'•···"'"-' 「珊境調和型エネルギーの研究教育拠点形成」

研究課題 [2]:水素エネルギー

市民講座

・溶鵬塩電解による
高効寧アンモニア合成

・パナジウム系
水稟囁戴合金設計

Ol,,,:,O 

・鑑料電池システムの
高麿化・高効寧化

•水棄エンジンの
高性能化

水素製造

・イオニクス材料を活用
した高温水蓋気電解
•太陽電池生産のための
シリカ高飩度化

~ 

・魔炭化水素類の有効利用
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戸 21C<!JE 京都大学21世紀COEプログラム

·-••-・↓"'' 工._ __,,, ＂呻•~~•o• り叩·"'"·~·-~-ヽ....., ......... 「環填調和型エネルギーの研究教育拠点形成」
--- -- - -- --- --- - - --- -—ー・ 争 -- ---

主要研究課題 [3]:バイオエネルギー

市民講座

環境負荷の小さい超臨界流体技術によるバイオエネルギーの創製

三
アルコール／ ＃オば電 化 耀

”材~三；二〉石繍
ガソリン車

鑑負

京都大学独自の 水． バイオメタン
超臨界流体技術

古縁＜二二□□二二〉
料書

→バイオメタノール の...の

メ.,ール 三； ： 
三ディーゼル車 7

 

p 21C<9E 京都大学21世紀COEプログラム
員＂心如“如---"~"'··-· り co,•••• ,,. 如...., 會'"'"~"' 「珊境調和型エネルギーの研究教青楓点形成」

- -- -- . 

主要研究課題 [4]:エネルギーシステムの評価

市民講座

効率．環境調和性．社会的受容性の観点からエネルギーシステムを評価

三 三三

国朧．国内
共同研究・鶴測

LCAをペースとした

エネルギー・環境負荷評価

各種エネルギーの環境影響

現象解析，影響評価

エネルギー．環墳負蕎．経済性評値~ 醸性雨．地蟻汚染の解明

省エネルギー型社会・循環型社会の形咸

環墳鯛和型トータルエネルギーシステムの構簗・提言

8
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環境調和型エネルギーの研究教育拠点形成

連携
プログラム内
国内．国際

戸1字宙太~
屯竺豆l

「環境謂和型エネルギーシステム」の構築・提言 ，
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国際環境調和型エネルギー情報センター事業

1)第1回，第2回国内シンポジウム： 2003.1.23, 2004.3.8・9 

他に. COE産学連携シンポジウム 2回．全科展

2)第1回国際シンポジウム： 2003.3.13-14, 2004.12.17・18 

他に．次世代太陽電池（京都）． 環境エネルギー（京都）．

宇宙太陽光発電（京都）． 材料とシステム（エアランゲン）．

バイオエネルギー（京都）， 人工太陽（京都），

持続可能エネルギーと環境（ホアヒン）

3)海外拠点の構築：バンコク： 2003.11.20・21 (開所式＆記念シンポ）

4) エネルギー情報の収集・解析•発信

5) 21世紀COE概要＇ニューズレター， HP等による広報

6)市民講座「エネルギー・環境」：全47都道府県で実施

-124 -


